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			チート魔術で運命をねじ伏せる⑤

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　真実と前を向く勇気

			第１話　明かされた真実とクーナの決意

			第２話　新たな力

			第３話　コカトリス討伐

			第４話　楽しい魔物料理

			第５話　ランク３の魔物との邂逅

			第６話　越えるべき壁

			第７話　今の限界とライナとの決闘

			第８話　アサシンリザードのタンシチュー

			第９話　近代魔術と古典魔術

			第10話　魔剣の尻尾in露天風呂

			第11話　たどり着いた答え

			第12話　機械魔槍ヴァジュラ

			第13話　果たされた約束

			第14話　新たな武器の実力

			第15話　紅と蒼の双刀

			第16話　アンネの夢と未来の約束

			第17話　エルシエが勝てない理由

			第18話　【蒼銀火狐】へ至る道

			第19話　【蒼銀火狐】の完成

			第20話　決意の日

			第21話　それぞれの輝き

			エピローグ　さよならエルシエ

			番外編　星降る夜と懐かしの学び舎

		

	
		
			　

			プロローグ　真実と前を向く勇気

			　

			　クヴァル・ベステの精神世界での対決。そして、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団の襲撃を受けてから一晩明けた。

			　夕食のあと、覚悟を持って俺の秘密をクーナとアンネに打ち明けた。

			　俺は神によって作られたホムンクルスであり、生後一年にも満たないこと。

			　俺の魂(たましい)は、この世界の未来をシミュレートした世界を繰り返し生きたこと。

			　それを話したことで、必然的にオークレールの真相をアンネに話さないといけなくなったし、クーナが死ぬはずだったことも話してしまった。

			　二人は、俺の突拍子もない話を信じ、受け止めてくれた。

			　昨晩は前向きな様子を見せてくれて安心したが……。

			「アンネか」

			「ソージ、奇遇ね」

			　井戸に顔を洗いに行くとアンネと鉢合わせになった。

			　アンネは銀色のさらさらした髪が美しいスレンダーな美少女だ。

			　いつもクールな彼女だが、目が赤い。泣きはらした後のようだ。

			　無理もない。

			　昨日話した、アンネの父親の真相が影響しているのだろう。

			　アンネの父親は、大罪人として処刑された。

			　国家機密を他国に売り渡そうとして逃亡し、自身を捕えようとした王子を殺害したことになっている。

			　だが、真相はまったくの逆で、国家機密を他国に売り渡そうとした王子を止め、その際に王子の抵抗が激しく殺してしまったのだ。

			　王家の威信を守るため、王子の罪をかぶってアンネの父親は処刑された。

			　そのことは、王を始めとした国家の上層部しか知らない。

			　アンネが目指していた父親の無実を晴らし、オークレールを再建するという夢。

			　それは、どうあがいても不可能だ。アンネの父の罪を晴らすということは、国家の大スキャンダルにつながるのだから……。

			　彼女はしっかりとその事実を受け止めた。だが、一人になったあとに、ずっと泣いていたのだろう。悔しくないはずがない、悲しくないはずがない。

			「ソージ、そんな顔をしないで。昨日も言ったけど、私は真実を知れて良かったと思っているわ。ちゃんと私が父の無実を知れた。父が最後まで誇り高い人だったってわかったの。周りがどう言おうと、その真実があれば大丈夫よ」

			　アンネが精一杯、強がりの笑みを浮かべる。

			「アンネは強いな」

			「ええ、私は強いわ。だから、安心して。それに、オークレールは、別の方法で盛り返すつもりよ。ソージたちと一緒にね」

			　アンネが俺に抱き着いてくる。

			　彼女の好きなようにさせる。

			　俺の存在が少しでも彼女の支えになればいい。

			「アンネ、そろそろ家に戻ろうか。今頃、ユキナが朝食を用意してくれているだろうから」

			　クーナを守るために俺たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】の三人は、騎士学校の夏休みを利用して、彼女の故郷であるエルシエに来て、クーナの兄であるライナの家でお世話になっていた。

			　この国で俺はクーナを助けるときに負った瘴(しよう)気(き)焼けと重度の火傷(やけど)を治療してもらった。

			　他にも、【精霊化】などといった新たな力を得た。

			　とはいえ、まだまだ足りない。

			　この程度では、好きな女すら守れない。

			「ええ、いきましょうか。そろそろ食いしん坊のクーナが、いつまでも朝ごはんが食べられないって怒りだすころね」

			　俺たちは、頬を膨らますクーナを想像して小さく笑い、歩き出した。

			　クーナたちが待つ温かい食卓へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食が用意された食卓へたどり着く。

			　そこには、クーナの兄である金の火狐ライナ、その娘である銀の火狐ユキナ。そして、俺の恋人で大事な仲間のクーナがいた。

			　彼女は俺とアンネを見るなり、金色のキツネ耳をぴんと立て頬を膨らませて口を開く。

			「ソージくん、アンネ、遅いです！　いつまで経っても朝ごはんが食べられないじゃないですか！」

			　俺とアンネは思わず笑ってしまう。

			　なにせ、アンネが予想していた言葉をそのまま言うのだから。

			「ああ、ソージくん、なんで笑うんですか」

			「いや、あまりにも予想通りなセリフだったから。……それよりはやく食べようか。今日の朝ごはんも美味しそうだ」

			　食卓を見ると、シカ肉たっぷりのスープに、ベーコンエッグ、サラダ。それにパンが並べられていた。

			　クーナの兄であるライナの趣味なのか、朝からがっつりと肉類が用意される。

			　クーナはまだ何か言いたそうにしていたが、お腹の音が鳴って、顔を赤くして黙りこむ。

			「はやく、ごはんにしよう」

			　俺はそれだけ言って、クーナの隣に座る。

			　クーナはこくこくと頷き、そして全員で手を合わせて食事が始まった。

			　さりげなくクーナはもふもふ尻尾(しつぽ)を俺に擦りつけてくる。最近はこれがクーナの習慣になっていた。火狐の自分のものアピール。俺は、温かくて柔らかくて最高に気持ちいい、この仕草が最高に気に入っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食は、いつもながら美味しい。

			　ユキナの料理はワイルドだが、雑ではない。味付けはシンプルながらもきっちりとしている。素材の味が生きている。

			　ベーコンエッグ一つあげても、イノシシのベーコンは丁寧に作られた自家製。卵は産みたて、適度に振られた塩はミネラル豊富な岩塩と、隙がない。

			　食がどんどん進んでいく。

			「はむ、ほういへばソージくん」

			　クーナがパンを頬張りながら話しかけてくる。

			「クーナ、行儀が悪い」

			　クーナの隣にいたユキナがクーナの腕を抓(つね)る。

			「いっ、いひゃいです。ユキ姉さま」

			　ユキナは、クーナが小さいときから、彼女の面倒をみていたらしく、クーナからは姉のように慕われている。

			　そして、面倒を見ているのは今も変わらないらしい。

			　クーナが慌てて、口の中にあるものを咀(そ)嚼(しやく)してから口を開いた。

			「ソージくん、アンネ。父様がみんなに話したいことがあるから、お昼から屋敷に来てくれと言っていました」

			「わかった。じゃあ、朝は各自で鍛錬して、昼になったらシリルさんのところに行こう」

			「ええ、それがいいわね。今のうちにクヴァル・ベステの【第二段階解放】の感覚を叩き込んでおきたいわ」

			　アンネがぎゅっと、クヴァル・ベステの柄を握る。

			　昨日、アンネはついにクヴァル・ベステの主として認められた。

			　今までのような仮の主ではなく、真の主として。

			　これからは【第二段階解放】までなら問題なく行使できるようになる。アンネの力は今までとは比較にならないぐらいに向上した。

			　そのあとは、雑談を交えながら朝食が進む。食事が終わろうとしたころ、さきほどまで沈黙していたクーナの兄、ライナがごほんと咳払いをする。

			　俺たちはそちらに目を向ける。

			「ソージ、今日のダンジョン探索は夕方からにする。それと、今日はダンジョン内で一晩を明かす。いつもより深いところを探索するから、そのつもりでいろ」

			　その一言を聞いて、俺は生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			　エルシエの地下迷宮は浅い階層でも、ランク２の魔物が現れる。

			　深いところに行けば、当然それ以上も出てくるだろう。ランク２の俺たちでは、普通に戦えば勝てないランク３の魔物。

			「わかった。気を引き締めておく」

			　楽しみだと思った。

			　俺たちのパーティ、【魔剣の尻尾(しつぽ)】の三人はそれぞれランク以上の力を発揮する切り札をもっている。

			　クーナは、先祖返りの力。火狐の最高位である金の火狐、そのさらに先を行く【九尾の火狐】となる力を習得しつつある。

			　アンネは、魔王そのものを剣という形に押し込めたクヴァル・ベステが喰らった力を引き出し自らの肉体に宿す、クヴァル・ベステ【第二段階解放】をものにした。

			　そして、俺は火のマナを取り込み一体化する【精霊化】、九尾化したクーナの変質魔力を使用して変化する【白銀火狐】、瘴(しよう)気(き)の力を使った【紋章外装】を持ち、それらの技術すべてを一つにした【蒼銀火狐】という奥の手もある。

			　たぶん、今の俺たちならばランク３の魔物ですら倒せる。

			　そして、自分のランク以上の魔物を倒すことは、ランクをあげるためには最短の手法だ。その効率は同ランクの魔物を相手にするときとは比較にならない。

			　本来ならそれはただの自殺行為だが、奥の手をもつ俺たちだけは許される。

			「ソージ、おまえには言うまでもないかもしれないが、あえて言う。俺がついているとはいえ、一瞬の油断で死ぬ。その覚悟をしておけ。……本当は、こういう無茶はしたくないんだがな、親父の命令だ」

			「危険なのはわかっているよ。ライナ、俺はうれしいんだ。新しい力を試せる。何より、はやく強くなりたい。どんな奥の手を用意しても、最後にはランクがものをいう。これ以上、ランク２でいるのが一番怖い」

			　そうなのだ。

			　俺たち三人の切り札は、ランク差を一つ覆す。

			　だが、どれも非常にリスキーで消耗が激しい。ランクをあげて、ノーリスクで常に強い状態を保てたほうがいいに決まっている。

			　エルシエの民を除けば、ランク５など、世界に数人しかいない。つまり、ランク３になりさえすれば、一部の例外を除いて、ほぼすべての敵と戦えるようになる。

			　俺は何よりもランク３になることを望んでいた。

			「そうだな。ソージの言う通りだ。なら、俺も覚悟を決める。準備は俺がやる。だから、おまえたちは安心して親父のところに行ってこい」

			　俺たちは頷く。

			　エルシエの長にして、クーナの父である世界唯一のランク６、最強のハイ・エルフ。シリル・エルシエ。

			　彼の話はきっと、先日の神聖薔(ば)薇(ら)騎士団の襲撃に関するものだろう。

			　そこで、俺たちはきっと真実を知る。

			　それがどんなものでも、驚かない。そう、俺は心の中で誓った。

		

	
		
			　

			第１話　明かされた真実とクーナの決意

			　

			　昼からシリルのところに行って話を聞くので、朝のうちに各自で特訓を行う。

			　クーナは姉であるソラ、兄であるライナとともに【九尾の火狐化】の訓練。

			　アンネはシリルとともにクヴァル・ベステの【第二段階解放】を鍛える。

			　そして、俺はクーナ親衛隊とともに【精霊化】のさらなる向上。

			　全員、自分の意思で切り札を使えるようになったが、まだまだ未熟な点が多い。

			　それぞれに、新たな力への慣らしをしていく。こういったものは、積み重ねていくしかない。

			　新しい力は体にとって異物だ。その違和感をなくすためには訓練あるのみ。

			　それがあってあたり前の境地までいきついてこそ、実戦で通用するようになる。

			　それぞれ技を磨き、昼食を食べてから三人そろってシリルの屋敷に向かう。

			「父様、いったい何を話すつもりなんでしょう」

			「私たちを襲った人たちのことでしょうね」

			　二人が、身構えながらつぶやく。

			　俺も気になっている。本当にあの人が味方かどうか。

			　こうして、エルシエですごしながら何度か話して悪い人でないことはわかっている。

			　だが、彼は目的のために冷徹になる一面があることも間違いない。そのことは過去の世界でいやというほど知っている。

			　彼の真意を確かめる機会。

			　それは非常に重要だ。

			「気にしていても仕方ない。まずは話してみよう。すべてはそれからだ」

			「そうですね」

			「ええ、行きましょう」

			　そうして、俺たち三人はシリルの屋敷の扉をノックした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シリルの屋敷についた俺たちは、居間に案内された。

			　それは、この前クーナの姉のソラに案内された和室ではなく普通の洋室だった。

			　シリルの妻であるエルフのルシエさんが、お茶を運んでくる。去り際、俺たちに手を振っていった。

			「わざわざ来てもらって、悪かったね」

			　シリルが、明るい口調で第一声を放った。

			　裏表のない様子に見える。

			「いえ、俺たちも気になっていましたから」

			「そうだな。気にして当然だ」

			　シリルはお茶をすする。

			　それから、話を始めた。

			「まず、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団という連中についてだが、彼らの目的は世界平和だ」

			　神聖薔薇騎士団の襲撃者が言った言葉とシリルの言葉が一致する。

			　そのことに若干の驚きがある。

			「とは言っても、イメージがつかないだろうね。具体的に何をしているかというと、地下迷宮の管理と戦争のコントロールが彼らの主な業務だ。後者は置いておくとして、前者を話そう」

			「地下迷宮の管理ですか？」

			「そうだ」

			　もともと、地下迷宮はマナと対の関係にあるエルナという魔物の素を封じ込めるために作られたものだ。

			　もし地下迷宮がなければ、世界中にエルナが満ちて、どこであろうが魔物が現れる世界になってしまう。

			　そして、地下迷宮を作り上げたのは他でもない……。

			「シリルさん、あなたが地下迷宮を作り上げたのではないのですか？」

			「その通りだよ。だが、俺は作っただけだ。管理は彼らの仕事として引き渡した。もともと、一人で作ったわけじゃない。俺とアシュノという女性が中心になり、他に何人もの協力者がいた。そして、地下迷宮の規模が大きくなりすぎて、個人ではとても管理しきれなくなってね、組織として運用しようとなったときに結成されたのが、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団というわけだ」

			　そんな存在があることを俺は知らなかった。

			　いくどとなく、この世界での人生を繰り返してきたが、そういった組織の存在にすら気付けなかった。

			「……なるほど、シリルさんは彼らのことをよく知っているはずだ」

			「ああ、設立に深くかかわっているし、指導者とは同志だ」

			　予想していた答えとはいえ、身構えざるをえない。

			「彼らが、クーナを狙う理由はなんですか？」

			「その前に一つ説明しようか。地・火・風・水。この世界には四つのマナの属性があり、ノームは地、火狐は火、エルフは風、水精は水と、この四種族は、各属性のマナとの相性が頂点の種族だ」

			　そのことは知っている。

			　地、火、風、水の四属性の魔術は適性がないと使えない。

			　さらに頂点の四種族ともなると、一の魔力で十のマナを扱う規格外の力を持っている。

			　その力の強さはクーナを見てよく知っている。

			「そして、エルナを閉じ込める仕掛けは四種族の魔石を使っている。頂点の四種族はいずれも心臓を抜き取ると、それが魔石になるんだ。魔物のものとは違って、適応したマナを集め続ける効果、そして身に付けていると属性魔術を使うときに、大きく威力が上昇する。裏技で魔石が砕けるのと引き換えに、すさまじい力を引き出すこともできる」

			　それも知っていた。

			　頂点の四種族の魔石を使えば、人間などのマナとの相性が悪い種族でも、属性魔術を使用できるようになる。

			　これらの魔石は超高額で取引されており、それが原因で、かつて四種族は人間に狙われていた。

			「そんなものを使っていたんですか」

			「ああ、永久的にマナを供給し続ける仕組みが必要だったからね。だけど、それにも限界が来た。封印に使用している魔石が限界だ。近い将来、エルナの封印ははじけ飛ぶ。特に火の魔石の状態が最悪だ」

			　その言葉に驚(きよう)愕(がく)する。

			　それはつまり、世界に魔物が溢れることを意味する。

			「驚かなくていい、あと二十年はもつだろうから」

			「たった二十年ですか？」

			「ああ。今は俺と、もう一人、アシュノが世界各地を回って応急処置をして延命をしているんだけど、それにも限界がある。一番大事な封印の要が壊れかけているのは致命的だ。直すにも材料がない。封印に使用できるのは普通の魔石じゃダメだ。特別に強い魔石がいる」

			　そこまで言われれば、すべての謎が解けてしまう。

			　つまり、その材料こそが……。

			「封印を治せる唯一の材料が、クーナの心臓というわけですか」

			「その通りだ。【九尾の火狐】に先祖返りしたクーナの心臓を魔石にすれば、圧倒的な力になる。それは他のどの火狐の心臓でも代用品にならない。たとえ、ランク５のライナやソラでも」

			　俺は生(なま)唾(つば)を呑む。

			　神聖薔(ば)薇(ら)騎士団が言っていたことは本当だった。彼らは世界を救うためにクーナを捕えようとしていた。

			「父様、私が犠牲になれば、封印が維持できて魔物が溢れることはないんですね」

			「クーナ、そんなことを聞くな！」

			「ソージくん、これはちゃんと聞いておかないといけないことです」

			　クーナが真剣な顔で俺を見つめ、何も言えなくなった。

			　シリルが悲し気な目でクーナを見て口を開く。

			「そうだ。クーナの心臓があれば二百年ほど延命ができる。おまえの母さんは言っていたよ。自分が代わってあげられるなら、喜んで心臓を差し出すのにって」

			　クーナが、うつむき、ぎゅっと拳を握りしめる。
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			　動揺するのも無理はない。

			　なにせ、魔物が溢れ始めれば、何千人、何万人が死ぬだろう。それだけで済まない。

			　いつ、どこから魔物が出現するかわからない以上、人間の文明そのものが後退しかねない。

			　ある日眠っていたら、突然魔物が現れる。一秒たりとも気が抜けない。そんな世界で人間は生きられない。

			　それが自分一人の犠牲で避けられる。悩まないはずがない。

			「シリルさん、あなたなら別の方法で世界を救うことも」

			「俺が、それを考えなかったと思うか？　クーナを犠牲にしないために手を尽くし、あらゆる方法を探した。探して、探して、ようやく見つけはした。だが、その方法では間に合わない。封印が壊れるほうが早い」

			　何より家族を大事にするこの男が、クーナのことを諦めるわけがない。

			　そして、シリルが探して見つからない以上、本当に別の答えがないのだ。

			　おそらく、俺を呼んだ神が言っていた【破滅】はこの件にかかわっている。

			　魔物の無差別な出現は、【破滅】という言葉がふさわしい。

			「なら、俺も知恵を出す。それでもだめなら、同時に封印を少しでも延命させる方法を探す。クーナのためなら命をかける！　だから、すべてを話してくれ、あなたが思いついた可能性を。すべてだ！」

			　俺には、一六八年もの経験がある。

			　シリルにはかなわないかもしれないが、突破口を見つけられるかもしれない。

			「ソージは頼もしいな。元より俺はそれを頼みたかった。君ならあるいは、俺の気付けなかったことに気付けるかもしれない。だが、あいつは、あいつらは待ってくれない。二十年は最大限の猶予を見た期間だ。クーナを犠牲にする方法で確実に対処したいと神聖薔(ば)薇(ら)騎士団は考えている」

			　それは間違いないだろう。

			　俺やシリルにとってクーナは特別な存在だが、神聖薔薇騎士団にとっては、たった一人の犠牲にすぎない。

			　たった一人の命で世界を救えるなら迷う必要なんてないのだ。

			「今も交渉を続けているが、クーナを無理やりにでも奪うため、このエルシエに彼らは攻めてくるだろう。戦争になる。そのときには君たちが頼りだ」

			　シリルの言葉、それが不思議だった。

			「なぜですか？　このエルシエには十分すぎるほどの戦力があるはずです」

			「奴らはある魔物を使役している。巨大な翼をもつ芋虫だ。とにかく危険な奴らでね。エルシエの民ではどうしようもない魔物だ。その相手をソージたちに頼みたい。そいつらをどうにかすれば、あとはエルシエの戦力だけで勝てる……だから確実に勝つために、早くランクを上げてほしい。そのために協力は惜しまない。命がけだが、いいか？」

			「もちろんです。むしろ、シリルさんとエルシエのサポートを受けながらの急激なランクアップ。ありがたいぐらいです」

			　俺とシリルはぎゅっと握手をする。

			　ランク３どころか、その先。そこにたどり着ければもうクーナを泣かせることはなくなるだろう。

			　そのあと、いくつかを確認し、最後にシリルがクーナのほうを向いた。

			「クーナ、残酷だが一つ問おう。おまえを犠牲にしないため、俺はもちろん、エルシエのみんなもソージもアンネも命をかける。そのことを受け止められるか？　あえて言う。おまえが運命を受け入れれば、戦争は起きない。誰も死ぬことはない」

			　優しいクーナだから、そこから目を逸らせない。

			　それをその場で問うのは、厳しさではなく優しさだ。

			　いざ、そのときに直面したときに見動きがとれなくなるのを防ぐために前もって心を決めておく。

			「父様、私は生きたいです。ソージくんもアンネもみんなも大好きすぎて、みんなとお別れなんて絶対嫌です。だから、ごめんなさい。みんな、私のために命をかけてください」

			　クーナが頭をさげる。

			　今の言葉を発するために、どれだけの勇気が必要だっただろうか……

			　その勇気を出して彼女が命をかけてと言った。

			　なら、恋人としてすることは一つ。

			「ああ、喜んで。俺はクーナのためなら、なんだってする」

			「私も同じよ。私たちは【魔剣の尻尾(しつぽ)】なんだから」

			　俺たちの覚悟は決まった。

			　夕方になれば、地下迷宮の奥底まで潜り、さっそくその覚悟が試される。

			　クーナのために一秒でもはやく強くなろう。

			　そして、俺は実行するのだ。

			　いつものように。

			　クーナを犠牲にしてこの世界を守るのが運命だと言うのなら、……俺の魔術(ちから)で運命をねじ伏せる。

		

	
		
			　

			第２話　新たな力

			　

			　シリルの屋敷を出たあと、俺たちはクーナの兄であるライナの家に戻っていた。そこで、各々の準備を始める。

			　日帰りでない以上、それなりの準備がいる。

			　クーナはそそくさと、台所に引きこもった。クーナお得意の保存食を作るつもりだろう。

			　彼女の作る保存食は、たっぷりのクルミとナッツ、それにラードと蜂蜜を加えて作るソフトクッキー。

			　一見お菓子に見えるが非常に理にかなっている保存食だ。

			　クルミとナッツで、ダンジョン内では摂取しにくいビタミンを補いつつ、ラードでカロリーと食べごたえ、蜂蜜の殺菌効果によって保存性を高めている。

			　一切れで一日持ちこたえられるので、もしものときに役に立つ。

			　いくら俺が魔物料理が得意とはいえ、食べられる魔物と毎回出会えるわけではない。

			　荷造りをしながら、思考を整えていく。

			「シリルさんに鍛冶を教わる時間がとれないな」

			　ふと荷造りをしていると、独り言が漏れた。

			　俺はクーナが装備している短剣、紅空の代わりを作ると彼女に約束していた。

			　だが、その約束がまだ果たせていない。

			　シリルに鍛冶を教えてもらい、自らの技術と組み合わせ、最高の剣を贈るつもりだったが、このままだと、まだまだ先になりそうだ。

			「俺自身の装備にも限界があるしな」

			　腕に巻いている、オリハルコンリングを撫でる。

			　俺は長い経験のなかで、ありとあらゆる武器を使いこなせるようになった。

			　その経験を生かすために、戦闘時には状況に応じて金属をさまざまな武器に変化させ、戦術に幅を持たせてきた。

			　だが、それには限界がある。汎用性の代わりに武器の性能を犠牲にしているのは間違いない。オリハルコンの形を変えただけの武器よりも、魂(たましい)を燃やし鍛え上げた武器のほうが強い。

			「よし、積極的に動こう」

			　今回の地下迷宮探索が終われば、シリルにお願いして時間を作ってもらおう。

			　武器の強化が成功すれば短期間で強くなる。現時点において最優先事項の一つであることは間違いない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージ、クーナ、アンネ、準備はいいな」

			　ライナが声をかけてくる。

			　それに対して、俺たちは頷く。

			　地下迷宮で夜を明かすのにはすでに慣れている。今更動じたりはしない。

			　クーナが俺の手を握ってきた。

			　いつもより手が冷たい。

			　昼のシリルさんの話の影響だろう。強気に振る舞ってはいるが不安を隠しきれていない。俺はクーナの手をぎゅっと握り返す。

			「ソージくん、ありがとう」

			　クーナが俺の顔を見て微(ほほ)笑(え)む。

			「これでも足りないならまた夜に」

			「ぷっ、なんですかそれ。でも、少し楽になりました」

			　クーナがおかしそうに笑う。笑顔になってくれた。

			　そして、四人で地下迷宮に入っていく。

			　今回は深い階層まで潜る。今まで以上に命がけになる。気を引き締めていこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たち四人は地下迷宮の探索を始めた。

			　本番はランク３が出没する深い階層とはいえ、浅いフロアですらランク２の魔物が出没する。

			　俺たちにとってけっして侮っていい相手ではない。

			　俺は深く息を吸い、オリハルコンリングを手で撫でる。

			「【魔鉱錬成：壱ノ型　槍・穿】」

			　一番得意な形状である槍にオリハルコンを変化させる。

			　グリップの感触、重量配分、長さ、俺の戦闘スタイルに最適化した槍だ。

			　シリルに鍛冶の指南を受け新たに武器を作るつもりだが、その際はこの槍がベースになるだろう。

			　ちらりと横目でクーナとアンネを見る。

			「おまえたちは何をしているんだ？」

			　思わず、そうつぶやいてしまった。

			「ソージくん、私はソラ姉様の言いつけで、地下迷宮内では常に【精霊化】しろと言われているんですね」

			「私も一緒ね。シリルさんから地下迷宮内では常に【第二段階解放】をしておけと言われているわ」

			　二人は、自らの切り札たる技を解放している。

			　そして、涼しい顔で、ずっと解放を続けると言ってきた。

			「……それ、大丈夫なのか」

			「ふふふ、私はソージくんとは違うのですよ。金の火狐ですから！」

			　クーナが憎らしい顔でどや顔をする。

			　冷静に考えると彼女の言い分はもっともだ。

			　精霊化は、マナと己の魔力を混ぜ合わせ、一体化させることで強くなる高等技術だ。

			　マナとの適正が高ければ高いほど負担は少なくなる。

			　クーナは全種族の中でも火の適正がもっともすぐれた火狐。さらにその中でも最高位の金色。

			【精霊化】の負担がないどころか、むしろ調子が良くなるぐらいだ。

			　俺のほうは、ぎりぎり【精霊化】ができる水準でしかない。持続時間はせいぜい一時間あるかないかだろう。

			「大丈夫なのはわかったが、何のためにそんなことを？」

			「ソラ姉様の話では、【九尾の火狐化】の制御は【精霊化】の先にあるらしくて、【精霊化】した状態が通常になれば、制御しやすくなるらしいです！」

			　たしかに理に適っている。

			【精霊化】自体、シリルがクーナの【九尾の火狐化】を模して作った魔術だ。

			　ノーリスクで練度を高められるなら、それがいいだろう。

			「クーナはずるいな。【精霊化】は俺も極めないといけないとだめなのはわかっているんだが、なかなかね。発動するだけなら完璧なんだが維持は難しい」

			【白銀火狐】、ひいては、その上位技である【蒼銀火狐】を極めるために、基本技の【精霊化】の鍛錬が重要になるとはわかっている。

			　だが、体への負担が大きすぎて長期間の練習ができない。

			　ただでさえ、適性に差があるのにどんどんおいていかれている。

			「火狐やエルフじゃないのに、できるほうがおかしいんですよ。ソージくんは、【精霊化】以外もたくさんできることあるじゃないですか。金の火狐として、これだけは負けられません！」

			　言われてみればそうだ。

			　俺の目的は【精霊化】を極めることじゃない。

			　数ある手札の一つとすればいい。そして、俺の強みは無数の手札から状況に合わせて選択できること。

			　そして、手札の組み合わせの相乗効果だ。

			　その最たるものが、クーナの変質魔力を使った【精霊化】の先にある疑似九尾の火狐化である【白銀火狐】と瘴(しよう)気(き)を纏う【紋章外装】の組み合わせ、【蒼銀火狐】だ。

			　瞬間的な力では【九尾の火狐化】すら上回る。問題は机上の空論に過ぎず、クヴァル・ベステの精神世界でしか成功したことがないことだ。なんとか、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団との戦いまでに現実世界で完成させたい。

			「アンネのほうも、同じような理由か」

			「ええ、クヴァル・ベステが自然に力を貸してくれるようになったから、その力を受け入れる器を鍛えないと自分の力に壊されてしまうらしいの。急激に増した身体能力に振り回されないようにするのも重要ってシリルさんは言っていたわね」

			　それも納得できる。

			　ランクがあがった際は、あまりにも急激な能力の上昇に振り回されて、思うように戦えなくなる。

			【第二段階解放】を行っているアンネは、まさにその状態だ。

			　単発、単発の攻撃は速く繰り出せても、今までの感覚で流麗でよどみない動きはできない。どうしたって繋ぎが拙(つたな)くなる。

			　それは、致命的な隙になりかねない。

			「二人とも、ちゃんと前に進んでいるんだな」

			「そうですよ。いつまでもソージくんに守られているだけのクーナちゃんじゃないですからね」

			「ええ、たまにはピンチになったソージを助けてみたいわ」

			　二人が、俺を見ていたずらっぽい笑みを浮かべた。

			　まったく。

			「俺も負けないからな」

			　俺は違う方法で強くなろう。

			　彼女たちと同じ方法でなくても、俺は俺のやり方で強くなる。そのために必要な知識は、俺の中にある。

			　俺たちは、それで会話を止めて探索に集中する。

			　ここから先は戦場だ。

			　油断せずに行こう。

			　さっそく、一体目の魔物が出た。

			　強くなった俺たちの力を試させてもらおう。

		

	
		
			　

			第３話　コカトリス討伐

			　

			【精霊化】したクーナの力は素晴らしかった。

			　今、クーナはランク２の魔物二体を同時に相手している。少し前のクーナなら絶体絶命の状況だ。

			　だが、不安はない。今のクーナの実力を知っているからだ。

			　同時に五体も魔物が現れたせいで、彼女が二体、俺とアンネが連携して三体を受け持つ。

			　クーナの心配をしている場合じゃない。まずは、アンネとともに目の前の魔物をなんとかしないと。

			　対峙する三体は、すべて同じ魔物。

			　カマキリ型の魔物だ。俺よりも背が高く、体が鉱石でできているのか、メタリックな紫色。両手の鎌は生物的なものではなく、刀工が作った日本刀のようだ。

			　巨大カマキリたちは常に群れで狩りをしているのか妙に連携ができている。

			　素早く動き、あっという間に三方向から囲まれてしまった。

			　そして、逃げ場をなくした状態で口から溶解液を吐いてきた。

			　この見た目で初手に遠距離攻撃とは、やってくれる。

			　俺とアンネは唯一の逃げ場である上へ跳ぶ。

			　俺は【身体能力強化・極】を使用し、アンネは【第二段階解放】の力を使う。

			　カマキリは首を上に向けた。滞空状態で身動きがとれない俺たちに向かって二発目の溶解液を放つつもりだ。回避は不可能。

			「アンネ、俺が溶解液を防ぐ。俺の後ろに隠れろ。着地したあとは任せる」

			「ええ、攻撃は任せて」

			　今は三方向からの同時攻撃だからこそ、受けずに跳ぶしかなかった。

			　だが、今は跳んだおかげで回避は不可能だが、敵の攻撃は一方向になった。下から上に限定されるのだ。

			　それならば、防ぐことが可能。

			「【魔鉱錬成：漆(しち)ノ型　盾・壁】」

			　槍に変化させていたオリハルコンを盾に変形させる。

			　さらに体勢を変えて、盾を下向きに。アンネが俺の後ろに隠れる。

			　そして、落ちる。

			　溶解液が盾にぶつかるが、オリハルコンがこの程度で溶けることはありえない。

			　この盾がミスリルならやばかった。ランク２の魔物の毒ならミスリルをも溶かす。

			「潰れろ！」

			　三匹のうち、一匹を着地の際に押しつぶした。盾には凶悪なスパイクがついている。深々と刃物が突き刺さった。

			「【電撃】！」

			　そこに強力な電撃を流し込むことで致命傷を与える。

			　どんな魔物も体内までは鍛えようがない。体に突き刺さった盾のスパイクから電流が流れ、体内を蹂(じゆう)躙(りん)し死に至らしめる。

			　三匹のカマキリのうち一匹を仕留めた。

			　だが、代償として完全に体勢が崩れてしまった。

			　残り二匹のカマキリが鎌を振り上げ襲いかかってきた。

			　今から反撃をしても間に合わない。

			　だが、不安はない。俺には彼女がついている。

			「アンネ！」

			「わかってる！」

			　着地する際に俺の後ろに隠れていたアンネはすでに立ち上がり、動き出している。

			　カマキリが振り下ろした鎌を避けるのではなく、クヴァル・ベステで迎え撃つ。

			　その結果は……。

			「停滞なく切り裂くか」

			　驚いたことに、クヴァル・ベステはあっさりとカマキリの鎌を切り裂いた。

			　絶対の武器である自慢の鎌を切り裂かれて、カマキリは取り乱す。

			　カマキリの魔物はアンネを見くびった。

			　クヴァル・ベステの真の力が解放された今、これぐらいの芸当はたやすい。

			「その足、いただくわ」

			　アンネは動揺により致命的な隙を晒(さら)したカマキリの魔物の足を切り落とし、体勢が崩れ下がった頭を切り落とす。

			　まだ動きはぎこちないが、速い。

			【第二段階解放】を身に付けたアンネは強い。全力で戦っても、十回に二回は負けるだろう。

			　だが……。

			「ソージ、助かったわ」

			　アンネが微(ほほ)笑(え)み、構えを解く。

			　俺は苦笑する。

			「まだ、戦いは終わっていない。集中力が散漫になってるぞ」

			　俺は再び槍に変化させたオリハルコンで、アンネの後ろから襲い掛かる最後の一匹のカマキリ、その頭を貫いた。

			　彼女は一匹を倒したところで気を抜いていた。

			　クヴァル・ベステはたしかに力を与えてくれる。

			　だが、持ち主を攻撃的にし嗜(し)虐(ぎやく)性まで増加させる。

			　ようするに戦いに酔ってしまう。そのせいで、周囲への注意がおろそかになりやすい。

			　敵が全滅していないにもかかわらず構えを解くのは、今までのアンネでは考えられない。

			　力を得たとはいえ、まだまだアンネを一人にはできない。

			　目の前の魔物を片付けた俺は、クーナのほうを向く。

			　クーナが相手にしている魔物は、二匹の巨大なニワトリ。しかも尾が蛇になっている。

			　あれはコカトリス。石化のブレスを持つ厄介な魔物だ。

			　一匹のコカトリスが必死に鳴き声をあげてクーナを威(い)嚇(かく)している。

			　もう一匹はというと、首から上が消滅していた。傷口が炭化している。

			　そのことからクーナの得意技、炎の塊を槍に変えて打ち出す【剛炎槍】で殺されたことが容易にわかる。

			　恐ろしい威力だ。

			　コカトリスは、魔術に対する耐性があるランク２の魔物。

			　並大抵の魔術で致命傷は与えられない。

			　そんなコカトリスを魔術で葬った。

			【剛炎槍】は見慣れた魔術だが、威力が【精霊化】により跳ね上がっている。

			「次はあなたですね」

			　どこかぞっとする笑みをクーナは浮かべる。

			　そして、それに恐怖したコカトリスが大きく口を開く。

			　放たれたのは、コカトリスの必殺技。石化のブレス。

			　クーナは微(ほほ)笑(え)み、手を前に突き出す。

			「【炎ノ嵐】」

			　次の瞬間、その名の通り炎の嵐が吹き荒れた。クーナの炎は、石化のブレスごとコカトリスを焼き尽くす。

			　すさまじいまでの火力。

			　炎が止むとコカトリスは黒い炭になり果てていた。

			「どうですか、ソージくん。すっごく調子がいいんです！」

			　クーナがすごく気持ちよさそうな顔をしてこちらを向く。

			　俺は呆れるしかない。

			「とてつもないな、クーナは」

			　おそらく、これが本来のクーナの戦い方なのだろう。

			　圧倒的な炎の適性を生かした蹂(じゆう)躙(りん)。

			　封印都市にいたころは、シリルによって九尾化の進行を遅らせるために、魔力回路をズタボロにされて力が発揮できず、俺が魔力回路を直したあとは変質魔力に侵されて力を発揮できなかった。

			　だが、ここにきて彼女の本当の実力が発揮された。

			　これが本来の、最高位である金の火狐、エルシエの姫君の力。

			　頼もしいが恐ろしくもある。

			「この調子で、どんどん行きますよ」

			　クーナがキツネ尻尾(しつぽ)を振りながら、先をせかす。

			「その前に、ちょっとそのコカトリスをさばかせてくれ。魔石もそうだが、そいつの肉が欲しい」

			「まさか、ソージくん」

			「クーナ、まさかなんて表現はいらないわ。ソージなら、そうして当たり前よ」

			　俺は、鼻歌交じりにてきぱきとコカトリスをさばいていく。

			　コカトリスは見た目がニワトリだけあって、なかなかうまい。

			　ゲーム時代でも何度か食ったが、魔物の中でも上位の食材だ。

			　鶏の部分だけではなく、尻尾(しつぽ)の蛇の部分もたまらない。

			「クーナ、ソージは何をやっているんだ」

			　俺がコカトリスをさばいていると、俺たちを見守っていたライナが口を開いた。

			「兄様、ソージくんは……、料理が得意なんです……。それも魔物の料理が」

			「魔物なんて食えるのか？　瘴(しよう)気(き)で腹を壊すぞ」

			　魔物の肉には瘴(しよう)気(き)が籠っていて、人にとっては毒そのもの。ランク３にもなれば、激痛を耐えながら、根性で食べることもできるが、あくまで食べなければ死ぬ状況での最終手段。味云々前に痛みと不快さに耐えるのが難しい。

			「ソージくんの場合、瘴(しよう)気(き)を浄化できちゃいます。その、気持ち的にはあれですが、美味しいですよ。兄様、ようこそ、こちら側の世界へ。ふふふ、もう戻れないですよ」

			　クーナが、目が笑ってない笑顔になった。

			　失礼な言い方だ。

			　保存食しか食べられない迷宮内の食生活を豊かにするためにがんばっているのに。

			　そういえば、クーナの兄、ライナに料理を振る舞うのは初めてだ。

			　今までずっとご馳走になりっぱなしだ。

			　お返しにご馳走するべきだろう。ぜひ、俺の魔物料理を楽しんでもらおう。

			　腕がなる。

			　余裕があればユキナにも特製魔物料理をお土産にして届けたい。

			　きっと喜んでもらえるはずだ。

		

	
		
			　

			第４話　楽しい魔物料理

			　

			　夕方から始まったランクアップのための狩りを終えて、野営の準備にとりかかる。

			　今回は深い階層に潜るため、この地下迷宮で一夜を過ごす。

			　魔物がはびこるダンジョンで安全に野営をするのは難しく、経験が求められる。

			　けっして軽視はできない。しっかりと体を休めないと次の日に響いてしまう。

			　クーナの兄であるライナは、この地下迷宮を熟知しているので彼の指示に従い野営地を決めた。初見の地下迷宮の野営は自殺行為であるため、頼りになる。一見安全そうに見えても、夜行性で攻撃的な魔物が多いフロアや、地中から魔物が襲ってくるフロアである可能性もあるのだ。野営に適している場所かの判断は経験でしか判断できない。

			　彼はテントを二つ用意してくれており、男と女でわかれた。

			　少々寂しい。いつもならクーナとアンネ、三人で楽しく一夜を過ごせるのに。

			　だが、さすがの俺も「向こうに行くので、お一人でどうぞ」なんて言えはしない。

			　今は、クーナとアンネがテントを設置しており、俺は夕食の準備をしていた。

			　ライナも一緒だ。俺の料理が気になるらしい。

			「なあ、本当にそれを食っちまうのか？」

			「もちろん。案外うまいぞ」

			　俺はクーナが倒したコカトリスの肉を取り出す。

			　本当なら栄養たっぷりかつ、味がいい内臓を使いたいがコカトリスは毒を内臓にため込んでいる。

			　毒の除去はできないので、もも肉をさばいて持ってきた。

			　コカトリスは巨大な蛇の尻尾(しつぽ)が生えたニワトリのような見た目の魔物だ。

			　ニワトリに近い見た目の通り、味は非常にいい。食べられる魔物の中で、上位に位置する。

			　そして、持ってきたのはもも肉だけではない。尻尾(しつぽ)の蛇も持ってきていた。蛇の肉は避けられがちだが、うまい。うまいだけじゃなく滋養強壮に優れていて地下迷宮の探索にはうってつけだ。

			　これを食えば、疲れが吹き飛び明日の狩りもはかどるだろう。

			「くどいようだが、魔物なんて食ったら腹を壊さないか？」

			「ちゃんと毒のない部位を選んでいるし、瘴(しよう)気(き)は【浄化】しているから安心してくれ。さあ、始めよう」

			　ライナの見ている前で調理を始める。

			　まずはもも肉からだ。

			　地下迷宮内に自生する薬草の葉を広げる。大きな葉をつけるタイプで、ついさきほど採取したものだ。

			　そこにぶつ切りにしたもも肉を並べる。

			　そして、鞄の中から肉と相性のいい乾燥させたハーブ類を取り出しちぎってふりかけ、最後に塩をまぶす。

			　そしてくるりと薬草で包むと、たき火に近づき、灰の中に薬草に包んだもも肉を沈める。

			　こうすると、薬草とハーブのエキスがもも肉に染み込むし、直接火に触れないので、水分が保持できてジューシーな仕上がりになる。

			　お手軽な蒸し焼き。

			　野営をするときによく使う料理法だ。

			「魔物でも、ちゃんとうまそうな匂いがするんだな」

			　ライナは、たき火のほうを見ながらしみじみともらす。

			「味のほうも保証するよ。次は、こっちだ」

			　蛇肉のほうにとりかかる。

			　真ん中から包丁を入れて、一気に裂く。

			　そして、内臓をきれいに取り除く。さらに肉に無数の切れ目をいれていく。ぎりぎり切れないぐらいに深く。

			　ハモを骨切りにする要領だ。

			　蛇肉は硬くて噛みきりにくい。だが、こうして骨切りすることで心地よい食感になるし、味が染み込みやすくなる。

			　骨切りした蛇にスパイスと塩を塗りこんでいく。

			　それが終わればぶつ切りにする。

			　たき火のほうを見ると、火にかけていた鍋の水が沸騰し始めていた。

			　そこに、固形スープを投入する。

			　これは俺が趣味で作っているもので、たっぷりの出汁(だし)と調味料で作ったスープを脂で固めたものだ。お湯に溶かすだけで美味しく栄養たっぷりのスープになる便利な携帯食。

			　スープができると、下ごしらえをした蛇肉を半分ほど投入する。

			　蛇肉から出汁が出てスープがより一層うまくなる。

			　残りの半分は、両面を軽くソテーしてからスープに加えた。

			　スープをうまくするためには、しっかりと蛇の出汁をとらないといけないが、具材として楽しむなら、最初にしっかりと焼いて旨みを閉じ込める必要がある。

			　最初の半分はいわば出汁がらであり、残りの半分はスープの具となる。こうすれば両方を楽しめるのだ。

			　スープと蛇肉が馴染んだ頃合いを見計らい、味見をして、塩を少し足して味を調える。

			　よし、完璧。

			　薬草に包んだもも肉もいい塩梅だ。

			「これで、食事の準備はできた。夕食にしようか」

			「おっ、おおう」

			「エルシエに来てから、ご馳走になってばかりだったから、俺の料理を振る舞うのを楽しみにしていたんだ。ぜひ、楽しんでくれ」

			　俺が微(ほほ)笑(え)みかけると、ライナは若干ひきつった笑みを浮かべた。

			　その彼の背後に現れたクーナがぽんと肩に手を置く。

			　いつの間にか、テントの準備を終えてこちらに来ていたようだ。

			「ライナ兄様、あきらめてください。私たちも通った道です」

			「そうね。最初は驚くけど、そのうち慣れるわ」

			　アンネもこちらに来た。

			　ひどい言いようだ。

			　俺は地下迷宮でも美味しい料理を食べられるようにがんばっただけなのに。

			　まあ、いい。全員揃ったのだ。ご飯にしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たき火をみんなで囲む。

			　大皿にもも肉の薬草包みを並べて、カップにたっぷりの蛇肉が入ったスープを注ぎ、保存性をよくするためにガチガチに焼いたパンを配った。

			「じゃあ、みんな食べようか」

			「はい、ソージくん」

			「ええ、今日はがんばったからお腹がすいたわ」

			「あっ、ああ」

			　クーナとアンネは元気よく、ライナは微妙な表情で返事をしてくれた。

			　食事前の挨拶を済ませ、食事が始まる。

			「あっ、このスープ美味しいです。蛇って初めてですけど、こんないい味のお出汁(だし)がでるんですね」

			「スープの具のほうもなかなかいけるわね。魚と肉の中間のような味ね。たんぱくだけど、噛みしめたら美味しい肉汁が出てくるわ。これ、好きかも。皮が特に美味しいわね」

			　二人は、難易度が高そうな蛇から手をつけ、それを見たライナが驚き、口を開く。

			「その、なんだ、おまえたちは、いつもこんなものを食べているのか」

			「ライナ兄様、地下迷宮に潜ったときはだいたい現地調達ですね。荷物が少なくできるので。今日は、まだマシなほうですよ」

			「ええ、ソージはたまにものすごいのを作るわよね。今日のは普通に素敵ね」

			　ライナが絶句する。

			「まあ、ソージくんのはちゃんと美味しいので、もう慣れました」

			「そうね。どう見てもやばそうでも、体にはいいし、不思議と美味しいのよね。この前の巨大サソリはさすがに勇気が必要だったけど」

			　クーナとアンネも成長したものだ。

			　最初はかなり抵抗があったのに、今ではなんだかんだで何でも食べてくれる。

			　これからはもう少し上級者向けのメニューを作ってもいいかもしれない。

			　俺が本気を出せば、こんなものじゃない。

			「そっ、そうか、わかった。俺も覚悟を決めるぞ」

			　ライナは、そうは言いながらもいきなり蛇に行く勇気はなかったようで、もも肉の香草包みに手を付ける。

			　彼はもも肉を口に入れ、二、三回噛む。

			「悪くない、いや、うまい。それに、こんなに力が湧いてくる肉は初めてだ」

			　ライナは、肉を咀(そ)嚼(しやく)すると次々に大皿に箸を伸ばし、たいらげていく。

			「ああ、ライナ兄様食べすぎです。はやく取らないと全部食べられちゃいます」

			「自分の分を確保しないとまずそうね」

			　ライナの勢いに驚いた二人が、もも肉に手をのばす。

			　俺も慌てて肉を確保する。あっという間に大皿にもったもも肉の香草焼きが消えた。

			「すごいな、魔物ってこんなにうまいのか」

			「鶏肉と比べたら硬いけど、味はいいし、栄養価も高い。ただ、あたりはずれは半端なく大きいから、ちゃんとした知識はいる。毒持ちも多いから、素人にはおすすめできない」

			「魔物料理のプロになるぐらいに魔物を食ってるおまえが怖いんだが」

			　なにせ、俺はこの道百年のプロだ。

			　俺ぐらいになると初見の魔物でも、うまい、まずい、栄養がある、ない、食える、食えない、どの部位がいいか、相性のいい料理法は何かまでわかる。

			　解析魔術と長年の経験による勘の複合だ。

			「スープも、ぜひ楽しんでくれ」

			「そうだな、薬草包みがこれだけうまいんだったら、こっちも……うまい。それに、体が火照るな」

			　蛇はうまいだけじゃなく、滋養強壮の効果がある。

			　ましてや、魔物の肉はそういった効果がより強く出る傾向がある。

			　探索の疲れも吹き飛ぶ。

			　……問題は下半身も元気になってしまうことだ。つくづく、ライナと一緒なのが悩ましい。

			「ソージ、悪かった。こんなにすげえ料理を警戒するなんてどうかしていた」

			「いや、それは正しいよ。【浄化】をしない魔物料理なんて、毒の塊だし。さっきも言ったが、正しい知識がないと、魔物が持つ毒にだってやられる。今食っているこいつも、部位によっては毒があるしな」

			　俺は自分のスープをすすりながら答える。

			「ソージは面白いな。こんなことをする奴は初めて見た」

			「まあ、いろいろとやっているんだ。あと、固いパンはこのスープに浸して食べるとうまいぞ」

			　保存のためにカチカチに焼いたパンでも、旨みたっぷりのスープに浸せば柔らかくなり美味しく食べられる。

			「たしかに、これはいいな」

			「あっ、ソージくん私もやってみます」

			「たしかにいいわね」

			　そうして、みんなあっという間に蛇のスープを飲んでしまった。

			　もも肉の薬草包みはとっくになくなっている。みんな、食い足りないと顔に書いてある。

			「蛇肉のスープがまだ残っているけど食べるか？」

			「もちろんです」

			「私も欲しいわ」

			　クーナとアンネがすぐに返事をする。

			　そして……。

			「俺ももらおう」

			　ライナも、スープをお代わりした。

			　こうして、新たに魔物料理ファンを一人増やし、満足したところで食事は終わった。

			　明日はいよいよ深い層での戦い。ランク３の魔物たちとの戦いになる。恐怖はある。だが、楽しみだ。今の俺たちの力がどこまで通じるか、試してみたかったのだ。

		

	
		
			　

			第５話　ランク３の魔物との邂逅

			　

			　早朝、まだ少し起床するには早い時間、俺はテントを抜け出した。

			　どうしても、そうする必要があった。

			「あっ、ソージくん。こっちです」

			　クーナに会うためだ。

			　同じようにテントから抜け出したクーナが小声で俺を呼ぶ。

			　クーナは緊張のためか、若干もふもふキツネ尻尾(しつぽ)の毛が立っている。

			　二人でテントの裏側に移動する。

			「悪いな、クーナ」

			「いえ、その、私も悪くない気分ですし、その、いいです」

			　クーナが顔を赤くしながら、顔を伏せる。

			　その伏せた顔をあげさせるために、彼女の顎(あご)に手を添える。

			　クーナが上目遣いに俺の顔を見た。目が潤んでいる。

			　クーナの唇に俺の唇を合わせた。

			　そして、舌を入れる。
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			「んっ」

			　クーナの熱い吐息が触れた。

			　舌と舌が絡まる。

			　ひどく興奮する。昨日、滋養強壮効果のある蛇肉なんて食べたせいだ。

			　たっぷりとクーナを堪能してから口を離す。

			「はぁはぁ、ソージくん、いつもよりちょっとエッチでした」

			「悪いな、そういう気分なんだ。だいぶ興奮した」

			「……実は私もです」

			　お互い、顔を赤くして恥ずかしそうに小さく笑いあう。

			「ありがとう。これで【変質魔力】を溜められた。もしものときは【白銀火狐】になれる」

			「ううう、そういうの口にしないでください。なんていうか、寂しいです。そのためだけにキスしたみたいで」

			　クーナが拗(す)ねた口調で言うので、不意打ち気味にキスをする。

			　クーナが目を見開き、俺に体をゆだねた。

			「クーナとのキスをするのは、作業じゃない。ちゃんとうれしいよ。ちなみに今のキスは、ただのキスだ。クーナが好きだっていうだけのね」

			「ううう、ソージくんのばか、すごくくさいです。でも、その、少し、うれしいです」

			　クーナが機嫌を直してくれて良かった。

			　そうだ……。

			「地下迷宮の探索が終わったら、たっぷり愛し合おうか。その、そうとでも思わないと、我慢できなさそうだ」

			「はい……。私も、少しそんな感じです。戻ったら、しましょう」

			　そうして、朝の密会は終わる。

			　俺の切り札の一枚、疑似的な【九尾の火狐化】である【白銀火狐】にはクーナの変質魔力が必要だ。

			　最近、使ったきり補充してなかった。

			　これで万が一の際にも大丈夫だ。ランク３の魔物と戦う前に切り札が欠けた状態は避けたかった。

			　さあ、朝食の準備をしよう。

			　気持ちを切り替えていかないと。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食を終えたあとは、いよいよ狩りの時間だ。

			　ランク２の魔物と戦いながら、より深く潜っていく。

			　次は地下十階。

			「ソージ、クーナ、アンネ。ここから先は敵が一気に強くなる。約束を三つしてくれ」

			　ライナが指を立てる。

			「一つ目、魔物が一度に二体以上現れれば、すぐに俺のところに逃げてこい。なんとかしてやる。常に一対複数で挑め。間違っても複数の魔物を相手にしようとするな。死ぬぞ」

			　その声には凄味があった。

			　俺たちは頷く。

			　なにせ、ランク２の俺たちはランク３の魔物の攻撃を受ければ致命傷になりうる。

			　複数体を相手にするとどうしたって隙ができる。そんな状況で戦うことはできない。

			「二つ目、防御力を高める手段があるなら使っておけ。不意打ちを喰らって即死なんて事態は避けたい」

			　すでにクーナは【精霊化】、アンネはクヴァル・ベステの【第二段階解放】を行っている。

			　彼女たちは、能力の底上げのおかげで若干安全度が増している。

			　俺は、常時発動なんてすればすぐに力尽きるので戦闘時のみに切り札を使う。よりいっそう周囲への警戒が必要だろう。

			「三つ目だ。俺の命令には何があっても絶対に従え。ここでは俺の経験が一番信じられる」

			　これも、当然だ。

			　三つの約束事を全員で共有し、ついに地下十階に足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　地下十階は巨大な岩がごろごろと転がる荒野だった。

			　そこに入った瞬間、空気が変わった。

			　肌がぴりぴりとし、本能が警告を鳴らす。

			　瘴(しよう)気(き)の濃さも段違いだ。

			　そのことは、クーナもアンネも気が付いているようで表情が硬い。

			　探知用の魔術を全方位に放つ。

			　せいぜい、十メートル程度だがその領域での不意打ちは確実に気が付く。

			　クーナのほうを見ると、キツネ耳をぴくぴくと動かしていた。彼女の耳なら不意打ちを防げるだろう。

			　全員で陣形を組み、周囲を警戒しながら歩く。

			　複数の敵が現れたら勝ち目がない。単独の敵が現れたとしても、次の敵が来るまでに素早く殺さないといけない。

			　そして、ついに一体目の敵が来た。

			　俺とクーナがその存在に気付く。

			　俺とクーナは目くばせをし、アンネたちとともに岩陰に隠れる。

			「悪魔型の魔物か」

			「初めて見ますね」

			　十メートルほど先にいたのは二足歩行の魔物だ。

			　獣の顔に、悪魔のような巻き角。体長は三メートルほど。赤褐色の筋肉で膨らんだ体を持ち、下半身は体毛に包まれ足には蹄がある。そして、手には成人男性よりも大きい無骨なこん棒が握られていた。

			　どうみても悪魔だ。

			「クーナ、アンネ、幸い魔物は一体だ。仕掛けるぞ」

			「はい、ソージくん」

			「ええ、覚悟は決まったわ」

			　俺の問に二人が頷く。

			　ライナも何も言わない。

			「いつも通り、クーナが後衛、俺が前・中衛、アンネが前衛だ。クーナの遠距離攻撃を合図に突進する」

			　一番慣れ親しんだスタイルでもあり、もっとも効率的な戦い方でもある。

			　相手がランク３だからといって、特別な戦い方はいらない。

			　俺たちはいつも通り全力を尽くせばいい。

			　悪魔がきょろきょろと首を振って周囲を確認している。

			　そして、俺たちと反対方向を向いた。

			　それが戦い開始の合図となる。

			　俺たちは、岩陰から飛び出す。

			　俺とアンネは、岩陰から飛び出し全力で敵に向かって疾(しつ)走(そう)し、クーナが炎の魔術をくみ上げていく。

			　魔術回路が全快し、【精霊化】したクーナの本気の炎の槍【剛炎槍】が悪魔に向かって飛来する。

			　悪魔がその攻撃に気付き振り向いたところで、胸に着弾。

			　その槍は皮膚を焼き、肉をえぐる。

			「グガアアアアアアアアアアアアア」

			　悪魔が怨(えん)嗟(さ)の声をあげる。

			　致命傷には程遠い。だが、効いている。

			　もとより、この程度でランク３の魔物が倒せるだなんて思わない。

			　クーナは、【剛炎槍】を連射する。

			　悪魔が怒声をあげながら、【剛炎槍】を撃ち落とす。

			　おかげで、俺とアンネが安全に近づく隙ができた。

			　さあ、ランク３の魔物を狩らせてもらおうか。

		

	
		
			　

			第６話　越えるべき壁

			　

			　ランク３の強力な魔物が平然と現れるフロア。

			　そこで初めて出会った魔物は、悪魔の角を生やした獣の顔を持つ巨人。

			　その化け物に向かって、クーナは連続で【剛炎槍】を放る。

			　一発一発に全力の炎を込めた【剛炎槍】は魔力消費の大きい魔術だ。

			　今までのクーナなら連射なんて芸当は不可能だった。

			　だが、【精霊化】した今なら無尽蔵に炎のマナが集まる。

			　極大の炎の槍が次々と悪魔に突き刺さる。

			　いくら頑強な体を持つとはいえ、それを受け続けることはできない。

			　手に持った巨大なこん棒での防御が必要になり、敵の手が止まる。

			「【魔鉱錬成：壱ノ型　槍・穿（改）】」

			　俺はオリハルコンを槍に変化させる。

			　ただの槍ではない。消費魔力を増やして作り上げたより威力の高い、穿（改）。

			　一回り大きく、先端がらせん状になっている。

			　その形状の意味は……。

			「はああああああ」

			　魔力を込めると先端が高速回転する。

			　そう、ドリルだ。

			　槍の貫通力が、いっそう増す。

			　クーナの炎の防御に精一杯だった悪魔がこちらに気付く。

			　俺の槍が脅(きよう)威(い)だと気付いたらしい。

			　ダメージは負うが致命傷にはならない【剛炎槍】を無視して、俺に向かってこん棒を振り上げる。

			　鈍重な見た目からは想像できないほどの圧倒的な敏捷性。

			　巨大な体に見合うだけのリーチと速さが組み合わさったことで、ランク２の俺では、見えても反応できない。そんな攻撃。

			　だが……。

			「今の俺なら！」

			【精霊化】、そして【身体能力強化・極】を併用する。

			　わずかな時間だが、ランク３に匹敵する速さを手に入れた。その速さで突進する足に力をこめる。

			　ただし斜めに。

			　俺の横をこん棒がすり抜けていく。同時に距離が詰まる。

			「らあああああああああ！」

			　槍を突き出す。

			　俺の力では、硬いランク３の魔物の皮膚を貫けない。

			　だが、高速回転した槍が相手の心臓を穿つ。

			　血しぶきが舞う。

			　しかし、ドリルの回転が止められ、血しぶきが止まる。

			　武器を捨て俺は全力で後ろに跳ぶ。

			　相手の左手が数瞬前まで俺がいた場所にクレーターを作った。

			　もし、槍に固執して逃げるのが遅れていたら潰されていただろう。

			　驚いた。

			「まさか、筋肉で槍を止めるとはな」

			　心臓に届くぎりぎりで、悪魔は胸に力を入れ、槍を無理やり止めた。

			　なんて馬鹿力。

			　俺の武器が奪われてしまった。

			　だが、構わない。ちゃんと紐(ひも)はつけてある。文字通りに。

			　俺の手元には銀色の鋼糸があり、それは槍へと繋がっている。

			　そもそも、本命は俺の槍じゃない。

			「ソージ、ありがと」

			　悪魔の足元にアンネがいた。

			　静かに迅(はや)く、体勢を低くして死角から忍び寄っていた。

			　あの巨体の魔物を一撃で倒すことは難しい。

			　だからこそ……。

			「ギャアアアアアアア!!」

			　悪魔が悲鳴をあげる。

			　アンネが足首……。正確にはアキレス腱を切り裂いた。

			　悪魔が立っていられず崩れ落ち、両手を振り回す。

			　二足歩行の巨大な魔物共通の弱点は足だ。守りがおろそかかつ、簡単に機動力を奪える。

			　もちろん、ただの剣撃で硬い皮膚を切り裂くのは不可能。

			　クヴァル・ベステから伸びた緑のラインがアンネの腕に絡みつき脈打つ。

			　それは、クヴァル・ベステの【第二段階解放】。

			　立てなくなった二足歩行の魔物など、もはやただの的だ。

			　俺は糸を伝って心臓に突き刺さった槍に魔力を流し、溶かして手元に引き寄せオリハルコンを回収する。

			　そして……。

			「【魔鉱錬成：参ノ型　弓・貫（改）】」

			　奴は、立てなくても必死にこん棒を振り回してこちらを威(い)嚇(かく)してくる。

			　近づくのは危険だ。

			　だが、機動力を奪った魔物に近づく必要なんてない。

			　オリハルコンを弓に変化させる。

			　クーナと目くばせをする。

			　クーナが【剛炎槍】を連続で心臓の一点に集中させる。

			　肉がえぐれ、焼ける。

			　悪魔が悲鳴をあげる。

			　そして、その柔らかくなったところに俺は弓を引いた。

			　弓・貫の強化は、【電撃】を応用したコイルガン。

			　超高速の矢がクーナの攻撃を受け弱くなった心臓を貫いた。

			「ギャギャギャ」

			　急所を撃ち抜かれた悪魔が悲鳴をあげる。容(よう)赦(しや)なく、クーナは弓の直撃した場所に【剛炎槍】を連射し、俺も、第二射、第三射と放っていく。

			　しばらくして、ようやく魔物が事切れる。

			　なんという耐久力。さすがはランク３の魔物だ。

			　魔力感知をして、偽装(死んだふり)でないことを確認し【精霊化】を解く。

			　背中にぶわっと大量の汗が流れる。

			　ひどく緊張した。

			　今回は、一方的に攻めて倒せたが、一撃喰らったら終わりという状況はひどく精神を消耗させる。

			「クーナ、アンネ、よくやってくれた」

			「ソージくんこそお疲れ様です」

			「ええ、今回の戦いはあなたが中心だったわ」

			「それが中衛の定めだからね」

			　中衛は前衛と後衛両方の仕事をこなす必要がある。

			　スペシャリストであるアンネとクーナに、それぞれのフィールドで及ばない以上、俺は手札の数を生かすしかない。

			「さっそく解体しよう。魔術で解析して、あの悪魔の体で使える部位を切り分けたい。特にあの角。鉱物の性質があるし、魔力を制御していたみたいだし、いい素材になりそうだ」

			「ソージくんは抜け目がないですね」

			「いい加減、クーナとの約束を守らないといけないしな。そのためにも素材は必要だ」

			「覚えていてくれたんですか!?」

			　クーナが目を輝かせる。

			　彼女とかわした約束とは、彼女の父親が作った短剣である紅空、それ以上の剣を作ってプレゼントするというものだ。

			　俺は、クーナのために最高の剣を作って見せる。

			「俺がクーナとの約束を忘れるわけないだろう」

			「すごくうれしいです！　楽しみにしています」

			　クーナがよほどうれしいのか抱き着いてくる。

			　俺はしばらくクーナの柔らかさと匂いを楽しんだあと、彼女の体を引き離す。

			　そして、俺は苦労して悪魔の角を切り落とした。

			　肉のほうはさすがに硬すぎて食えそうにないので夕食にするのはＮＧだ。

			　特大の魔石も確保できて初戦は大成功だと言っていいだろう。

			　これで一息つける。

			　呼吸を整え、体力を回復する。

			「ソージ、おまえは今の戦闘の消耗から考えてあと何回戦える」

			　そうしていると、ライナが無遠慮に聞いてきた。

			「万全の体調でと言うなら、あと四回。パフォーマンスを落としていいなら七回。死力を尽くして八回」

			「わかった。なら、あと四回で撤収だ」

			「そうしてくれると助かる」

			　今、一番消耗が大きいのは俺だ。クーナの【精霊化】も、アンネの【第二段階解放】も、今やほぼノーコスト。

			　だが、俺の瘴(しよう)気(き)を纏(まと)う【紋章外装】も、火のマナを纏う【精霊化】も消耗が激しい。

			　彼女たちとは違い、あくまで俺のは技術にすぎない。代償は踏み倒せない。

			　情けない。

			　だが、あと四回も戦うころには撤退をしないといけない時間になっているだろう。

			「にしても、ソージの武の腕はとてつもないな。一つ一つの動きが達人クラスだ」

			「まあ、そっちはだいぶ練習したからな。経験量じゃ俺はライナより上だよ」

			　ライナが少しいぶかしげな顔で俺を見ている。

			　無理もない。武の技量は本来の俺の年齢では到達できない域にあるのだから。

			　普通なら、そんなわけないと一笑されるが、ライナクラスになると、俺の言葉が嘘でないと動きを見ればわかる。

			「さあ、次に行こうか。ランク３と後ろを気にせずに戦える機会なんて、エルシエから出たら絶対にない。少しでも強くならないと」

			　そう言った俺にアンネとクーナが微(ほほ)笑(え)みかける。

			　まだ魔石を吸収していないが、感覚でわかる。

			　強敵と戦うことで、ランク３への壁がどんどん崩れていく。

			　これはランク３に至る最短経路。全力で駆け抜けないと。いつまでこんな絶好の機会が与えられるか、わからないのだから。

			　もう、クーナを泣かせない。アンネを守る。

			　そのためにランク３に至るのは必須だった。

		

	
		
			　

			第７話　今の限界とライナとの決闘

			　

			　大きな翼が生えたサソリの化け物を、弓で貫いた。

			　サソリが地面に墜落し、暴れているところに近づいて急所である目を槍で貫く。

			　しばらくして、サソリが絶命した。

			【白銀火狐】を解除。【精霊化】では奴をとらえきれず、クーナの変質魔力を使用した疑似的な九尾の火狐となるこの力に頼らざるを得なかった。

			　反動で全身が軋(きし)む。

			　乱れた息を必死に整える。

			　鼓動の音がうるさい。

			　なんとか、最低限の体調を整えてから翼サソリの化け物の魔石と素材をはぎ取っていく。

			　今は、ランク２の体でランク３の魔物相手の狩りを行っていた。

			　ゲームとして経験してきた過去では、自殺行為として避けていたものだ。

			　想定していたよりも、疲労がたまっている。

			　一撃もらったら終わり、その状況が精神を摩耗させているのだ。

			「ソージ、もうへばったのか」

			　たくましい肉体を持つ黄金の火狐のライナが、ちゃかした口調で問いかけてくる。

			　今は、ランク５であるライナがサポートに入ってくれている。さすがの俺も【魔剣の尻尾(しつぽ)】だけでランク３の魔物に挑む勇気はない。

			「……そうだな。もう限界だ。これ以上は、どこかでミスをする可能性が高い」

			　強がってもしょうがないので正直に話す。

			　ここまでで、四体のランク３の魔物を相手にした。

			　魔力と体力には若干の余裕があるが、これ以上は集中力を保つ自信がない。

			「ふはは、正直なのはいいことだな。ちゃんと自分の限界がわかっているようだ。さすがは、クーナが選んだ男だ」

			　ライナが笑う。

			　彼の言うことはもっともだ。下手な強がりは自分だけでなく、仲間を危険に晒(さら)す。

			　平常時ならともかく、こんな危険な場所で強がりを言うのは愚か者だ。

			「もう、兄様。こんなところでからかわないでください！」

			　金色のキツネ耳と尻尾(しつぽ)を持つ美少女のクーナが、顔を赤くしてライナに抗議する。

			　彼女は俺の恋人で、ライナの妹だ。

			「悪いな。まあ、可愛い妹を奪われたんだ。からかいたくもなる。そろそろ戻ろう。今からなら昼過ぎには戻れるさ」

			　ライナが先頭を歩き出す。

			　そんなときだった、隣を歩いていたクーナのキツネ耳がぴくりと動く。

			　そして表情を硬くした。

			　あの仕草は、敵を感知したときのもの。クーナの感覚は非常に鋭い。俺たちの誰よりも先に敵を見つけられる。

			「ライナ！」

			　ライナに警告の言葉を発する。

			　だが、それは不要だったようだ。

			　彼は黄金の炎を纏(まと)う。そして、消えたと錯覚するような速度で跳んだ。

			　全身の炎を拳に集中させ、一見、何もない空間を殴りつける。

			　鈍い音がした。

			　そして、激しく何かが燃え上がる。そのシルエットは巨大なトカゲだ。

			　あの魔物は知っている。ランク３の魔物、アサシンリザード。

			　その特性は、ステルス。不可視になり、ほとんど音を立てずに忍び寄り、巨大な口で冒険者を丸呑みする非常に危険な魔物だ。

			　そして、アサシンリザードはこういった魔物にありがちな、身体能力が低い、皮膚が柔らかい、そんな欠点が一つもない。強いくせに隠密性が高い、厄介な魔物。

			　それをライナは一撃で葬ってしまった。

			　これが、エルシエで鍛え上げられたランク５の力。

			「さすがは、兄様です」

			「ライナはすごいな。ただ、炎を纏(まと)って殴っているだけに見えて、見事な術式で全熱量を攻撃力に転化している。感知能力の高さと判断力もすさまじい」

			　もし、あの魔物を俺たちが相手にしたら確実に苦戦していただろう。

			　ランクの差だけじゃない。まだまだ、ライナから学ぶことは多そうだ。

			「ソージ、わりいな。もう、おまえが限界だと聞いたから俺が倒しちまった」

			「いや、いい。むしろ助かった」

			　今の俺では確実に勝てるか怪しい。そんな状況で戦いたくはない。

			「それとだな、ソージ。一つ頼みがあるんだ」

			　なにやら、やたらと楽しそうにライナが俺のほうを見てきた。

			「俺にできることなら、たいていのことは聞くが」

			「そっか、今日のおまえの戦いを見てな、一度やりあいたくなった。その極まった体のこなし、武術の力、神速かつ精密な魔術。親父以外の戦いに見ほれたのは初めてだ。全力でおまえと戦ってみたい」

			「……それは面白いな」

			　その言葉は願ってもないことだ。

			　強者との闘い。それ以上に成長できるものはない。ライナとの闘いで得られるものは多い。

			　かつて、シリルとの決闘には一応は勝った。

			　だが、それはシリルがエルフの最大の武器である風の魔術を封印したうえ、俺の一番得意な土俵にあえて乗ってもらい、しかも隙をついたというものだ。

			　間違いなく、まともにやれば負けていた。

			　その苦い記憶が頭によみがえる。

			「俺もライナと戦いたいと思っていたんだ」

			　シリルに次ぐ強者であるライナとの戦い。その戦いで勝利を掴み、次のステージに進み、シリルにリベンジを果たしてみせよう。

			「気が合うな。弟よ」

			　俺とライナは拳を合わせ、そして笑いあう。

			「ねえ、アンネ。男の人っていいですね」

			「ええ、クーナ。少し嫉(しつ)妬(と)するわ。……いいことを思いついたの。私たちも久しぶりに本気で戦ってみましょうか？」

			　知らないうちにクーナとアンネも盛り上がっていた。

			　アンネは自慢の銀色の髪を風になびかせながら剣に手を触れた。

			「面白いですね。アンネにはいつかリベンジをしたいと思っていたんです！　入学試験で負けたままでしたから！」

			　そういえば、封印都市の騎士学校の入学試験で行われたトーナメント。

			　そこで、クーナとアンネが決勝で戦いアンネが勝った。

			　もっとも、クーナは準決勝で調子に乗って無駄に魔力を使い果たして、へろへろの状態で挑んだのだが。

			「がはは、ソージ、おまえのパーティ、【魔剣の尻尾(しつぽ)】は血の気が多いな。そうだ。俺とおまえの戦いなら下の連中の勉強にもなるだろう。せっかくだし、ギャラリー付きでやるか。前座で、二人にも戦ってもらおう。クーナは親父に仕込まれてるし、アンネの嬢ちゃんもなかなかの腕前だ。場を盛り上げてくれるだろうさ」

			「兄様、面白いですね。ふふふ、クーナちゃんの美技が炸(さく)裂(れつ)しますよ」

			「……クーナ、あなたの大きな欠点を教えてあげるわ。すぐに調子に乗って隙を作るところよ」

			　どんどん話が大きくなっていく。俺は苦笑しながら、その様子を眺める。

			　まあ、悪くない。

			　むしろ楽しみだ。

			「それと、ソージ。今倒した透明とかげの魔石と武器の素材になりそうな部位ははぎ取るとして、この魔物、食えるのか？」

			　ライナが急に真顔になって問いかけてくる。

			　アサシンリザードは確か……。

			「肉は硬くて筋張って食えたものじゃないが、こいつは舌がうまい。こいつで作ったタンシチューは絶品だな。普通の肉では絶対に味わえない旨さだ」

			「ほう、そいつはいい。なら持って帰るぜ」

			　ライナが鼻歌交じりに舌を切り取る。

			　どうやら、俺が作った魔物料理を気に入ってくれたらしい。

			　魔物料理愛好家が増えて、俺としても喜ばしい。

			　そうして、初めてのランク３の魔物を相手にした狩りは終わり、意気揚々と地上に戻った。

			　ライナが楽しみにしてくれているようだし、がんばって自慢のタンシチューを作るとしよう。

		

	
		
			　

			第８話　アサシンリザードのタンシチュー

			　

			　地上に戻った俺は、ライナに頼まれてアサシンリザードのタンシチュー作りを始めた。

			　シチューは仕込みに時間がかかる。

			　できれば、狩りで疲れているので手間のかかる料理を作るのは避けたかったが、これだけ恩を受けているライナが食べたいと言うのだ。多少の無理はするべきだろう。

			「ソージくん、手伝いますよ」

			　厨房で下ごしらえをしているとひょっこりとクーナがやってきた。

			　仄(ほの)かに石鹸の匂いがする。

			「汗を流してきたのか」

			「女の子ですからね。そういうのは気にします」

			「俺が料理を作っている間にのほほんと体を洗ってきたのか、そうかそうか」

			「むっ、微妙に引っかかる言い方ですね。ソージくんも誘おうとしたのに、帰ってきてすぐいなくなったんじゃないですか」

			　そういえば、そうだった気がする。

			　食材をもって、速攻厨房に向かったような。

			「悪かった、クーナ」

			「きゃあああ、何するんですか。ソージくん、汗まみれの体で抱き着かないでください」

			　クーナが俺の腕の中で暴れる。

			　クーナの体は相変わらず柔らかくて気持ちいい。ずっとこうしていたいぐらいだ。

			「これで、また風呂に入る必要ができたな。あとで一緒に入ろうか」

			「ううう、ソージくんのエッチ」

			　クーナが恨めしそうな目で見てくる。

			　だが、嫌そうでないところが可愛らしい。エルシエの温泉は最高だ。それをクーナと一緒に楽しむと、もっと最高になる。

			「というわけで、まずは料理の下ごしらえをしようか」

			　いじけているクーナに笑いかける。

			　クーナは頬を膨らませながらも俺が用意した野菜を洗い始めた。

			「ずいぶんとたくさんの野菜を使うんですね」

			「デミグラスソースが一番タンシチューには合うからね。これぐらいは必要だ。まあ、今回は手抜きをするつもりだ。五時間ぐらいでできるかな。俺が本気でデミグラスソースを作るなら三日は煮込む」

			　料理の道はいばらの道だ。

			　最高のデミグラスソースを作るなら、それぐらいは必要なのだ。

			　さらに赤ワインを使うのだが、今回はせっかくなのでエルシエワインを使う。もちろん、赤ワインとエルシエワインは性質が違うのでそのまま置き換えることはできない。だから、一つ、特別な材料を加えることを忘れない。

			「……父様もたまにそれぐらい手の込んだ料理を作ります。すごく美味しいですけど、母様たちに呆れられてます。ソージくんって変なところが父様に似てますよね」

			　微妙に呆れの含んだ目でこちらを見てくる。

			　このロマンを女性に言葉で理解してもらうのは難しいだろう。

			「失礼な。俺も、きっとシリルさんも、あくまで必要だからやっているだけだ。それよりも支度だ。クーナ、そこにある野菜を刻んでおいてくれ」

			「わかりました。クーナちゃんにお任せですよ」

			　クーナは、慣れた手際で玉ねぎ、ニンジン、ニンニク、ブロッコリーに似た野菜のミルルを刻んでいく。

			　俺は俺で、アサシンリザードの舌を捌(さば)いて【浄化】し、旨みの強いタンの根元の部分……焼き肉屋などで特上タンと呼ばれる部位を厚切りにする。

			　さらに切れ目を入れてスパイスと塩を練り込んでいく。

			　ライナの家の厨房にはたくさんのハーブ類と調味料、スパイスがあって、料理好きにはたまらない。

			　たっぷりとスパイスを練り込んだあとは、フライパンを熱して、厚切りにしたタンを強火で焼いていく。

			　煮込む前にこうすることで、旨みを閉じ込めるのだ。

			　そして、肉を焼いたときに使った溶けたバターをシチューに加えるとコクが深まる。

			「ソージくん、すごくいい匂いですね。ちょっと一切れ……いたひっ」

			　つまみ食いしようとしたクーナの手を叩く。

			「止めとけ。アサシンリザードのタンは焼いて食べても美味しいけど、煮込んでとろけさせるように厚く切ってるから、噛み切れない」

			「ううう、ソージくんの意地悪」

			　クーナがキツネ耳をぺたんとさせて文句を言ってくる。
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			　俺は苦笑し、残していた材料のほうからタンを薄く切る。

			　そして、両面をレアに仕上げる。

			　焼肉として食べる場合は焼きすぎてはならない。

			　最後に塩を振ってできあがり。酸味の強いレモングラスというハーブを振りかける。

			「クーナ、口をあけて」

			　クーナがいぶかしげな表情で口をあける。

			　そこに、今焼きたてのタンを放り込む。やけどしないように箸でつかんで振って冷ますことを忘れない。

			「なに、これ、すごく美味しいです！　ぷりっぷりで、肉汁が溢れ出て、ソージくん、おかわり！　一切れじゃ足りません。もう、どんぶりいっぱい焼いちゃいましょう」

			「試食はこれで終わり、焼肉も美味しいけどシチューはもっと美味しいから」

			　クーナが不満そうな顔をしているが無視をした。甘い顔をしているとシチューが完成する前に肉がすべてクーナの胃袋に消える。

			　さて、デミグラスソースを作っていくか。

			　ここからが本番だ。まずは小麦をバターで炒めて……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっ、やっとできました」

			　クーナが疲労困(こん)憊(ぱい)と言った様子で、ぐったりとしながら声をあげる。

			　心なしか、もふもふのキツネ尻尾(しつぽ)もしぼんでいる。

			「やっと煮込みが終わったね。きっちり五時間。うん、いい出来だ。これならちゃんと胸を張って食卓に出せるな」

			　苦労しただけあって、デミグラスソースで煮込んだタンシチューは見事な出来だった。褐色のスープからは甘い香りが立ち上り食欲を誘う。

			　タンは厚切りにして煮込んだからボリューム感がすごい。

			　ちょうど、夕食どきだ。

			　さきほど、ユキナも酒蔵から帰ってきたのでそろそろ夕食にしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、いよいよ夕食の時間。

			「今日は、俺が夕食を作らせてもらった。いつもユキナに作ってもらっているからな」

			　食卓には、俺、クーナ、アンネの【魔剣の尻尾(しつぽ)】のメンバーのほかに、クーナの兄であるライナ、そして彼の養子のユキナがいた。

			「ソージの料理、クーナから美味しいと聞いていたから楽しみ」

			「今回は私も手伝いましたから、期待していいですよ、ユキ姉様！」

			「ん。匂いからして期待できる。このシチュー、エルシエワインを使ったの？」

			　さすがはワインを作った本人だけはある。

			　本来、デミグラスソースを作るのには赤ワインを使うが、今回はエルシエワインを使っている。

			　エルシエワインは非常に旨みが強い酒で、シチューとの相性もばっちりだった。

			「ああ、そうするのが一番美味しいからな」

			「そう。ソージ、もし、まずかったら許さないから」

			　クールビューティでいつも通りの無表情とはいえ、そう言ったユキナにはいつも以上の迫力があった。

			　手間暇かけて作った酒を台無しにされた場合には怒るだろう。

			　だが、その心配はない。

			　俺は最高のタンシチューを作った。

			「食べてみればわかるよ」

			「すごい自信。なら、しっかり味わう」

			　にやり、そんな表情をユキナは浮かべる。

			「ソージくんもユキ姉様も、お話はそれぐらいにして食事を始めましょう。今日はたくさん動いたのでお腹ぺこぺこです」

			「そうね、私も早く食べたいわ」

			　そうして、全員で食事前の精霊と森への感謝の祈りを捧げて食事を始める。

			　さきほどから、クーナの兄であるライナがにやにやとユキナを見ていた。

			　考えていることはだいたいわかる。

			　きっと、食べたあとにユキナに魔物の肉と聞かせて驚かせるつもりだろう。

			　ユキナが、スプーンで大きめにきったタンにふれる。

			　するとスプーンが沈みこんでタンが切れた。見事なとろけっぷりだ。

			「すごく、柔らかい」

			　ユキナは驚いた様子で口に運び、噛みしめた。

			　そして、眼を見開く。

			「口の中でお肉がとろける。シチューとお肉の旨みが絡まって、すごい。こんなシチュー初めて」

			　このとろけるような柔らかさこそがタンシチューの醍醐味だ。

			　イノシシの骨からとった出汁(だし)とトマト、それにエルシエワインをベースに何種類もの野菜とスパイス、ハーブを加えた濃厚なシチューは、タンの旨みを受け止めるには十分、とろっとろのタンとシチューの旨みが口の中で花開く。

			　よくできたタンシチューは旨いだけではなく、気品に溢れる味わいだ。

			　これは、エルシエワインがなければ出せなかった味だろう。

			「こいつは驚いたな。ソージがあれだけ自信を持ってうまいと言っていたから期待してたが、想像の上をいった」

			　いつもは、がつがつとかき込むライナも、一口一口味わって食べて放心している。

			「この料理、私もすごく好きです。こんなとろけるシチュー、他では絶対に食べられないです」

			　クーナもご満悦だ。自慢のもふもふのキツネ尻尾(しつぽ)をぶんぶんと振っている。

			　アンネのほうを見ると、眼から涙が零れ落ちていた。

			「アンネ、どうしたんだ」

			「いえ、あまりにも高貴な味だから。お父様が元気だったころを思い出してしまって。ソージ、この料理は貴族の食卓に並べられる料理よ」

			　アンネは、どこか寂しそうにしながらシチューを口に運ぶ。

			　俺はアンネの頭を撫でると、彼女がもたれかかってきた。

			　食事はいつもより、口数少なく進む。

			　こういった料理は、ときに言葉をなくし食事に集中させる魔力がある。

			　そうして、みんなが食べ終わったころ、ユキナが蕩(とろ)けた顔になって口を開く。

			「ソージ、ありがとう。エルシエワインをここまで素敵な料理にしてくれて」

			「こちらこそ、礼を言いたい。ここまでうまいシチューを作れたのはユキナのエルシエワインのおかげだ」

			　自然な流れで俺とユキナは握手する。

			「ソージ、聞かせて。これはなんのお肉？　こんな美味しいお肉初めて。ちょっと気になった」

			　何の肉かわからないのは当然だろう。

			　魔物の肉なんて好き好んで食べる奴はいない。

			　俺は笑顔になって口を開く。

			「ランク３の魔物、アサシンリザードの舌だよ。狩りに行ってきたお土産だ」

			　そういった瞬間、ユキナの表情が凍り付き、ライナが大笑いした。

			　そのあとはユキナとライナがちょっとした喧(けん)嘩(か)にはなったが、愉しい夕食の時間がすぎていった。

			　さて、お腹がいっぱいになったし、夕食の片づけはユキナがやってくれるらしい。

			　これから、クーナと一緒にお風呂だ。たっぷりと温泉で体を癒しつつ夜を楽しむとしよう。

		

	
		
			　

			第９話　近代魔術と古典魔術

			　

			　今日は一日、休憩だ。

			　ランク３の魔物との死闘で精神的にも疲れているだろうから、休んだほうがいいというライナの判断だ。

			　ライナの話では、地下迷宮に入らずにできる技術的なものの指導は大まかに終わっていて、あとは各自で、地道に修練を積み重ねていくしかないらしい。

			　やはり一番の問題は、いまだにランクが低いこと。早急にランク３に上げることを最優先に考えたほうがいい。

			　ライナの話ではこれからしばらくの間は、泊りがけでダンジョンに潜り、二日みっちりランク上げをして一日休み。

			　このローテーションを繰り返していくらしい。

			　何度もランク上昇を繰り返してきた俺だからわかる。おそらく、次かその次の探索でランク３に至る。自分よりも上のランクの魔物との戦いは、数年がかりでやっと一つあがるランク上昇を信じられない速度で成し遂げる。

			「さて、覚悟を決めようか」

			　今、俺は単独行動をしている。

			　クーナとアンネはそれぞれ、明日からの地下迷宮探索に疲れを残さない範囲で特訓をしている。

			　そんな二人を残し、俺が向かったのは……。

			「よく来たな、ソージ。準備はできているよ」

			「お時間をとっていただきありがとうございます。シリルさん」

			「気にしないでいい。結果的にそれがクーナを守ることに繋がるなら、父親として喜んで力を貸すよ」

			　クーナの父親であるシリルの工房に来ていた。そこは鍛冶師の工房であり魔術師の工房でもある。

			　シリルは、この世界で唯一のランク６の魔術師にして、ハイ・エルフ。

			　金色の髪と、ハイ・エルフだけに許された【翡(ひ)翠(すい)眼】が特徴の美しい男性。

			　彼は、俺が超えるべき目標だ。最強の魔術師を名乗るには絶対に避けられない壁。

			　その彼に、鍛冶を学びに来た。

			「ソージには一本、魔剣を渡していたね。あれを見てどう思った？」

			　かつて王都で勉強用にと漆黒の魔剣を預かった。

			　もちろん、俺は自分なりにそれを解析している。完成品があれば使われた技法を逆算することができるのだ。

			「すさまじい魔剣だと思いました。材質や魔剣の加工技術についてもそうですが、とある点が通常の魔剣とは根本的に違います」

			「ほう、どこが違った」

			「魔術付与(エンチヤント)が二種類使用されています」

			　魔術付与(エンチヤント)。それは魔術式を武器や防具に刻み込むことによって、道具に魔術的な技能を持たせる技法のこと。

			　原則として魔術付与(エンチヤント)は、どんな武器でも一つしか刻めない。

			　だが、シリルから勉強のため貸与された黒の魔剣は少なくとも二種の魔術付与(エンチヤント)が施されていた。

			　それの意味するところは大きい。武器としての次元が一つ違ってくる。

			「さすがだね。自分でそこに気付くとは。俺とソージでは、こまごまとした鉱物の加工技術や知識、そこに無数の差異があるのはたしかだ。だが、そんなものは知っているか知っていないかの差でしかない。それらを全部伝授していけば、少しずつソージの鍛冶の腕はあがるだろう。でもそれはただ、常識の枠内での変化に過ぎない」

			「それだけでも、俺にとって十分すぎるほどです」

			　そのわずかな違いが、無数にある。

			　そのほとんどは、与えられた黒の魔剣を分析して気付くことができた。

			　検証もほぼ終わっている。

			　……正直、震えたし嫉(しつ)妬(と)した。

			　強い武器を手に入れる。それはゲーム時代のイルランデで、すべてのプレイヤーが目指したもの。

			　俺を含めたプレイヤーたちは積極的に、ありとあらゆる技法を探索し、実証し、切磋琢磨してきた。

			　その集合知を使いこなす俺よりも、シリルの技術は優れていたのだ。

			　とはいえ、俺たちのプライドにかけて言うが、すべてが劣っていたわけではない。

			　プレイヤーたちが編み出した工程のほうが優れている部分も少なくなかった。

			　ゆえにシリルの技法と、俺たちの技法を合わせれば、今まで誰も作りえなかった剣が作れるだろう。

			「十分ありがたいか……まあ、そうだろうね。普通の錬金術師としてならそれで満足するだろう。だけど、君はいまだに新たな剣を作っていない。俺が言いたいことはわかるね。些(さ)細(さい)な改良ではなく、次元を突き抜けた魔剣を作るには、二種の魔術付与(エンチヤント)が必要だ」

			　シリルの言うことは正しい。

			　俺が今までクーナの新しい剣を作らなかったのは、二種の魔術付与(エンチヤント)の存在に気付いたものの、どう分析してもその手法がわからなかったからだ。

			　小手先ではない根本的な強化ができるとわかっているのに、中途半端な剣を作るわけにはいかなかった。

			　だからこそ、俺は今ここに来て直接教えを乞おうとしている。

			「それは人間にできることなんですか？　ドワーフにしかできない血統魔術の類では？」

			「それは違う。これは一つの技法にすぎない。……まず、前提を確認しよう。君の知る魔術付与(エンチヤント)は、武器として形作ったあとに魔術付与(エンチヤント)をかけるというものでいいか？」

			「その通りです」

			「君に教科書代わりに渡した黒の魔剣も、一つは剣として完成したあとに刻んでいる。だけどもう一つは違う。鉱石を精錬する段階で刻み込み、それを材料として剣を鍛えた。これが二種の魔術付与(エンチヤント)を可能にした秘密だよ」

			　俺は息を呑んだ。

			　それは想像すらしていなかった。

			　なぜなら……。

			「不可能だ。魔術式を刻み込む以上、その魔術式が壊れれば魔術付与(エンチヤント)は意味を失う。素材段階で刻んだところで加工をすれば確実に術式が壊れる」

			　そのはずだ。

			　だからこそ、二種の魔術付与(エンチヤント)はできない。

			　二つの式を刻めば、それ自体が干(かん)渉(しよう)しあう。

			　人間が魔術を使う際には、その都度使う式を作り直すことができるが、武器であればそんな融通は利かない。刻み込んだものだけが意味を成すのだ。

			「たしかにね。今、この国で主流になっている魔術体系は、式を構築することで発現する魔術だ。だけど、こうは考えられないか？　魔術のルールは一つじゃない。式に頼らない魔術体系も存在する。ようするに形にとらわれない魔術だ」

			「そんなこと、考えもしなかった」

			「まあ、そうだろうね。遥か昔に効率が悪いと切り捨てられた魔術だ。だが、それなら式を刻む魔術とは干(かん)渉(しよう)しない。二つの魔術体系によって異なる階層に魔術付与(エンチヤント)を刻む。それこそが、この魔剣の最大の秘密だ」

			　鼓動が高鳴った。

			　魔剣の秘密を知れたことにも興奮したが、それ以上の興奮があったからだ。

			　未知の魔術体系。

			　もし、それが実在し、身に付けることができれば魔剣の生成以外にも、無数の可能性を手にすることができる。

			　俺なら、その先を形にできる。

			　楽しみだ。俺はまた強くなれる。

			「ふっ、ソージはいい目をするね。そういう貪欲なところ、嫌いじゃないよ。さて、ソージ。俺は今から君に、まったく新しい魔術体系を叩き込む。そうだね、今までの君が使っていた魔術を近代魔術、式を使った理論的なものとすると、今から君が学ぶのは古典魔術、魂(たましい)と精神の祈りのようなものだ。並みの術者なら、初歩の初歩が使えるようになるのでも三か月はかかるかな」

			　並みの術者で三か月か。

			　面白い。なら、俺は……。

			「半日あれば十分です。シリルさんが目の前で実演してくれるなら、必ずものにしてみせます」

			「頼もしい、それができれば今日中に次のステップに進めるね。さあ、やろうかソージ。半日で覚えるなんて大口をたたいたんだ。俺もかなりスパルタでいこう。古典魔術がどういうものか、その身で体験してもらおうか」

			「いいですね。俺の体で知るのが一番手っ取り早い」

			「じゃあ、早速いこうか。ソージ、死ぬなよ」

			　シリルが微(ほほ)笑(え)み、彼の【翡(ひ)翠(すい)眼】が鮮やかに輝く。

			　そして、ポンと俺の肩を叩いた。

			　次の瞬間、俺という存在が軋(きし)む気がした。

			　式が見えないのはもちろん、理屈もなにもない。ただ、まとわりつき、締め上げてくる事象だけが存在する。

			　ぎりぎりぎりと、俺の魂(たましい)が潰されていく。

			　これが古典魔術。

			　俺の理解できない領域。

			　だが、必ずそこには何かがある。式という慣れ親しんだものではなく、俺のまったく知らない何かが。

			　そして、これはシリルが使った魔術ではない。

			　シリルが俺の体を操り、無理やり魔術を使用させた。俺は今自分の魔術で自分を傷つけている。

			　魔力と精神力が消耗しているのがわかるのに、どうやってこの力を発揮しているのか理解できない。

			　シリルは笑っている。自分でつかめということか。

			　先入観は捨てろ。

			　俺の常識では図り切れない。

			　だから、すべての変化を第六感で探し出せ。それぐらいできずして、何が最強の魔術師か。

			　シリルに操られて無理やり発動させられているとはいえ、紛れもなく俺の体が行っている魔術なのだ。

			　認識できていないだけで、かならず俺の中に答えがある。

			　集中しろ、どこまでも深く。

			　ここまでおぜん立てはされたんだ。すぐにその正体を突き止めてやる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冷たい。息苦しい。

			「ぷはっ」

			　慌てて、跳び起きる。

			　顔に冷水をぶちまけられたようだ。

			「起きたか、ソージ」

			「ええ、ばっちり」

			　ずいぶんと、荒っぽい手で起こしてくれる。

			　そうか、俺は気を失っていたのか。

			「驚いたね。本当に半日で身に付けるとは。自分で、今まで存在の認識の外にあった理(ことわり)に気付いて、荒いが制御までした。古典魔術のやり方で」

			「じゃないと死にましたからね。容(よう)赦(しや)がなさすぎますよ」

			「古典魔術は、理屈よりも感覚と意思の世界だ。こうして死にかけて掴むのが一番早い。実際にちゃんと生きているじゃないか」

			　感覚を掴み、古典魔術の理を掴むまで数時間、自分の魔力で自分自身を傷つけ続けた。魔力が枯(こ)渇(かつ)して死ぬか、魂(たましい)が壊れるかの寸前でようやく、その実態を掴みシリルから制御を奪うことができた。

			　おかげで、嫌というほど古典魔術というものを味わうことができた。

			「シリルさん。古典魔術は、術理じゃなくて、魂(たましい)の祈りだ。存在自体で放つ魔術。とはいえ、それにもそれの理がある。ちゃんと、俺の魂(たましい)が覚えた」

			　俺の知るルールとはまったく別のもの。

			　だけど、それにはそれの必然がある。

			「そこがわかれば、あとは応用だ。起きてくれたことだし、同じように、いろんなタイプの古典魔術をこの場で受けてもらおう。別のタイプになれば、また感じ取る感覚も発動するやり方も変わる。こうするのが一番早い」

			「望むところです」

			　今は一つの魔法を知っただけ。

			　だけど、さまざまなパターンを知れば、より古典魔術の規則性とルールがわかる。

			　重要なのは一つでも多くの魔術を体で覚えること。

			　十分なサンプル数が揃えば、わざわざこんなことをしてもらわなくても、残りのすべてを想定で埋められる。

			　懇切丁寧に教えてもらわなくても、俺にとってはそれが一番早い。

			「いい覚悟だ。今日は限界までさまざまな古典魔術を教えよう。それでおしまいだ。次のオフの日、また来るといい。そのときは、鉱石という存在そのものに、魔術を刻む方法を教える。存在に刻むことこそ古典魔術の神髄だ。明日と明後日は地下迷宮に潜りながら、どんな魔術を刻むかを考えておくといい」

			　言われなくてもそのつもりだ。

			　狩りの間の二日間は、今日刻まれた魔術を、この身になじませ発展させ、俺が目指すべき剣のイメージを固めるのに使う。

			　魔術付与(エンチヤント)を覚えるだけでは済ませない。

			　俺の望む剣を作るのだ。

			「ソージ、次だ。殺さないようにだけは気を使ってやる。だから……死ぬなよ」

			　シリルの言葉に俺は笑い返す。

			　上等だ。

			　そうして、俺は体に古典魔術を刻み続けた。

			　三度ほど倒れたが、その価値があるものを得られた。

			　古典魔術。なかなか面白い。

			　必ず使いこなしてみせよう。

		

	
		
			　

			第10話　魔剣の尻尾(しつぽ)in露天風呂

			　

			　二度目の泊まり込みの地下迷宮探索が終わり、地上に戻る。

			　本物の日の光がありがたい。

			「ううう、今回も疲れました」

			「そうね。でも、確実に力はついているわ」

			　地上に出るなり、クーナが伸びをする。もふもふのキツネ尻尾(しつぽ)がピンと伸びて可愛らしい。

			　アンネもいつもは身だしなみを気にしているのだが、今は若干髪が乱れている。おそらく、直す余力がないのだろう。

			　そして、俺と言えば。

			「ふっ、ふっ、ふっ、ソージくんって体力ないですね。もうよろよろじゃないですか」

			「うるさい。このチートキツネ」

			　アンネ以上に体力の限界が近かった。なにせリスクを抱えた力である【紋章外装】や【精霊化】でなんとかランク３の魔物とやりあっているのだから。

			　ノーリスクで力を引き出せるクーナとは消耗度合いが違った。

			　クーナは口では疲れたと言いつつも、かなり余力を残している。

			「クーナ、あんまりからかっているとまた仕返しされるわよ。ソージは根に持つタイプだし、わりと器が小さいわ」

			「たしかにアンネの言う通りですね。ソージくんをからかいすぎたら後が怖いです」

			　アンネまで俺をからかってくるのか。

			　いい度胸だ。

			　しっかりと後で可愛がってやろう。前回の分も合わせて、かなりのランク３の魔石が集まっている。

			　魔石をたっぷり吸収させれば、クーナの情けないところをたっぷりと見られるだろう。

			　クーナが嫌な予感を感じて尻尾(しつぽ)を震わせた。勘のいい奴だ。

			「ソージ、妹はこう言っているが、だいぶ良くなってはいる。前よりも戦える回数が増えた。無駄がなくなっているぞ。火狐じゃないのに火のマナで【精霊化】してそれだけ戦えるのは恐ろしいな」

			「ありがとう、ライナ。ちょっと、いろいろ試していてね」

			　実を言うと、俺の【精霊化】はライナたちの使うものと若干異なる。

			　俺の体で使用することを前提に、既存の術式を限界まで効率化した。

			　さらに、反動を受けながすため、専用の術式を別に用意した。とはいえ、それにも限界があった。

			　今回の狩りでは、その限界に至った【精霊化】の効率化を、さらに一歩進めることができた。

			　古典魔術を応用したのだ。

			【精霊化】と古典魔術は相性がいい。

			　覚えたばかりの古典魔術の練度をあげながら、さらに現時点の手札と組み合わせる。

			　今回の狩りは魔石の収穫以外にも得たものが大きい。

			　明日、シリルのところに行くまでにこの二日の経験を、さらに煮詰めてブラッシュアップしたい。

			「兄様もソージくんも、おしゃべりしてないではやくお家に戻りましょう。タオルと着替えを取りに行って、すぐに実家に行きたいです」

			「そうね。髪がべとべとしてる。はやく温泉に入りたいわ」

			　クーナたちは帰ってすぐにシリルの家の温泉を借りるつもりらしい。

			　俺も温泉を楽しもうと決める。あれはいいものだ。

			　前回の地下迷宮の探索を終えた際には、食事後にクーナと温泉を楽しもうとしたが、いろいろと邪魔が入って目的を達成できなかった。

			　おかげで、温泉ではなく自室でさみしくお湯と濡れた布で体を拭くなんて羽目になった。

			　そのリベンジを果たそう。

			　さっき、俺のことを体力がないとからかった仕返しもついでに行うと決めた。

			　俺が突然風呂場に現れたら、クーナは驚くだろう。

			　……クーナもアンネも、普通に頼めば一緒にお風呂ぐらい入ってくれるとは思う。

			　だが、それでは仕返しにならない。驚かせてやらなければ意味がない。

			「ソージくん、なにか変なこと考えてないですか？」

			「そんなことないさ。それよりはやくライナの家に行こう」

			　クーナのジト目を軽くいなす。

			　クーナはそれ以上追及するつもりはないのか、少し速足でライナの家を目指し始めた。

			　彼女のキツネ尻尾(しつぽ)が揺れている。いつ見ても美味しそうな尻尾(しつぽ)だ。むしゃぶりつきたい気持ちをこらえながら彼女の背中を追いかける。

			「ソージ、土産に持ってきたモルグワイバーンは鍋にして食うとうまいと言ったな」

			　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、ライナが問いかけてくる。

			「スキヤキ……甘めのタレを浅めにひいて半分焼きながら煮込んで食べる鍋にするとうまいんだ」

			　すっかり魔物料理にはまったライナのために、今回も魔物の肉を持って帰ってきた。

			　新しい魔物に出会うたびに「こいつはうまいのか？」としつこく聞いてくるぐらいのはまりっぷりだ。

			　ちなみに今回の獲物であるモルグワイバーンは、緑の鱗をまとった小型のワイバーン。身は筋肉質の筋だらけ、似ても焼いても食えないが、不思議と尻尾(しつぽ)の肉はうまい。たんぱくだが旨みが強く、少し硬いが噛めば噛むほど味が出てくる。

			　スキヤキにすると絶品。高級な地鶏を味わっているような気分になるのだ。

			　スキヤキの仕込みなら数分で終わる。

			　家に戻って仕込みをしてから、風呂に向かったクーナたちを追いかけても間に合うだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　料理の仕込みを終わらせた俺は、シリルの家に向かう。

			　もちろん、温泉を借りるためだ。

			　数分先に出たクーナとアンネがすでに温泉につかっているはずだ。

			　もてる技術のすべてを駆使して音を立てずに忍び込む。

			　一応、きっちりクーナの母であるクウさんには温泉を借りると伝えてある。彼女は、楽しそうに、がんばってと言ってくれた。

			　理解がある人で助かった。

			　脱衣所で服を脱ぎながら耳を澄ませる。クーナとアンネの声が聞こえてきた。

			「尻尾(しつぽ)の毛が痛んじゃっています。たっぷりお手入れしないと。アンネ、そこの香油とってください」

			「……いつも思うのだけど、クーナはいつも髪より先に尻尾(しつぽ)の手入れをするのね」

			「当然じゃないですか！　尻尾(しつぽ)は女の命ですよ！」

			「そっ、そう」

			　火狐独自の価値観にアンネは若干引き気味だ。

			「好きな人には、いつも最高の尻尾(しつぽ)を見てほしいじゃないですか。それに、ソージくん、最近暇さえあれば触ってくるんです。ふぉっくすは、そんな軽々しくやっていいものじゃないのに、まったくソージくんときたら」

			「あなた、セリフと口調があってないわよ。すごくうれしそうだし、気持ちよく触ってもらうために手入れをがんばっているのよね？」

			「ちっ、違います！　私はふぉっくすが大好きな、いやらしい子じゃないですから」

			「そういうことにしておくわ。私もソージがたまに髪を手に取って匂いを嗅ぐのが、ちょっとだけ好き。少しはクーナの気持ちがわかるつもりよ」

			「ソージくんがそうするのも納得ですね。アンネの髪、さらさらできれいで。私も触りたくなります」

			　そうして、二人のじゃれついてはしゃぐ声が聞こえる。

			　きっと髪や尻尾(しつぽ)を触りあって遊んでいるのだろう。

			　それにしても、そんなに俺のことを思ってくれているのか。少し、照れるじゃないか。

			　勢いよく扉をあけて温泉に向かう。シリルの家にある温泉は広くて大きい露天風呂だ。最高の開放感を味わえる。

			「クーナ、アンネ。とっておきの入浴剤を持ってきたんだ。ここの湯の質はいいけど、俺が調合したこいつを入れると、もっと疲れがとれるんだ」

			　俺は堂々と風呂場に入り込んだ。

			　そんな俺を見て、クーナが顔を赤くして、なっなっなっ、っと言いながら顔を震わせる。

			　アンネのほうは若干顔を赤くすると手で胸を隠しつつ、しょうがないなと苦笑した。
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			「何、入ってきてるんですか、ソージくん!?」

			「俺も汗をかいたから温泉を楽しみたくてね」

			「私たちが出るまで待っていてください！　っというか、母様は止めなかったんですか!?」

			「三人でゆっくり温泉を楽しむって言ったら『まあまあ、若い人たちはお盛んですね。がんばってきてください。私も久しぶりに、シリルくんとルシエと一緒に三人で楽しみたくなりました。さっそく今晩にでも』って言ってくれたよ」

			「母様のばかぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、絶対勘違いしているじゃないですか!?　それに、親の情事を娘に聞かせないでくださいよ!!」

			　ふむ、動揺しているせいか、いつもより声が大きい。

			　アンネを見ると、お湯を被ってから湯船につかり体を隠している。

			　惜しみなく全裸を晒(さら)しているクーナとは大違いだ。

			「クーナ、落ち着きなさい。一緒にお風呂に入るぐらいで今更騒がない。今までもっとすごいことをしているわよね」

			「それは、そうですけど。というか、なんでアンネはそんなに落ち着いているんですか!?」

			「一緒のお風呂は初めてじゃないわ。前回は私がソージの入浴時間に入り込んだわね」

			「いったい、アンネは何しているんですか!?」

			　あのときは良かった。

			　お風呂だけではなく、その場の勢いでいろいろと楽しめたものだ。

			「落ち着くんだクーナ。俺がここに来たのを今更どう言っても始まらない。あとは楽しむしかないだろう」

			「ううう、でも明るいうちからですよ。アンネと一緒ですよ。ここ、私の実家ですよ」

			　そう言って涙目になるクーナは非常に可愛い。

			　これでこそ、ここに来た意味があったというものだ。

			　俺はお湯を被り、湯船に向かう。

			　そして、お手製の薬効が高い入浴剤を溶かし湯船につかる。

			　ふむ、錬金術の粋を集めただけあって、いい気持ちだ。体の芯まで温かくなり疲れが消えていく。

			「本当にいい入浴剤ね」

			「無駄に気合を入れて作ってみた。薬効も当然だが魔術的な要素も少なくない」

			「ソージのそういうところ嫌いじゃないわ」

			　アンネがしなだれかかってくる。温泉以上に触れた肌が温かい。

			　強烈な視線を感じてそちらを向くと、クーナが頬を膨らませていた。

			　そして、こちらに大股で歩いてきて、アンネとは反対側に座り、もたれかかってくる。

			　クーナは恥ずかしがり屋だが、それ以上に寂しがり屋だ。仲間はずれを一番嫌う。

			「今回は特別ですからね」

			「ああ、ありがとう。二人と一緒に入ると、いつも以上に気持ちいいよ」

			「……気持ちいいことはしちゃだめですよ」

			「ただ、お風呂に入るだけだよ」

			　クーナは三人で一緒にというのをすごく嫌う。

			　まあ、そういう性癖なんだろう。

			　俺的には三人一緒も、それはそれで好きなんだが。

			「ソージ、クーナは嫌がっているようだけど。私はいいわよ。その気になったら、好きにしてね」

			「ああ、もう、アンネは、もうぅぅぅぅ！」

			　アンネはそんなクーナをからかって楽しむ。

			　クーナの表情がころころ変わって面白い。

			「ソージ、ちょっと悩んでいることがあるのだけど、相談に乗ってもらえないかしら」

			「なんだ、話してみろ」

			「避妊するかどうかを悩んでいるの。私はオークレールの血を絶やさないために、将来的に絶対にソージの子を作らないといけないけど、子供を作ると【魔剣の尻尾(しつぽ)】として活動できなくなるわ。だから、避妊はすると決めていたのだけど……もしかしたら、私かソージが死んでしまうような戦いをすることになるって考えると、先に子供を作っておいたほうがいいかもって思うようになったの」

			　クーナは、一瞬顔を真っ赤にして突っ込みかけたが、アンネの顔が真剣そのものだったので押し黙る。

			　子供か。

			　確かに、今できると困る。俺たちは少しでも強くならないといけない。

			　だが、アンネの言う通り、俺でも勝てないような敵が現れて、どちらかが死ぬかもしれない。

			　そうなる前に、アンネの望みであるオークレールの血筋の継続を叶えるため、前もって子を作るのも正しい考えだ。だが――。

			「避妊はしっかりしよう。俺はアンネに誓うよ。子供ができるまでは絶対に死なないし、アンネも殺させない。だから安心して強くなることに集中してくれ」

			「わかったわ。もし、先に死んだら絶対に許さないわ」

			「ありえないな。俺が死んだら、アンネを守れないから」

			　アンネが笑ってくれた。

			　これでひとまずは、解決しただろう。

			　クーナのほうに置いた左手が引っ張られる。

			「……ソージくん、アンネばっかりずるいです。私とも約束してください。私だって、ソージくんとの子供が欲しいです。だから、いつか全部終わったら、ちゃんと」

			「ああ、約束する。俺はクーナのことが大好きなんだ」

			　クーナがはにかみ、さきほどより体重を強く預けてくる。

			　だめだな。ちょっとこれはまずい。

			「クーナ、アンネ。こうやって押しかけてなんだが、俺はちょっと二人をからかって、温泉に入るだけで終わらそうと思っていたんだ」

			「ええ、それは初めからわかっていたわ。ソージは変なところで小心者だから」

			「わっ、私も、とっ、当然、見破っていましたよ」

			　さすがはアンネ。クーナはもう少しがんばりましょう。

			「だけど、ちょっと今のやり取りで二人が可愛すぎて。今、この場でやりたくなった」

			　さすがに、この状況で我慢できるような鋼の精神をもっていない。

			　俺が悪いんじゃない。二人が悪いんだ。

			「わかったわ。私にいい考えがあるの。クーナ、ソージがこのまえ教えてくれたじゃんけんをしましょう」

			「へっ？」

			「クーナは、三人でするのはずっと嫌がっているわよね。だから、負けたほうが先に出ることにしましょう」

			　アンネのあまりにもぶっ飛んだ発言に言葉を失う。

			　クーナもそれは同じのようだ。顔を伏せて、可哀そうなぐらいに顔を真っ赤にする。

			　それからしばらくして、蚊の鳴くような声を漏らした。

			「……今日だけは特別です。いいです。三人でも、その、今日はそういう気分です」

			　そう言った。

			　あまりにも可愛くて、今すぐ押し倒したくてしょうがない。

			「クーナ、おまえはやっぱり可愛いな」

			　俺はもう、その欲望に逆らわずクーナを押し倒し、キスをして、尻尾(しつぽ)の弱いところを攻める。

			「ひゃう、ソージくん、いきなり」

			　さあ、今日は初めての三人での情事だ。

			　それも昼間から温泉、なおかつクーナの実家。

			　そういったシチュエーションが逆に興奮に繋がる。

			　これはなかなか楽しめそうだ。たっぷりと、味わわせてもらおう。

		

	
		
			　

			第11話　たどり着いた答え

			　

			　朝食を済ませた俺はライナの家を早朝に出発した。

			　歩きながら、昨日のことを思い出す。昨日は本当に良かった。

			　温泉でたっぷりクーナとアンネを可愛がったのだ。

			　少し楽しみすぎたせいで夕食の時間が遅れ、ライナにどやされてしまった。

			　……それを踏まえてなお、価値のある時間だった。

			「そろそろ、二人に魔石を与えてもいいころか」

			　俺はあえて魔石を与えていなかった。

			　理由の一つとして、これまではランク２としてはかなり過剰な魔石の力が体の中に渦巻いていた。

			　それを体になじませてからじゃないとさらなる投与は危険だ。過剰に魔石を与えることによってランクを無理やり上げる手法もあるが限度がある。

			　さらに言えば、ランクを上げる際に必要なのはたくさんの魔石だけではない。

			　限界を超える死力を尽くした戦いも有効な手段の一つだ。今のランク３の魔物との命をかけた戦いは絶好の機会だ。

			　だが、時はきた。

			　投与済みの魔石はすべて体に馴染み、限界を超える戦いを繰り返したことで魂(たましい)は新たな力を切実に望んでいる。

			　この状況であれば、新たな魔石を受け止める容量が準備できていることもあり、魂(たましい)が求めるだけの力を注ぎ込めば自然とランク３に至るだろう。

			　次の魔石投与のタイミングでランク３になる確信があった。

			「もし、半年もしないうちにランク３になったなんて知ったら、あいつらは絶対に信じないだろうな」

			　なんとなくプレイヤー仲間のことを思い出す。

			　俺たちプレイヤーの叡智をもってしても、今回のようなハイペースでランク３に至るのは不可能だ。

			　俺も一人では絶対に無理だっただろう。

			　それができたのはきっと……クーナとアンネがいたからだ。

			　俺は彼女たちを守っている。だが、それ以上に彼女たちに守られている。

			　さあ、行こうか。

			　彼女たちに誇れる俺であるように、新たな力を掴むのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シリルの工房にたどり着いた。

			　ノックし、返事を待ってから中に入る。

			　今日、この場で自らの武器とクーナの剣を作り上げる。

			　いつも以上に気持ちが高ぶっていた。

			「ソージ、よく来たね。……驚いたな。もう、古典魔術をほぼほぼ使いこなしているんだ」

			「よくわかりますね」

			「魔力の流れを見るとだいたいはね。今まで君は魔術回路内に循環する魔力しか意識していなかった。だけど今の君は、自らの存在からこぼれ出る魔力を押しとどめて纏(まと)わせている。いいね。それこそが古典魔術師の在り方だ。近代魔術師のスタイルとの共存、見事だよ」

			　さすがはシリルと言ったところか。

			　一目見ただけで、俺のすべてを見通したようだ。

			「さて、ソージ。もう君に古典魔術で教えるべきことはない。君なら……」

			「ルールを知れば、あとは好きに応用できる。でしょう？」

			「その通りだよ。まあ、教えろと言われても厳しいんだけどね。古典魔術は基礎の基礎を除いて一人ひとり感覚がまるで違う。廃れたのもそれが大きな理由だね。積み上げたものを共有できない。どれだけ優れた魔術師が発展させて体系化させようが、古典魔術は一代限りなんだよ。方式自体は優れているのにね」

			　俺は頷く。

			　古典魔術の魔術としての方式自体は優れている。

			　術式の構築なしに発動が可能なため、展開の速さは特に魅力的だ。

			　逆に弱点は、安定性のなさと大規模な術の行使が難しいということ。

			「実戦ではむしろ近代魔術より優れているかもしれない」

			「俺も同意見だよ。さて、おしゃべりはこれぐらいにしておこう。答え合わせをしようか。君が黒の剣から学び取ったすべてを教えてくれ」

			　シリルが微(ほほ)笑(え)みかけて来て、俺も微(ほほ)笑(え)みを返す。

			　最高の教科書である黒の魔剣をもらった。

			　黒の剣に使われた技法の分析結果をシリルに一つ一つ話す。

			　そして、シリルは俺が想定した黒の剣に使われた技法に対しての評価を行う。

			　それだけでは終わらない。

			　俺たちプレイヤーが積み上げてきた知識によるさらなる改良案を提示する。

			　シリルによって与えられた未知の技法をさらに昇華させる。

			　黒の剣の技法は俺たちの作り上げた技法を上回る。

			　だが、すべてが劣っているわけではない。勝っている部分もあるし、新しい発想を得た今なら培った知識と経験で先を行くことができる。

			　それこそが、俺たちイルランデプレイヤーが繰り返してきたこと。

			　口を開けてあるがままを受け入れる。そんな無能を晒(さら)せるわけがない。俺たちの努力を、経験を、時間を、研(けん)鑽(さん)を、無駄になんてするものか。

			　俺にはイルランデプレイヤーとしての誇りがある。

			　その一心で考え抜いて、結論付けた究極の技法を丁寧に解説していく。

			「驚いたよ。ここまで圧倒されるなんてね。君は本当に貪欲だ」

			　シリルは心底うれしそうだ。

			　彼は冷静に俺の提案した技法を評価し、アドバイスをくれる。

			　自分の技法を上回られても素直に受け入れ、よりよくするための知恵をくれる。

			　それを見て、改めて思う。彼は大人なんだ。

			　もし俺なら、どうしても対抗意識を隠しきれない。

			　とはいえ、そのことを恥じるつもりはない。子供だからこその意地がある。

			「シリルさん。俺たちは立ち止まらないから、ここまでこれたんです。みんなで競い合って、協力し合ってきた。一人じゃここまでできなかった」

			「……たしかに一人じゃ、無理だな。君たちだから、それだけのものを積み重ねることができた。そんなことわかっていたはずなんだけど、少し羨ましいな。ソージ、このまま詰めていこう。新たな技法で作る剣、その設計図はすでに描いているのだろう？」

			　俺はにやりとする。

			　当然だ。技法とはすべて、望む成果物を得るための過程でしかない。

			　きっちりと、新たな技法を活かし到達する目的地を定める。

			「ええ、当然。それで一つお願いが」

			「わかっている。気兼ねなく俺を使え。一人では君の望む武器を作れない。……俺と同等の魔術師が二人いる。でなければ、ここまでたどり着けない。まったく、こんな技法を採用するとはね」

			　ばれていたか。

			　どうしても一人では俺の望む剣は作れない。

			　だからこそ、シリルの力を借りたかった。

			　ただ、葛藤がないわけではない。自分一人で作らないと意味がないとは思う。それでも、手が届く最高の武器の姿から目を背けることができなかった。

			　シリルはそんな俺に向かって笑いかける。

			「安心しろ。俺は君の指示の通りに動く手足だ。君の武器もクーナに渡す剣も君の作り上げた武器だ。念のためユキナも呼ぼう」

			「ユキナをですか？　彼女は酒造りが専門じゃ」

			　ユキナはクーナの兄であるライナの養子で、クーナの姉代わりでもある銀色のクールな火狐だ。特に戦闘能力に優れているとは聞いていない。仕事も酒造りでこの場には似つかわしくない。

			「ユキナは、火力自体は大したことがないけど、調整は0.1℃単位、時間もコンマ二桁。加熱面積は1mm²単位でコントロールができる」

			　俺は絶句する。なんて精度だ。

			　それは本当に人にできることなのか？　火に愛された火狐といっても限度がある。

			「シリルさん、ありえない。それは酒を造るために必要な技能じゃない。第一――」

			　そんな規格外はあなたの直系の子供以外ありえない、と言いかけて止めた。

			　それを聞いていいかがわからない。

			　もし、そうだとすれば……それは。

			「あの子はね、昔母親の影響で鍛冶をやっていたんだ。俺もユキナを鍛えている。わけあって今は別の道を進んでいるけどね。さあ、ソージ。これで火の心配もない。俺という魔術装置もある。望むがままに槌(つち)を振るえ。俺とユキナを使ってつまらないものを作ったら許さないぞ」

			　挑戦するような瞳だ。

			　ここで物怖じする？

			　ありえない。俺は、世界最高の魔術師だ。

			　こんな最高の舞台で引くものか。最高に興奮する。

			「ええ、あなたとユキナを使いこなして見せます。とちらないでくださいね」

			　真っ向から受け止める。

			　これで準備は終わり。

			　新たな武器を考えたときに、俺の強みを生かすことをもっとも重視した。

			　俺の強み。最高の槍の腕、武技、使用可能な魔術の数、無数の経験から培った対応力。

			　そのすべてを生かした最高の武器を作る。

			　今のオリハルコンを状況に応じて変形させる戦いは、ある意味もっとも俺のスタイルに合っているのだ。

			　その強みを消さないまま進化させる。さあ、今から最高の武器を作り上げて見せよう。俺以外が使用することを一切考慮しない、世界で唯一の俺だけの武器を。

		

	
		
			　

			第12話　機械魔槍ヴァジュラ

			　

			　シリルの力を借りて俺の新たな武器を作りあげる。

			　武器を作る際には複数の魔術が必要となる。

			　素材を加工可能な状態に変質させる魔術。

			　素材を変形させる魔術。

			　素材を鍛えあげる魔術。

			　段階的に順番に行うのが普通だが、各工程を行っている間に素材にストレスがかかり続ける。最高の武器を目指す設計のため素材への負荷も大きい。負荷を与える時間を最小限に抑える必要がある。

			　一人でやればどれだけ手際よくやっても、素材が耐えきれない。

			　すべての工程をほぼ同時に行う必要があるのだ。

			　なら、どうすればいい？　一人でだめなら二人でやればいい。

			　そのためにシリルの手を借りて、ほぼ同時に複数の工程を走らせる。

			　シリルが俺とユキナの目を順番に見て口を開く。

			「よし、ソージの目指す武器の最終形と工程は理解した。ユキナ、火の調整は任せる。おまえなら最適な炎を肌で感じて出し続けられるだろう」

			「愚問。任せて」

			　ユキナが小さく頷く。今回の武器づくりにあたって、クーナの姉代わりであるユキナも力を貸してくれる。彼女の力により理想的な炎が提供される。

			　シリルが助手につき、ユキナが炎を管理する。これ以上に恵まれた作業環境は、この世には存在しないだろう。

			「ソージ、材料は揃っているようだね」

			「エルシエはすごいですね。まさか、ほしいものが全部売っているとは思いませんでした」

			「高位の素材になるほど加工が難しい。扱える錬金術士がエルシエの外にいないからエルシエ内で使うしかなくてだぶつく。困ったものだよ」

			　シリルが苦笑した。

			　今回使う素材は、オリハルコン、ミスリル、隕鉄、チタン、タングステン。ほかにも金属と似た性質を持つティラノの逆鱗を混ぜ込んだものをメインに据える。

			　これらの材料を適切な割合で混ぜ合金にすれば、しなやかで強い金属が生まれる。プレイヤーたちの研究成果の中でこれらを作った合金が、武器の素材としてはもっとも優秀だと結論が出ている。

			　ティラノの逆鱗は、俺たちがまだランク１のときに挑んだいわく付きの魔物の素材だ。俺の武器とクーナの武器に使おうとずっと温存していた。

			　この逆鱗は金属的な性質をもつだけではなく、ティラノの魔力を操るための中核となっていたものだ。金属に混ぜ込めば魔術的な親和性が大きく向上する。

			　刀身にはこの合金を使うが、それ以外にも様々な魔物の素材を使う。それらはエルシエで買いそろえた。

			　シリルやこの街の戦士たちが定期的に地下迷宮の最深部付近まで行って、迷宮から魔物が溢れないように間引きしているおかげで、信じられないほど高ランクの魔物の素材が売られている。

			　たとえば、ランク４の魔物クルレッド・スパイダーの糸。超軽量で、目に見えないほどの細さでありながら、五〇トンもの重量を吊り上げられ、なおかつ魔力をよく通してくれる夢のような素材。オリハルコンを変形させた糸よりも性能がいい。

			　たとえば、ランク４の魔物インフェルノ・リザードの外皮。こちらも信じられないほど軽量ながら、斬撃に異常に強く炎や冷気に圧倒的な耐性を持ち、生半可な魔術をはじく魔術耐性まである。これをグリップに使うなんて贅沢もできる。

			　非常に優秀な素材ではあるが、シリルの言う通り加工するにもそれなりの技術を要求される。使いこなせる者は少ないだろう。

			　シリルと見つめあい、お互いの呼吸をシンクロさせる。

			　全工程を二人で同時に進行する。そのためにはコンマ数秒以内の誤差で、超高難度の魔術を複数展開しながら相手に合わせる必要がある。

			　もし、シリルが相手でなければ試そうとすら思わなかった。

			　それほどまでの無謀な作業だ。

			　だが、不安はない。ここにいるのは世界一の魔術師であるシリルと世界一になる予定の魔術師である俺だ。

			　俺とシリルがいて、不可能な魔術などあるものか。

			　シリルと呼吸だけでなく心臓の鼓動までシンクロさせる。同時に術式を組みあげる。

			　ともに、魔術の到達点とも呼べる美しい術式が紡がれた。

			「「さあ、始めよう」」

			　まったくの同時、同じセリフを放った。

			　次々に術式が展開する。

			　金属が溶け、鍛えられ、重なりあい、混ざりあい、さらにいくつもの変化を受け入れ、強くなり、一つになる。

			　完成した合金に対して古代魔術による魔術式を使わない魔術が刻まれる。

			　存在そのものに対する魔術付与(エンチヤント)だ。

			　それを終えると錬金で加工し形を変えていく。

			　形を変えながら、今度は魔術式を刻み込み、形に意味を持たせる近代魔術による魔術付与(エンチヤント)を施す。

			　合金が一秒単位で次々に形を変え最終形に近づいていく。

			　もちろん、魔術だけではない。魔術による加工と並行して俺とシリルの腕は物理的な加工作業を行っている。

			　魔術と鍛冶技術の極致が目の前で広がる。

			　やばい、楽しくなってきた。

			　俺一人ではここまでできない。目の前にいる世界最高の魔術師に引っ張られている。

			　シリルがペースをあげる。到底ついていけない速度のはずなのに、俺自身の技量が上昇し、それができるステージまで引き上げられる。

			　景色が変わる。こんな景色を見るのは初めてだ。

			　間違いなく、俺は今、魔術師として次のステージに進んだ。

			　熱い。どこまでも体が熱い。

			　最高の気分だ。

			　時間もまばたきも呼吸も忘れて、ただ武器づくりに打ち込む。

			　無数のパーツが目の前に完成し、それらを組み立てる。

			　ハイになった頭が真っ白になっていく。

			　魔力も気力も集中力も体力も精神力も全部空っぽになりそうだ。

			　だが、あと少し、あと少しだけもってくれ。

			　パーツは完成した。あとはくみ上げるだけだ。

			　加工した合金たちと、下処理を施した魔物の素材。それらが形作るのは、俺のためだけに作られた武器。

			　俺がもっとも得意とする、さまざまな機構をもったからくりの槍。

			　機械魔槍ヴァジュラ。

			　巨大な両手槍。暗い銀色で機械槍独特のさまざまな機構が威圧感を与える。

			　神の雷撃の名に恥じない神域の槍。

			「できた、これが俺の新しい武器」

			　全工程の終了。

			　立っていられず、その場に座り込む。そしてせき込んだ。ひゅーひゅーと情けない音が漏れる。

			　ドロッと生温かいものが口の上を流れていた。血だ。鼻血が流れ出ていた。

			　喉もからからでかすれている。

			　両手両足は震えだし、極限までの酷使に体が抗議を始め、焼けきれそうなほどに回転させた脳は思考をかき乱し不快な頭痛を発生させる。

			　出血は加護のおかげで止まったが、こういう疲労の類には加護が働かない。自力で治す必要がある。

			　ひどいありさまだ。剣を鍛えただけで死にかけている。今の俺ならゴブリン相手にすら勝てるか怪しい。

			「ソージ、よくやった。認めるのは癪(しやく)だが、槍を作る、その一点で君は俺を超えた。これほどのものは俺にも作れない」

			　シリルが微(ほほ)笑(え)みかける。

			　このハイ・エルフは俺がこうして死にかけているにもかかわらず、まだ余裕がある。恐ろしい。

			　なにせ、今回の作業の負荷はシリルのほうが多かったのだ。俺の頭に描いた工程にシリルが合わせている。俺以上の速度と精度がないと破綻しているのだ。

			　そんな状況で途中からシリルに引っ張られた。

			　ああ、悔しいな。ぜんぜん勝った気がしない。

			　呼吸を整えろ。魔力を魂(たましい)から搾りだせ。気を集中して体を癒せ。

			　まだ眠るわけにはいかない。

			「さあ、シリルさん。もう一本行こうか。次はクーナの武器だ」

			　俺の武器だけじゃだめだ。クーナの武器も作る。

			「やめておけ。死ぬぞ？　それぐらいわかるだろう。君は今、自分の限界を超えた力を使った。体も脳も魔術回路も魂(たましい)も悲鳴をあげてる」

			　わかっている。

			　限界を超えて次のステージに踏み入れた。そこはまだ俺には早い。

			　だけど、今でないとだめな理由がある。

			「限界を超えた力を振るう感覚をつかめそうなんだ。今、ここでもう一度その領域に踏みこまないと、二度と立ち入れない。今じゃないと俺は殻を破れない」

			　今、眠ってしまえばこの感覚をものにできない。

			　俺は完成された魔術師だ。その魔術師が先に進める機会なんて、そうそう訪れるわけがない。だから、命をかける価値がある。

			　俺はクーナとアンネに誓った。世界最強の魔術師になると。そのためには、ここは先に進むしかない。

			「ぷっ、あはははは。すごいな。ここまで魔術馬鹿だとはね。いいよ、君の覚悟は受け取った。しょうがないな。まさか、ここで使うとはね」

			　シリルが小瓶を投げわたしてくる。

			　中には、青い液体が入っている。

			「これは？」

			「エリクサー。伝説の霊薬だ。これを飲めば魔力も気力も体力も戻る、傷も癒える」

			「そんな都合のいい薬があるのか」

			　この世界では傷を負えば、加護が癒してくれる。

			　だけど魔力や気力、体力が戻る薬なんて聞いたこともない。

			「まあね。加護があるからそこまで使う機会もないけど、俺の切り札の一枚だ。ハイ・エルフである俺にしか作れない霊薬だよ。一つ作るのに一年かかる。心して使うことだ」

			　ハイ・エルフ……つまりはシリルしか作れず、一年もの歳月がかかる霊薬。

			　その価値は計り知れない。金をいくら積んでも手に入らないだろう。もし、無理に値段をつけるとすれば、少なくとも城二つ分ぐらいの価値はあるはずだ。

			「いいんですか？　こんな貴重なものを」

			「君はやめろと言っても聞かないだろう。君の行きつく先を見てみたい。こんな刺激的な時間は久しぶりだ。実は俺も興奮しているんだ。何より、可愛い娘を未亡人にはしたくないんだ」

			「お言葉に甘えます」

			　エリクサーを飲み干す。

			　体に力が満ちる。

			　内心疑っていたがこれは本物だ。体調が万全の状態になる。

			　深呼吸。息が整う。頭が冴えた。これならいける。

			「では、シリルさん、もう一ラウンド行きましょうか」

			「そうだね。夜食をルシエとクウに用意するようにお願いしている。それまでに完成させよう」

			　再び、俺とシリルはシンクロする。

			　さあ、行こうか。さきほどたどり着いた限界の先、そこに再びたどり着き感覚をものにする。

			　俺は、その先に至る。

			　極限の集中状態に入り、そして……俺たちはクーナの剣を鍛え始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、ついにクーナの剣が完成した。

			　今、俺の手の中に二振りの短剣がある。

			　よろめいて、壁にもたれ、そのまま崩れ落ちた。

			　もうだめだ。指一本動かせない。

			　夜食、作ってもらっているのに悪いことをしたな。食事なんて絶対無理だ。

			　だけど、きっちり目的は果たせた。

			　この剣はクーナが持っていた【紅空】を上回る。名前はクーナに決めてもらおう。

			　俺は掴んだ。もう、あの領域にいつでも自由に立ち入れる。

			「ソージ、君はすごいよ」

			　シリルの声が遠い。意識が遠のいていく。

			「さすがはクーナが選んだだけのことはある」

			　返事をしないと。

			「ああ、聞こえていないか。さすがにエリクサーはもうあげられないかな。素直に眠るといい」

			　そうさせてもらう。もう目を開けていることすら面倒だ。

			「……俺がいなくなったあとも安心かな。君になら任せられる。ソージ、君を巻き込んでしまってすまない。そしてありがとう。娘を頼む」

			　俺は目を閉じる。

			　瞼(まぶた)を閉じると、クーナの笑顔が脳裏に浮かんできた。きっと、この剣を渡せば、俺の脳裏にある笑顔より素敵な笑顔を見せてくれる。

			　それが楽しみだ。

			　俺は剣を抱いて眠りに落ちる。はやく、クーナに会いたいな。

		

	
		
			　

			第13話　果たされた約束

			　

			　夢を見ている。

			　何度も繰り返した夢だから、目を覚まさなくても夢だとわかる。

			　彼女は最後に微(ほほ)笑(え)んで、それから動かなくなった。

			　次は絶対に助ける。俺はそう誓って……。

			「クーナ、顔が近い」

			　目を覚ますとクーナが俺の顔を覗き込んでいた。

			「なっ、なっ、なっ、ソージくん、いきなり起きないでください！　驚くじゃないですか!?」

			　クーナがその場でしりもちをつき、後ずさる。

			　よほどびっくりしたのか、自慢のもふもふキツネ尻尾(しつぽ)の毛が逆立っている。

			「寝込みを襲ってくれても構わないが、やっぱりキスは起きているときのほうがうれしいかな」

			「ソージくん、別に私は寝込みを襲ったわけじゃ」

			「いや、この状況はそれ以外考えられないだろ」

			　体を起こし、肩を回す。

			　少し頭痛がした。

			　武器づくりをがんばりすぎたようだ。限界を超えて体を酷使したせいで、ぶったおれたのだろう。

			　状況を推測。クーナは俺の世話をしてくれていて、ついむらむらして寝込みを襲おうとした。

			「ちがっ……わないです。ソージくんの寝顔が可愛くて、つい、その……魔が差したんです」

			　クーナが顔を逸らしながら弁明する。

			　男としては寝顔が可愛いと言われてもあまりうれしくないが、クーナが自分からキスをしに来てくれたのはうれしい。

			「クーナ、こっちに来てくれ」

			　クーナはおそるおそるといった様子でゆっくり近づいてくる。

			　右手でデコピンの形を作りクーナのおでこの前に手を伸ばす。

			　お仕置きだと思ったクーナが俺の目論見通りに目をつぶった。

			　デコピンの構えを解いて、クーナの顔を引き寄せてキスをする。しっかり舌を入れて絡ませた。

			　クーナが目を見開く。

			　たっぷり楽しんでから彼女を解放する。

			「いきなり、何するんですか！　心臓が止まるかと思いました」

			　クーナが真っ赤な顔で、大きな声をあげる。

			　こういう反応をしてくれるから、からかうのをやめられない。

			「キスをしたがってたから、してあげただけなんだけどね」

			「ううう、そう言われると反論ができないです……」

			　彼女は恨めしそうに俺を見ていた。

			　さて、からかうのはこれぐらいにしておこうか。

			「ここはどこだ？」

			　見慣れない天井だ。ライナの家の部屋ではない。

			「私の実家です。私とアンネはそれぞれに特訓がありますし、兄様とユキ姉様はお仕事で留守にしているので、母様たちがソージくんの看病をしてくれました」

			「迷惑をかけちゃったな」

			　自分でも、無茶をした自覚はあった。

			　だが、あそこで無茶をしなければ新たな世界に踏み入れた成果を無駄にしていた。

			　魔術師としては必要な無茶だ。

			「そう思っているんだったら、次から気をつけてください。ソージくんはまる二日も目を覚まさなくて。本当に心配したんですよ」

			「そのことはあやまるよ。でも、今回と同じ状況になれば繰り返す。魔術師として譲れない一線だ」

			　クーナは俺の言葉を聞いて、頬を膨らませる。

			　だが、少しすると苦笑に変わった。

			「ソージくんはしょうがないです。魔術のことになるとぜんぜん譲ってくれないんですから」

			「最強の魔術師になるってクーナに約束したんだ。無茶をしないでそこにたどり着くことはできないんだよ」

			　立ち上がり、異常がないかを確認する。

			　少し体がなまっているが問題ない。

			　今からでも、特訓を開始できる。

			「クーナ、俺が鍛え上げた武器たちはどこにあるか聞いてる？」

			「それなら、父様が倉庫に運び込んでいます。案内しますよ」

			「ああ、頼む」

			「体は大丈夫なんですね？」

			「問題ない」

			　クーナが疑わし気な目で俺を見ていた。

			「強がりじゃないから安心してくれ。こういう嘘はつかないようにしているんだ。強がりはクーナたちを巻き込むからな。無理なら無理って言うさ」

			「信じます。じゃあ、行きましょうか」

			　クーナが尻尾(しつぽ)を揺らしながら背を向ける。

			　クーナの尻尾(しつぽ)、もふもふで可愛らしい最高の尻尾(しつぽ)だ。

			「ひぎゃっ、やっ、ん。ソージくん、いきなりふぉっくすなんて、尻尾(しつぽ)。あっ」

			　たまらず尻尾(しつぽ)を揉む。クーナの敏感なところを攻めると色っぽい声をあげる。

			　相変わらず、クーナの尻尾(しつぽ)は最高だ。クーナが立っていられなくなってその場に座り込む。

			　そんなクーナを見ると、こっちもたまらなくなってくる。

			　二日寝ていたということは二日溜まっていたということ。

			　腰砕けになった彼女をお姫様抱っこし、ベッドまで運ぶ。

			「あの、ソージくん、まさか、今ここでですか」

			　息を切らせて、潤んだ瞳でクーナが俺を見上げる。

			　吸い寄せられるようにキスをして、クーナの上着に手をかけた。

			「母様たち、来ちゃうかもしれないです。んっ、ソージくん、そんなところ舐め……」

			　ここまで来たら止まれない。

			「クーナが尻尾(しつぽ)で誘惑して、エッチな反応するからがまんできなくなった」

			「そんなっ、いいがかりです」

			「クーナもそういう気分になってない？」

			「……少しだけ。きゃっ」

			　よし、同意はとれた。

			　なら、少しだけ楽しもう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ソージくんのばか！　ばか！　ばか！」

			　シリルの倉庫で真っ赤な顔をしたクーナにぽこぽこぽこと殴られていた。

			　いや、びっくりした。

			　まさか、クウさん……クーナの生みの親が本当に来てしまうとは。

			　空気を読んだ彼女は、ごゆっくりと言ってすぐに出ていったが、クーナはかなりショックを受けていた。

			　まあ、その後も楽しんだが。

			「悪かった。今度、クーナの好きな甘いお菓子を作るから許してくれ」

			「ううう、許さないです！　ソージくんのエッチ！　どこでも発情して！　少しは自重してください！」

			　珍しく、本気で怒っている。

			　それでも、ちゃんと倉庫へ案内してくれるあたり、クーナの人の良さがうかがえる。

			「ソージくんなんて知らないです。もう、私は帰ります」

			　踵を返して去ろうとするクーナの手を掴む。

			「待ってくれ」

			「なんですか、今度はここで押し倒すつもりですか？」

			　それもいいかと思っていると、ゴミを見るような目を向けられた。

			　うん、ある程度の自重は必要だな。

			「クーナに渡したいものがあるんだ。さっきのお詫びというわけじゃないけど、少しだけ時間をくれ」

			　見つけた。

			　今回、クーナのために作った剣だ。

			　二振りの短刀。

			　短剣ではなく短刀だ。片刃かつ細身。反りがある。

			　クーナの戦闘スタイルに合わせて、持てるすべての力をこめて作った。

			「受け取ってくれ。これがクーナへの結婚指輪だ」

			「これ、もしかして」

			　クーナが二刀を鞘(さや)から抜き放つ。

			　一本は緋色の刀身。もう一本は空色の刀身だ。

			「それぞれ、クーナが炎を込めると特別な力を発揮するように作ってある。自信作だ」

			「本当に、私のために剣を作ってくれたんですね」

			　昔のことを思いだす。

			　かつてのクーナは剣を使うことを拒んでいた。

			　それは、望まぬ婚約を祝ってシリルに剣を贈られたからだ。

			　その剣を使うことは、婚約を認めることになるし、父であるシリルに反抗して家出したのに、その父からもらった剣に甘えることはできない、という想いがあったのだろう。

			　だが、パーティの危機に陥ったとき、内心の葛藤を抑えこんで彼女は俺たちを守るために、シリルの与えた剣である【紅空】を使った。

			　戦闘が終わったあとクーナは落ち込んでいた。そんなクーナが見ていられず、俺は一つの約束をしたのだ。

			　いつか必ず【紅空】を超える剣を作ってクーナにプレゼントする。

			　俺が贈った剣なら、クーナは心置きなく振るえる。

			「遅くなってすまなかった。でも、ようやく【紅空】を超えたと胸を張れる剣ができたんだ。受け取ってほしい」

			　クーナの目が涙で潤んでいる。

			　そして、次の瞬間飛びついてきた。

			　予想外の行動に対応できず、尻餅をついてしまう。

			「ソージくん、うれしいです。本当にすごく、すごくうれしいんです」

			「なんだ、そんなに新しい武器がほしかったのか」

			「違うんです。ソージくんが作ってくれたことがうれしいんです……もしかして、倒れたのってこれを作るためだったんですか？」

			「ああ、そうでもしなきゃ。【紅空】を超えるものなんて作れなかったからな」

			　クーナが抱き着く腕に力をこめる。

			　彼女の頭を優しく撫でてやる。

			「すごいぞ、その短刀の機能は」

			「そんなの、あとでいいです。今はこうさせてください」

			　俺は苦笑する。

			　好きなだけ、抱き着いてもらおう。

			　俺もこうしているのが好きだ。

			　しばらくすると、クーナが落ち着いて離れていった。

			　よし、話を切り出そうか。

			「クーナ、今日はまだ時間があるし、さっそく試してみようか」

			「いいですね。二人っきりのデートです」

			　色気はないが、楽しいデートになるに違いない。

			「俺の槍も試したいしね」

			　クーナの剣は左右で効果が違う贅沢仕様だが、俺の槍はもっと贅沢だ。ただの槍ではない。変形したり分離したり、形態ごとに能力が違ったりと、それはそれは遊び心……もとい対応力に優れた武器になっている。

			「じゃあ、いきましょう！　早くしないと夕ご飯に間に合わなくなります」

			　クーナが笑って、まだ座り込んでいる俺に手を伸ばす。

			　その手をとり立ち上がった。

			　新しい俺たちの武器、その強さを試すとしようか。

		

	
		
			　

			第14話　新たな武器の実力

			　

			　クーナとともに地下迷宮に来ていた。

			　目的は俺が作り出した新しい武器を試すためだ。

			　浅い階層なら事故は起こりにくいとはいえ、二人だけで地下迷宮に来るのはリスクが高い。

			　頭では止めておいたほうがいいとわかっている。しかし、好奇心が抑えきれない。

			「ソージくん、本当に体は大丈夫なんですね」

			「クーナは心配しすぎだ」

			　二日寝ていたおかげで体が若干重い。だが、魔術回路や脳のほうは万全の状態だ。

			　戦闘に支障はない。

			「わかりました。信じます。……ソージくんの作ってくれた短剣はどんな子なんでしょうね。楽しみです」

			「短剣じゃなくて短刀だ。クーナにはそっちのほうが合っていると思うよ」

			　俺がそう言うと、クーナは俺が造り上げた短刀を引き抜いた。

			　一本は緋色の刀身。もう一本は空色の刀身。陽光を受けてきらりと輝く。

			「言われてみれば刀身が薄くて鋭いです。それに若干反ってますね。片側にしか刃がありません」

			　剣ではなく刀を見るのは初めてのようで興味深そうにしている。

			「刀は切ることと突くことだけに特化した武器だ。薄くて鋭い分切れ味は短剣より上だし軽い。ただ、重量が落ちている分、破壊力も落ちる。刀身を反らせるのは切れ味を上げるためなんだけど、その形状では両刃にはできないから慣れが必要かな」

			「なるほど、一長一短ってやつですね」

			「クーナの場合、少しでも素早さに磨きをかけたほうがいいし、力任せに叩きつけるのは似合わない。短刀のほうが向いていると思ったんだ」

			　今まで誰より近くで見ていた俺だからこそ断言できる。

			　クーナの速さと鋭い動き、それを最大に生かすために造り上げた。

			「たしかにその通りですね。これですぱすぱと切っちゃいます」

			　クーナは二本の短刀を構えて、いくつか型を披露する。

			「微妙に動きが悪いな」

			「ううう、仕方ないじゃないですか。重量も重心も変わったんですよ。慣れるまでに時間がかかります」

			「もっともだ」

			　剣の達人ほど振るう武器に神経を通わせ自分の体の一部のように扱う。

			　ある日いきなり、体が軽くなったり重心が変わったら誰だって戸惑うだろう。

			　最適化が必要だ。

			　通常なら一週間はかかるだろうが、クーナならすぐに終わりそうだ。

			　彼女の戦闘センスは異常だ。

			　クーナの今のスタイルはシリルから教わったものと、俺の動きのいいとこどり。それらを自らの肉体に最適化したもの。

			　俺は何も教えていない。クーナは俺の動きを隣で見ていて、なんか良さそう、そんな軽い気持ちで技を盗んでいく。

			　百年以上かけて身に付けた技術を簡単に盗まれていくので、たまに、こっそりとへこんでいる。

			「いろいろと試しながら慣れていきますよ。……そういうソージくんこそ大丈夫なんですか？　ものすごく大きい槍ですけど、私以上に慣れるのが大変じゃないですか」

			「大丈夫だよ。俺が何種類もの武器を使いこなせることは知っているだろ？　こういうものも極めてる」

			　俺の作った槍、機械魔槍ヴァジュラは俺の背丈を超える巨大な槍。

			　それも長いだけでなく太い。俺の腕よりも二回りは太い。まるで馬上槍のような大味の武器だ。

			「ソージくんらしくないです。そんな力任せに振り回すしかなさそうな大雑把な武器」

			「大雑把とは失礼だな。見てればわかるさ。これは、これ以上ないぐらいに俺らしい武器だよ」

			　にやりと笑う。

			　これは三つの姿を持つ槍。扱いには繊細さが求められる。

			「また、変なもの作ったんじゃ……ソージくんはこういうことになると暴走しますよね」

			「安心してくれ、シリルさんも面白いと太鼓判を押してくれたよ」

			「確信しました。正真正銘の際物です。父様が面白いなんていうのは、ぜったいアレなやつです」

			　シリルは案外、娘に信頼されていないらしい。

			　実際、今回のは際物だからな。

			　なかなか、楽しい仕上がりになっている。振るうのが楽しみだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　地下一階の狩り場についた。

			　今回は地下一階でのみ戦う。ここは遮蔽物が少ない荒野。

			　封印都市と違い浅い階層からランク２の魔物が現れる。

			　最近はランク３の魔物と戦っているとはいえ、俺の切り札である瘴(しよう)気(き)を纏(まと)う【紋章外装】。火のマナを取り込み一体化する【精霊化】の両方を使ってなんとか互角に戦えているだけだ。本来、俺の力量を考えるとランク２の魔物相手でも命がけ。気を引き締めないといけない。

			　今回は切り札を使わない。

			　舐めているわけじゃない。

			　あれらは、一歩加減を間違えたら行動不能になる。慣れてきてよほどのことがない限り失敗しないが、失敗する確率があるだけでもまずい。ライナという引率がいない状況でリスキーな技は使えない。

			「ソージくん、敵がいました。こちらに向かってきます。構えてください」

			　クーナがキツネ耳をぴくぴくと動かす。

			　彼女の耳は最高性能のセンサーだ。

			　クーナが指さしたほうを見ると、巨体の割にやけに軽やかな足取りで何かが近づいてきた。

			　魔力を目に集中させてようやく見えた。

			「あの魔物はなんでしょうか」

			「デスマンティス。カマキリの魔物だ。前に来た時にアンネと一緒に戦った魔物の変異種で、奴らより強い。手ごわい魔物だよ。特に攻撃力が異常に高いし素早いし硬い。悪いが、俺一人で戦わせてもらう」

			　デスマンティス。

			　その名の通り、カマキリ型の魔物だ。そして、前回アンネと共に戦った魔物の変異種で、数段強い。

			　全長四メートル。俺の身長の二倍以上。両手は金属の光沢を放つ鎌。あの鎌は硬化した甲殻だというのだから驚きだ。

			　さらに、複眼まで硬化しており宝石のように輝いている。

			　虫型の魔物特有の理不尽なまでの瞬発力に加えて一撃必殺の鎌を持っている。ランク２の魔物の中でも、かなり危険な種族に分類される魔物だ。

			　どれぐらいやばいかというと、ランク２のプレイヤーがミスリルの剣で奴の鎌を受けたところ、剣ごと叩き切られたという報告があるぐらいだ。

			「手ごわいなら、二人で戦うべきです」

			「手ごわいからこそ実験になるんだ。……あと、クーナは相性が良すぎて装備の実験にならない」

			　ランク２の中でトップクラスに凶悪な魔物とはいえ、あくまでそれは、近接戦になればというだけで、炎を浴びせればよく燃える。奴の甲殻は物理的な強度は高くても耐火性は低いのだ。

			　ただ勝つだけならクーナお得意の【剛炎槍】を連打するだけで勝負はつく。

			「危なくなったら、横やりを入れますよ。比喩抜きの燃えてるやつ」

			「そうならないようにがんばるよ。じゃあ、行ってくる」

			　奴のほうへ歩きながら深呼吸、デスマンティスはもう目の前まで来ていた。

			　今回の武器は俺の長所を伸ばすと同時に弱点を補うことにも重点を置いて造り上げた。

			　俺は今まで一撃の破壊力が低いこと、機動力ではなく純粋な最高速度が不足していることを問題視していた。

			　それを解消するための機構をこの武器には持たせている。

			　さあ、雷神の名を冠する槍よ、その力を見せつけよう。

			「戦いの始まりだ！」

			　短くつぶやき槍を正面に構える。

			　機械魔槍ヴァジュラは一見ただの巨大な槍だが、よく見ると二つのパーツで構成されている。

			　使い慣れた両手槍、そして槍が纏(まと)う機械鎧。

			　その機械鎧がエックス字型に展開し左右に四つの噴射孔が現れる。

			【突撃】の魔術付与(エンチヤント)を起動すると、四つの噴射孔から魔力の燐(りん)光(こう)が吹き荒れた。

			　魔力を推進力に変え、槍ごと体が飛ぶ。俺に足りない速度を手に入れた瞬間だ。そして速度はパワーだ。攻撃力となる。

			「キキュ」

			　デスマンティスが想定外の速度で突っ込んでくる俺を見て警戒音を発し、鎌を構える。このままいけば、鎌に突っ込んで真っ二つにされる。

			　噴射孔の数は四つ。エックス字に展開されている。そのうち一つを停止。四つのうち一つだけ噴射をやめたことで方向が急激に変わる。

			　俺を迎え撃とうとした鎌を回避し、脇腹に槍が激突した。手ごたえがない。そう、手ごたえがないほど、あっさりと貫通したのだ。

			　そのままバーニアを展開して奴の背後に回る。

			　もちろん、硬い甲殻をただの槍がこんなにも簡単に貫けるはずがない。

			　槍の先端部の機構が発動する。魔術付与(エンチヤント)【穿孔】。

			　プレイヤーたちの中での正式名は、【穿孔粒子軌道放出魔術】。プレイヤーたちが生み出した対人攻撃魔術の極致の一つ。特殊な概念に染め上げた魔力を、一定パターンで回転させることで対象を共振粒子の渦に巻き込み、原子崩壊させるという、半ばＳＦじみた魔術だ。

			　ＳＦオタクのプレイヤーがゲームの中で何十年もかけ、執念で完成させたもの。

			　それを魔術付与(エンチヤント)で槍の先端に組み込んだ。

			　バーニアをオフ。着地し踏ん張る。砂(すな)埃(ぼこり)をあげながら、数メートルも引きずられた。

			「クーナ、なかなか面白いだろ」

			「一発ネタすぎますよ！」

			　クーナが大声でツッコミを入れてくる。

			　まあ、彼女がそういうのも無理もない。

			　強大な推進力と一撃必殺の威力。それを求めるため、それ以外すべてを置き去りにした。

			　その重量により取り回しは最悪。方向転換できると言っても、限度がある。

			　そして一発突けば、隙をさらす。スピードが速すぎて着地に苦労するのだ。

			「キキュアアアアアアア」

			　デスマンティスが距離を詰めてくる。小癪にも蟹のように円の動きで的を絞らせてくれない。

			　意外と賢いようだ。

			　この槍のもっとも致命的な欠点は横の動きにひどく対応しづらいことだ。

			　このままじゃ手詰まり……だから、対応できる形にしよう。

			「【解除(リリース)】」

			　槍を包む機会鎧の部分がごとりと地面に落ちる。

			　俺の手の中にあるのは、細身の使い慣れた両手槍。若干、以前のものより太い。

			「やっぱり、普通の両手槍が一番しっくりくるな」

			　両手槍はもっとも慣れた戦闘スタイル。

			　デスマンティスが自らの射程内で俺を捉え、鎌を振り下ろす。

			　デスマンティスの振り下ろす鎌を避けて、懐に入り足の関節を突く。

			　当然のように【穿孔】も発動する。

			　硬いはずの昆虫の甲殻を容易く貫けた。

			「キュ、キュアアアア」

			「距離を詰めれば有利になると思ったようだが残念だったな。ここも俺の距離だ」

			　さきほどまで俺の弱点だった小回りの利かなさが、重い機械槍部分を切り離したことで敵の弱点になる。

			　足元で暴れまわれば奴の鎌はおそるるに足りない。

			　距離を取るための機動力を着実に削る。足を三本も潰せば、のろまな亀になるだろう。

			　一本、二本、三本。

			　足の関節を貫くごとに目に見えてデスマンティスの動きが鈍る。

			　こうなれば、あとは料理のし放題。すべての足関節を貫き終わった。

			　ついに、奴が崩れ落ちる。さきほどまで身長差でとどかなかった頭が落ちてきた。

			　あとは背後に回り、頭部を突けば勝ちだ。

			　だが、そうはしない。

			　あえて、正面に回る。試したいことがあった。

			「さあ、最後のチャンスをくれてやる」

			　デスマンティスの宝石のような複眼が俺を捕らえた。

			　言葉は通じていないだろう。だが、野生の本能で鎌を振り下ろす。

			　今日、最速の一撃だった。

			　見事だ。生きるために必死なのだろう。だからこそ……いい実験になる。

			　槍には継ぎ目がある。その継ぎ目を指ではじく。すると美しい刀身が現れ、穂先の部分と分離する。やくざのドスのような直刀。

			　槍の中には細身の直刀が隠されていたのだ。

			　放つは、基本技であり、同時に到達点となる剣術。アンネの代名詞となりつつあるその技の名は……。

			「【斬月】」

			　振り下ろされた鎌と、槍という鞘(さや)から抜き放たれた直刀が接触する。

			　刃が切断され、くるくると宙を舞う……切り飛ばされたのは、デスマンティスの鎌。

			　俺はそのまま距離を詰め、デスマンティスの頭を落とす。

			「うん、いい魔術付与(エンチヤント)だ」

			　直刀に込めたのは、使い勝手がいい魔術。高振動によって対象の分子構造を突き崩す刃。【溶断】だ。

			　ミスリルの剣ごとランク２のプレイヤーを叩き切る鎌を切り飛ばせた。いい仕上がりだ。

			「巨大機械槍も両手槍も、直刀も全部いける。ちゃんと起動してくれた」

			　絶対の自信があったが、こうして無事作動してくれると喜びも一塩だ。

			　クーナが駆け寄ってくる。

			「ソージくん、いったい一つの武器にどれだけの機能を盛り込んでいるんですか、めちゃくちゃすぎます」

			　クーナが呆れるように言った。

			「実は一つの武器じゃないんだ。取り回しのいい両手槍、先端以外の穂先とバーニア機能を持つ外装、槍の柄に隠された直刀はまったく別の武器だ。それを組み立てたのがこの機械魔槍。これを状況に応じて使い分ける」

			　俺は気付いたのだ。一つの武器に複数の魔術付与(エンチヤント)を施すのが難しいのであれば、複数のパーツそれぞれに魔術付与(エンチヤント)を施してから組み立てればいい。

			　それぞれの三つのパーツは主機能と、それをサポートする機能の二つの魔術付与(エンチヤント)を施している。

			　それこそが俺の機械魔槍ヴァジュラだ。

			「めちゃくちゃです。でもいい武器。大型の魔物相手には圧倒的な攻撃力を持ち距離を一瞬でゼロにする巨大槍、中距離では対応力の高い両手槍、距離を詰められたときにクロスレンジで戦う直刀。どの距離でも使えるのは便利そうです」

			「本当は俺の得意な武器を全部突っ込みたかったんだけどね。弓とか両手剣とか斧とか。でも、これがバランスのとれる限界だった」

			「いえ、これでいいと思います。ソージくんの武器が大成功なら、次は私の番です。見ていてください、かっこよく使いこなして見せますから」

			「無理はするなよ。まだ、新しい武器に体が追いついていないんだから」

			「心配はご無用です。……もう馴染みました。問題なく使いこなして見せますよ」

			　一瞬、ぽかんとしてしまった。

			　クーナなら、すぐに慣れるとは思っていたが、ここまで早いのは想定外。

			　さすがは天才様だ。

			　なら、その天才様の戦いを見せてもらおう。

		

	
		
			　

			第15話　紅と蒼の双刀

			　

			　新たに作った俺の武器、機械魔槍ヴァジュラの性能実験を行った。

			　実験は成功だと言えるだろう。

			　三形態、すべてが実用に耐えうる。

			　第一形態はバーニアで超加速して突撃する巨大な馬上槍。圧倒的な質量と速度によってとてつもない破壊力を誇る。

			　第二形態はオーソドックスな両手槍。取り回しが良く対応力が非常に高い。それでいて先端部に施された魔術付与(エンチヤント)の【穿孔】により攻撃力も確保している。

			　第三形態は直刀。斬撃を強化する【溶断】により切れ味が抜群の剣。槍の間合いより内側のクロスレンジで威力を発揮する。

			　三形態すべてを使いこなせれば、いかなる距離でも対応できる。

			　だが、弱点は存在する。

			　第一形態から第二形態、第二形態から第三形態とパーツを分離していくのは一瞬だが、その逆は時間がかかる。パーツを拾って組み立てないといけないのだ。

			　考えて立ち回らないといけないだろう。

			「これで、だいぶ強くなれたな」

			　今まではオリハルコンの塊を持ち歩き、変形させて戦っていた。

			　だが、今日からは違う。きっちり造り上げた正式な装備。大幅なパワーアップだ。

			　俺のほうは問題がなかったが、クーナのほうは新しい武器を使いこなせるだろうか？

			　それは今から試される。

			「ソージくん、次は私の番ですからね」

			「横槍は入れない。クーナがとちらない限りな」

			「そんな必要はないですよ。ソージくんが作ってくれた短刀を装備した私は無敵ですから！」

			　満面の微(ほほ)笑(え)みを浮かべるクーナが可愛すぎて、地下迷宮の中だというのにどきりとしてしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クーナがキツネ耳をぴくぴくと動かす。

			　表情が険しくなった。

			　敵を見つけた時の仕草だ。

			　彼女が走り出す。クーナの疾(しつ)走(そう)には音がない。火狐族特有のしなやかな動き。

			　あれは真似しようと思ってできるものではない。

			　クーナのキツネ尻尾(しつぽ)がたなびく。その姿が気に入っている。

			　クーナの疾(しつ)走(そう)した先には敵の魔物がいた。

			「あれなら、問題ないな」

			　クーナの今回の敵はリザードランス。

			　身長がクーナと同じぐらいの二本足のトカゲで、その特徴は両手が槍のような形状になっていること。

			　鉄ぐらいなら貫くし、かえしがついていて一度刺さると抜けない。

			　あれで突き刺して捕らえた獲物をゆっくりと食べる習性を持っている。

			　動きは速く、魔物のなかでは技量を持っているほうで普通の探索者たちからすれば厄介な相手だ。

			　しかし、普段から俺やアンネとともに技を磨く、戦闘の天才であるクーナなら恐れることはない。

			「グガアアアアアア」

			　リザードランスが咆(ほう)哮(こう)を上げ、槍のような両手を構え全力疾(しつ)走(そう)。それだけで強力な突撃(ランスチヤージ)になる。

			　それに呼応するようにクーナが二本の短刀を引き抜いた。

			　緋色の刀身と、空色の刀身がきらめく。

			　残りの距離は五メートル程度、あの速さならあってないようなものだ。

			　二人がすれ違う。

			　キンと甲高い音がなる。

			「ソージくん、これ、思ったより切れません！」

			　クーナは槍のような相手の手を見切り、紙一重に交わしながらすれ違いざまに首筋を撫でた。

			　リザードランスの首の動脈を狙ったのだろう。

			　だが、浅い。

			　血がちょろちょろと流れるだけだ。

			「いや、やつが硬いだけだ。リザードランスのうろこの硬さは竜種並みだ。魔力を流し込まずに傷つけられるだけでも、その武器の性能の良さがわかる」

			　さすがは俺の造り上げた剣。

			　魔術付与(エンチヤント)抜きでも十二分に強い。

			　リザードランスは攻撃の手を休めない。

			　何度か突撃を繰り返し、通用しないと思ったら足を止めて両手の槍の連続突き。

			「ふう、わりと早いですね」

			　クーナはあえてそれを正面から受ける。

			　紙一重でかわし、かわし切れないものは両手の短刀で受け流す。

			【精霊化】をしていない今のクーナは筋力で劣っている。真正面から受けたら体勢を崩す。だからこその受け流し。

			　そして、変化が現れ始めた。

			「グガァ!?」

			　リザードランスが悲鳴をあげて後退する。

			　両手の槍がボロボロだった。

			「音と手ごたえでわかります。ソージくんの言う通り竜種のうろこぐらい硬い。それでも切れる。本当にいい武器です」

			　空気が変わった。

			　今までのクーナは遊びだ。

			　だが、これからは殺すつもりでやる。リザードランスはついに理解した。

			　目の前にいるのは獲物ではなく捕食者。自分こそが獲物だったと。

			　敵はゆっくりと後退していく。

			　知能の低い魔物なら背を向けて逃げていただろう。

			　だが、リザードランスは無防備な背を晒(さら)せば、その瞬間に殺されると理解している。だから警戒は怠らず視線をクーナから外さない。

			「次は魔力付与(エンチヤント)を試します」

			　そう告げるとクーナが飛び出した。

			　ちょっとずつリザードランスが確保していた距離がゼロになる。

			　クーナには魔力付与(エンチヤント)の詳細は教えていない。

			　ただ、火のマナを注ぎ込めば使えるということだけを教えた。

			　右手の緋色の刀身がさらに赤くなる。深紅の燐(りん)光(こう)を放った。

			　深紅の剣の袈(け)裟(さ)切り。リザードランスは槍でそれを受ける。

			「グギャアアアア」

			　一瞬の停滞もなく切断された。

			　緋色の剣に施されていたのは俺の直刀と同じく、高振動により対象の分子行動を突き崩す【溶断】。

			　……ではなくそれを進化させた【紅断】。剣自体を高振動させるのではなく触れた瞬間に強制的に対象の分子を強制加速させて分子構造を崩壊させる。

			　圧倒的な熱量がないと発動すらできないが、火のマナに誰よりも愛されたクーナなら【溶断】よりもさらに強力な斬撃になる。あれに斬れないものはない。

			「次！」

			　振り切った姿勢のまま、左手の空色の短刀で突く。火のマナが注がれ蒼の光が刀身を包む。

			　リザードランスは再びそれを槍状の手で受けようとする。槍が魔力の光を放つ。

			「魔物にあれができるのか」

			　思わず感心してしまった。

			　竜種などのうろこが硬いのは素材としての優秀さもあるが魔力を帯びているということが大きい。

			　リザードランスも同じだ。

			　だが、奴は全身を覆う魔力をすべて手だけに集めた。

			　ただでさえ硬い槍状の手に、すべての力が集まり手がつけられなくなる。

			　きっと、極限の状況で進化したのだろう。

			　だが、残念だ。……相手がクーナでなければそれで対応できただろうが、彼女には通用しない。

			　空色の刀身が相手の槍に触れる。

			　魔力の光が消え、一瞬で槍状の手が凍り付き、さらにクーナが押し込むと砕けた。

			　空色の刀身に施した魔術付与(エンチヤント)の力が働いたのだ。

			　緋色は分子の強制加速だが、空色は分子・魔力の強制停止である【蒼絶】。槍が凍り付いたのはおまけに過ぎず本質は魔術殺しだ。

			　魔術を発動するためには魔力の循環が不可欠。魔術回路に魔力を流すことで魔術が生み出されるのだ。

			　竜種のうろことは、【硬化】のエンチャントがかかった防具のようなもの。魔力を注ぎ込むだけで【硬化】が発動する。

			　その魔力の流れを止められれば、いかなる魔術も瓦解する。……もっとも、炎など別の形を生み出されてしまえば止められないが。

			　つまり、クーナに渡した二本の短刀の正体は、すべてを物理的に断ち切る紅と、すべての魔術を崩壊させる蒼の姉妹刀。

			　クーナが左手の空色の短刀を引き戻す。

			　そして、両方の剣に火のマナを込める。

			　放つのは左右の同時攻撃、上からと横から十字を描く斬撃がリザードランスを切りさいた。

			　インパクトの瞬間、リザードランスの体が消滅する。

			　分子の強制加速と、分子の強制停止。

			　その両方がぶつかり、打ち消しあうのではなく絡み合い高次の何かに変化した。

			「……あれ、同時にぶつけたらああなるのか。どういう理屈だろう」

			　作った俺にもわからない。そういえば昔何かの漫画で炎の魔法と氷の魔法を組み合わせると消滅魔法になっていた。同じ理屈かもしれない。

			　これは想定していなかった使い方だ。まあ、強そうだし深く考えるのは止めよう。

			「ソージくん、見ていてくれましたか!?　この短刀すごいです！　赤い子も青い子も、両方ともすごくて、一緒に使うともっとすごいなんて、最高です」

			「俺の自信作だからな。よくぞ使いこなした」

			　両方を叩き込んだ場合の効果は偶然の産物だというのは黙っておこう。

			「そういえば、ソージくん。この子たちの名前は何ですか？　すっかり聞くのを忘れていました」

			「……悩みに悩んだんだけど、いまいち決まらなくてね。クーナと一緒にあとで考えようかなって思っていたんだ」

			　自分の武器なら適当に決めてしまうが、クーナの武器だ。

			　適当には決められない。

			「じゃあ、そうですね。こういうのって二人で考えてもあれなので、一人一本決めましょう。じゃあ、蒼いほうは私が決めますね」

			「その言い方、いい名前が思いついたのか」

			「はい、この子にぴったりの名前がびびってきました」

			　先を越されてすごく悔しい。

			　だけど、断る理由はない。

			「わかった。赤いほうは俺が決めるよ。先に青いほうの名前を聞かせてくれないか」

			「ふふふ、聞いて驚かないでくださいよ。この子の名前はソージです」

			「……ちょっと待て」

			　俺の名前なのは気のせいか。

			「待ちません。だって、私にとって青はソージくんの色ですから。それにこの子の力もいろんな意味で、ソージくんらしいです」

			　青は俺の色か。

			　その意図を知りたいが、きっとクーナは教えてくれないだろうな。

			　なら、俺も意趣返しをするしかない。

			「じゃあ、決めた。赤いほうはクーナだ。俺にとって赤はクーナの色だからな。温かくて、ほっとする、命の色。それに、青いほうがソージなら共にあるのはクーナしかないだろ」

			　俺がそう言うと、クーナが目を丸くして、それから声を出して笑った。

			「ソージくんのロマンチックさがまた出ました。ちょっと臭いです」

			「……クーナが先に振ってきたんだろう」

			　ひどい言いがかりだ。

			　俺は乗っかっただけなのに。

			「でも、うれしいです。ソージはクーナと一緒がいいですね。ふふ、ソージくん、私たちはずっと一緒ですよ」

			　クーナは剣を鞘(さや)にしまうと俺の腕に抱き着いてきた。

			　男は単純だ。たったこれだけですべてのことを許してしまいそうになる。

			「クーナ、鞘(さや)を貸してくれ。銘を彫る」

			「お願いします」

			　魔術でそれぞれの鞘(さや)に名前を刻む。

			　クーナには紅那。ソージには蒼慈。

			「それ、見たことがない文字ですね」

			「かっこいいだろう。漢字っていう文字だ。それぞれクーナとソージって書いてある。やっぱり刀にはこれが一番似合う」

			「たしかに、かっこいいです！　ますます気に入っちゃいました」

			　実はそれぞれの漢字に意味は込めているが、照れくさいので言わない。

			　クーナは気に入ってくれたようで愛おしそうに指で鞘(さや)をなぞった。

			「じゃあ、戻ろうか。武器の性能も試したしね」

			「はい！　今から帰れば夕食に間に合います。地下迷宮に行っていたことはバレません。バレたら、ライナ兄様とソラ姉様におしおきされちゃいます」

			　クーナの尻尾(しつぽ)がぶるりと震えた。

			　よほど、兄と姉が怖いのだろう。

			「そうだ、クーナ。今日は夕食のあと久しぶりにあれをやるぞ」

			「あれ、ですか」

			「うん、アンネも呼んで魔石の吸収タイムだ。たぶんだけど今回の魔石でランク３に届くよ。楽しみだね」

			「ランク３の魔物の魔石がたっぷり溜まってますからね。あんな大きいのたっぷり注がれたら、おかしくなっちゃいそうです」

			　クーナは口ではそう言いつつ、よほど楽しみなのか頬が紅(こう)潮(ちよう)して目がとろんとしている。

			　やっぱり、クーナはエロ狐だ。そこが可愛いところでもある。

			　そうして、二人でライナの家に戻った。

			　当然のように二人だけで地下迷宮に行ったことはバレて、いろいろとお仕置きされた。

			　自業自得なので甘んじて受け入れる。

			　そして、とうとうこの時が来た。

			　魔石タイム。

			　さあ、ランク３への扉を開けよう。

		

	
		
			　

			第16話　アンネの夢と未来の約束

			　

			　武器の試し切りを兼ねた地下迷宮の探索が終わったあとは、シリルの屋敷で看病をしてくれた彼の妻であるクウさんとルシエさんに礼を告げてから、ライナの家に戻った。

			　食事が終わり、俺が借りている部屋に戻る。

			「兄様、ひどいです。あんなに怒らなくても」

			　キツネ耳美少女のクーナが涙目になりながら頭を撫でる。

			　ライナにこっぴどく怒られて、拳骨をもらってしまったからだ。

			　ちなみに俺もだ。

			「愛されている証拠だと思うよ。あれは愛のある怒り方だ」

			　ずいぶんと長生きしてきたから、そういうのは見ればある程度わかる。

			　俺には兄弟がいないから少しだけ羨ましくもあった。

			「怒っているのはライナさんだけではないわ。私も怒っているの。二人きりなんてずるい。私にも声をかけてほしかったわね」

			　銀髪の美少女アンネが少し口をとがらせていた。

			【魔剣の尻尾(しつぽ)】のメンバーを仲間外れにするのは良くなかったと反省する。

			　危険な行動をとったこととは、別の種類の問題だ。

			「悪かった。アンネには声をかけるべきだったな。楽しみすぎて待ちきれなかったんだ」

			　新しい装備(おもちや)をぶら下げられて我慢できるほど、俺もクーナも大人じゃない。

			「貸し一つね。ソージ、絶対にこの貸しは返してもらうわ。何をお願いしようかしら」

			　どこか、色っぽい仕草で笑いかけてくる。

			　これなら、あまりひどいことにはならないだろう。

			「借りを作ったことは覚えておくよ。それより、今から魔石を使う」

			　クーナとアンネが息を呑んだ。

			　クーナほどではないとはいえ、アンネも結構乱れる。

			　二人とも、いろいろと想像しているようだ。

			「ソージくん、ちょっと体を拭いてきますね！」

			「私もそうするわ」

			　二人とも、自室に戻ろうとする。

			　その二人の肩をもって止める。

			「二人とも、針と違って別に服は脱がないでいいんだ。体を拭いてくる必要はないだろ」

			　たまに女性は理解できない行動をとる。

			　服も脱がないのにきれいにして、なにか意味があるのだろうか？

			　疑問に思っているとクーナが口を開く。

			「だって、ソージくんはちょっと隙を見せたら襲いかかってくるじゃないですか！　女の子としては身だしなみに気を使わないといけないんです！」

			「そうね。最近のソージはけだものみたいだもの」

			　反論したいが、反論できない。

			　最近はたしかに少しやりすぎている。

			「今日は大丈夫だ。ぜったいに変なことはしない。安心してほしい」

			　今日は絶対にない。

			　病み上がりにも拘(かか)わらず、いきなりクーナを押し倒したばかりだ。

			「信じましたからね、ソージくん」

			「本当に怒るわよ？」

			　二人が念を押してくるので、笑顔のままで頷く。

			　今回は本気で我慢しよう。愛想をつかされかねない。

			　俺の言葉を信じた二人が戻ってくる。

			　さて、どちらから魔石を投与していこうか。

			　魔石はしっかりと【浄化】済みだ。

			　自分よりもランクが上の魔石の【浄化】はかなり魔力と気力を消費する。今日のためにこつこつと、【浄化】をし続けてきた。

			　十分な数を貯めるのに苦労したものだ。

			　クーナとアンネが顔を見合わせる。

			　そして、アンネが手をあげた。

			「私が先にやらせてもらうわ」

			「珍しいな。いつもはクーナに譲るのに」

			「クーナに譲ってばかりいられないもの。それにクーナはすごく乱れるから、クーナのあとはやりづらいのよ」

			「アンネ、なっ、なっ、なっ、何言ってるんですか！」

			　クーナが顔を真っ赤にする。

			　たしかにクーナはいつも恥ずかしい姿を晒(さら)している。

			「そうして狼狽するのは自覚がある証拠よ。ソージ、お願い」

			　アンネがベッドに腰かける。

			　銀色の髪の隙間から見えるうなじが妙に色っぽく感じられる。

			「ああ、やろうか」

			　魔石を取り出し、アンネの傍に行く。

			　クーナは少し離れたところで椅子に座って、そわそわした様子で俺たちを見ていた。

			　いつもはあっという間に腰砕けになって、アンネがどうなっているのかを見る余裕もなかったはず。

			　だから、気になっているのだろう。

			「クーナ、そんなにじろじろと見られると気になるのだけど」

			「ごっ、ごめんなさい」

			　クーナは手で顔を隠しつつも指の隙間からしっかり見ている。

			　俺もアンネも気付いてはいるが、あえて無視する。

			　言うだけ無駄だ。

			「狩りのときも驚いたけど、ランク３の魔石って本当にきれいな色ね」

			「込められている力が段違いだからな。俺たちは無意識に惹かれるんだ」

			　見ているだけで、生(なま)唾(つば)がこみ上げてくる。うまそうだ。

			　瘴(しよう)気(き)が混ざっている状態なら、それほど魅力的だとは感じないが【浄化】により危険がなくなると強くなるために本能が魔石を求める。

			「アンネ、覚悟をしておけ。今までとは段違いに強いから」

			「ええ、緊張するわね」

			　ランク３の魔石を投与するのは初めてだ。

			　限界ぎりぎりの戦いを経験するためにあえて今まで使うのを我慢してきた。

			　器を広げるためには命がけの戦いが一番効率がいいので、使わずに置いておいたのだ。

			　だが、最近ではその命がけの戦いで器が広がるのにも限界がきた。もう、使うのをためらう必要もない。

			　あとは広がった器に、中身を注げばランク３に至る。

			「いくよ」

			　アンネの額に魔石を押し当てる。魔石が光りアンネの体に吸い込まれていった。

			「んっ」

			　アンネが艶めかしい声を出して、体を抱きしめる。びくんびくんと体を痙(けい)攣(れん)させ肌がうっすらと上気する。

			「なに、これ、熱いのが私の中で暴れまわって、こんなの知らない」

			　圧倒的な快楽にアンネが翻弄されている。

			「次々に魔石を与えていく。命がけの戦いで器はランク３になれるぐらいに広がっている。そこを一気に満たせばランク３だ。きついだろうが我慢してくれ。いっきに満たすことが重要なんだ」

			　アンネは辛そうだが、ここで躊(ちゆう)躇(ちよ)はできない。

			　最速でランク３になるために心を鬼にする。

			　アンネは歯を食いしばりながら、頷く。

			　そんな彼女に、次々に魔石を与えていく。

			「あっ、これ、すごい。だめっ、これいじょう、んっ」

			　アンネがついに体を弓なりにしてつま先までピンと伸ばす。

			　これはアンネがいったときの反応だ。

			　さらに魔石を投与すると、アンネの全身から力が抜けてぐったりとなる。目が完全にとろけ切っている。

			　なにかを懇願するようにとろけた目でアンネが見てくる。

			　ドキリとした。思わず、襲ってしまいそうなぐらいに色気がある。

			　ふと、アンネの太ももが目に入る。透明な液体で濡れていた。
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			　首を振り、そんなアンネに魔石を投入。

			　すると、アンネの体から一気に魔力と加護が噴き出る。

			「ソージ、怖い。お願い、抱きしめて。変、私が、私じゃなくなるみたい」

			　泣きそうな顔で懇願するアンネを抱きしめた。

			　アンネが抱きしめ返してくるが、すさまじい力だ。よほど不安なんだろう。

			「よく聞いて。アンネは今ランク３になろうとしてる。これはそのための変化だ」

			「無理、これ、変よ」

			　ランク２のときよりも大きな変化だ。不安になるのも無理はない。

			「アンネ、息を整えろ、魔力の流れを意識して正しい流れで循環させるんだ。加護は全身を一定の強さで覆うイメージ」

			　俺の言葉を聞いて、アンネは必死に正常な状態を取り戻そうとする。

			　その効果が出て少しずつアンネは落ち着いて行った。

			　そして、魔力と加護の嵐が止む。

			　そこにいたのは、いつも通り……いや、今までとは比べ物にはならない力を纏(まと)ったアンネだ。

			　ついに彼女はランク３へと至った。

			「アンネ、今日からランク３だ」

			　そう言って、俺は彼女の背をぽんぽんと叩く。

			　アンネはしばらく俺を抱きしめたままだったが、ようやく落ち着いて離れていった。

			「本当に、私がランク３になったの？」

			「力を感じるだろ？」

			「ええ、わかるわ。強い力が私の中にある。これがランク３の力」

			「そうだ。今日からまた忙しくなるな。身体能力があがりすぎて困惑する」

			　ランク２にあがったときでも、急激な成長は体に染みついた動きのイメージを歪(ゆが)ませる。

			　矯正しないと、致命的なミスを晒(さら)すだろう。

			「そうね、感覚を掴みなおさないと。ソージ、あとで練習に付き合って」

			「構わないよ。……それと、おめでとう」

			　俺はアンネに微(ほほ)笑(え)みかける。

			　ランク３になる。それは、アンネにとって特別な意味を持っていた。

			「これで私は貴族になれる。一番下だけど、ちゃんとした貴族に」

			　アンネの目からぽろぽろと涙が流れた。

			　封印都市の騎士学校にアンネが来たのには二つの目的があった。

			　一つは強くなるため。オークレール家の当主として誰よりも強くなる必要があった。そのために地下迷宮を利用できる騎士学校は最適だ。

			　もう一つは貴族になるため。封印都市の騎士学校は卒業時にランク３を超えていると下級貴族になれる。アンネの父は国を救うために王子の罪を被った。それによりオークレールは貴族ではなくなった。アンネは父の無実を信じていて、名誉を取り戻すために貴族になる必要があったのだ。

			「ありがとう、ソージ。ソージがいなかったら、絶対ここまでこれなかったわ」

			　アンネがぽろぽろと涙を流し、そして俺の胸に顔を押し付けてきた。

			　泣き顔を見られたくなかったのだろう。

			「よく、がんばったな」

			　アンネの頭を撫でてやる。

			　アンネは本当によくがんばっていた。その頑張りを俺は誰よりも知っている。

			　ただ、一つ言わないといけないことがある。

			「アンネ、喜びに水を差したくはない。だけど、聞かせてくれ。アンネは父親の真相を知ってしまった。貴族になっても父親の名誉を取り戻すことはできない。それでも貴族になりたいのか？」

			　そう、もともとアンネは父親の無実を証明するために貴族になりたかった。貴族でなければ話を聞いてもらうことすらかなわないから騎士学校でランク３に至ることで貴族になろうとしたのだ。

			　だが、今となっては貴族になったところでアンネの目的は果たされない。

			「父の罪は、父の誇りよ。父は国を救った。もう、そのことは納得したの。私が貴族になりたいのはオークレールを新しく始めるためよ。祖父や父が愛し続けたオークレールを私が一から始める。そして次につなげるの。過去じゃない、未来に進むために私は貴族になる」

			　強い言葉だ。

			　アンネの信念が込められていた。俺の心配なんてまったくの杞(き)憂(ゆう)だ。近くにいながらどこかでアンネの強さを侮っていた。

			「素敵な夢だな」

			「何を他人事みたいに言ってるの？　ソージは私の婿(むこ)よ。一緒にオークレールを盛り上げてもらうわ。それに、後継ぎも作ってもらわないと困るわね」

			　アンネが顔をあげ、まだ涙に濡れた顔で微(ほほ)笑(え)みかけてくる。いたずらっぽい目の輝き。

			「そうか、そうだな。あはは、言われるまでそんなこと考えていなかった。でも、面白そうだ」

			　新しいオークレールには俺も協力しよう。

			　それはそれで楽しそうだ。

			「ソージくん、なに勝手に決めてるんですか。ソージくんはエルシエで王様になるんです」

			　部屋の隅にいたクーナがやってきた。

			　心なしか頬が膨れている。

			「いや、エルシエにはソラさんもライナもいるだろう」

			「子供がいないんです。だから、ソージくんと私がいつかは帰ってこないとだめなんです」

			　そっちも考えていなかった。

			　というか、忘れがちだけどクーナはエルシエのお姫様だ。

			　そんな彼女に手を出した以上、当然か。

			「クーナ、いい考えがあるわ」

			「教えてください、アンネ」

			「ソージが、オークレールの当主とエルシエの王をやって、私たち二人に後継ぎを生ませればいいのよ」

			「完璧です」

			「過労死するわ！」

			　思わず突っ込んだ。

			　体がいくつあっても足りない。

			「ふふ、ソージなら大丈夫よ」

			「はい、なんだかんだ言ってできちゃう気がします」

			　二人が期待を込めた目で見てくる。

			　そんな目をされるとできないなんて言えないじゃないか。

			「わかったよ。やってやるさ。三人で幸せになろう」

			「ええ！」

			「はい！」

			　それぐらいできないと、最高の女を二人手に入れるなんてできるわけがない。

			「じゃあ、今日はここまでですね。アンネ、部屋に戻りましょう」

			　クーナが笑って背を向ける。

			「ひにゃっ、なっ、何するんですか。ソージくん！」

			　逃げようとしたクーナの尻尾(しつぽ)を掴んでひっぱり、ベッドに押し倒す。

			「次はクーナの番だ。何を逃げようとしているんだ」

			「べっ、別に、我慢強いアンネがあそこまで乱れて怖くなったわけじゃないですよ」

			　目を逸らしながら、小さな声でクーナが言った。

			　クーナは恐ろしいほど嘘が下手だ。

			「そういうわけね。ソージ、私がしっかり押さえつけているから、たっぷり可愛がってあげて。クーナ、かなり恥ずかしかったわよ。あんな姿を見られるって。だから、クーナもたっぷりよがって」

			「ちょっ、アンネ、後ろから抱き着いて、完璧に関節がきまって動けないんですけど!?」

			「クーナ、特大の魔石から行こうか」

			　わざとらしく、一番大きな魔石を目の前でちらちらと動かす。

			　クーナが息を呑んだ。

			「くっ、来るなら来てください。私だって成長しているんですから！　最後まで毅然とした態度で耐えてみせます！　魔石なんかに絶対負けません」

			　力強い言葉だ。

			　俺は微(ほほ)笑(え)んで、クーナを信じて魔石を額に押し当てた。

			　まあ、どうせオチは見えているがそれはそれで楽しめるのでいいだろう。

		

	
		
			　

			第17話　エルシエが勝てない理由

			　

			　今は昼過ぎ、シリルの屋敷に呼ばれていたので全員で向かう。

			　ライナが今朝、俺たちの特訓の進捗状況を伝えに行ったのだが、その場で午後に俺たちを連れてくるように言われたらしい。

			　朝からずっとクーナは不機嫌だ。

			「ソージくんのばか！　嘘つき！」

			「うすうす予想はしていたのだけれど本当にソージは下半身に正直ね」

			　二人に叱責された。

			「いや、あれだけ派手に乱れられたら俺だって襲うさ！」

			　あれから、クーナにたっぷり魔石を注いでランク３にした。

			　予想通り、魔石になんて負けないと言ったクーナは一つ目の魔石で速攻、魔石に負けて、盛大に乱れた。

			　そして、ランク３に到達したあとは理性を失って誘惑までしてきた。

			　アンネも仲間外れは嫌だと言って参戦してきてお決まりのパターンだ。

			 

			「……たしかにクーナは文句が言えないわね。私も結局、その場の空気に乗ったわけだし」

			「それはそれ、これはこれです」

			　クーナがふふんと鼻をならす。

			「クーナはさんざん乱れて恥ずかしいから、ごまかそうとしているだけだろ」

			　クーナが顔を逸らして下手な口笛を吹く。

			　もふもふの尻尾(しつぽ)まで器用に逸らしている。

			　相変わらず嘘が下手だ。

			「それにしても、父様はなんで私たちを呼んだんでしょうね」

			「おそらく、戦争のことだ。ランク３になったことで初めて言えることがあるんだろう」

			　今までの俺たちは戦力と思われていなかったのだろう。

			　ランク３になって、ようやく俺たちは一人前になった。

			　それぞれの切り札でランク一つ上の力を振るえる。つまり、今の俺たちはランク５が相手でない限り後れはとらない。

			　ランク５というのは、エルシエのほかには片手で数えるほどしかいない。

			「父様の話、気になりますね。私のための戦い、誰よりも私が戦わないといけません」

			　敵は神聖薔(ば)薇(ら)騎士団と名乗り、世界を救うためにクーナの命が必要だと言った。

			　地・火・風・水。それぞれにもっとも愛された種族、ノーム、火狐、エルフ、水精、の四つの種族は、生きたまま心臓を抜き出されると、その心臓がそれぞれの属性を象徴する魔石となる。

			　クーナは先祖返りの【九尾の火狐】。彼女の火の魔石は特別な力を持ち、それを欲しているらしい。

			　エルシエは、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団から宣戦布告を受けた。

			　クーナを渡さなければ、エルシエを滅ぼすと。

			「でも、エルシエが負けるところが想像できないわ。世界で唯一のランク６のシリルさんがいるのよ。それ以外にもライナさんやソラさんはランク５だし、精鋭部隊イラクサの十数人は全員がランク５と聞いているわ。その他にもエルシエには、ごろごろランク４やランク３の人たちがいるし、エルシエに勝てる国なんてこの世に存在しないと思うの」

			　アンネの言うことは正しい。

			　補足するなら、高ランクのエルフや火狐たちは、もとよりマナに愛されてランク以上の強さを持つ。加えてエルシエは魔術技術が異様に発達し、【精霊化】などの独自の強みまである。

			　エルシエが本気になれば、世界中の冒険者が集まる封印都市ですら数日で落ちるだろう。

			「シリルさんは、それでもエルシエは勝てない。火と風にもっとも愛された火狐とエルフが主戦力だからこそ勝てないと言っていた。その答えがわかるかもしれない」

			「それだと、私が役立たずになっちゃいそうです」

			　クーナが嫌そうな顔をした。

			　火狐の中でも特に強い力をもったクーナだからこそ、今回は役立たずになる可能性があるのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シリルの屋敷についた。

			　彼の妻であるエルフのルシエさんに案内されて客間に通される。

			　エルシエに来た初日にソラに案内された和室だ。

			　そこにはシリルとソラがいた。

			　俺たちが部屋に入った瞬間、ソラがお茶をたて始めた。

			「やあ、よく来てくれた。座ってくれ」

			　シリルが俺たちに声をかけてきたので会釈をし、席に着く。

			「ソージたちも予測をしていると思うが、今回呼んだのは戦争の話をするためだ」

			　俺たちは表情を硬くする。

			　エルシエを守りたいし、何よりクーナを守りたい。

			　絶対に負けるわけにはいかない。

			「俺たちが戦いの鍵になると言っていましたね」

			「その通りだ。ソージたちがいなければ諦めるしかなかった。そして、ランク２のままでも話にならなかった。クーナは九尾の火狐化をよく身につけてくれた。アンネロッタはクヴァル・ベステを第二段階解放までもってきた。ソージは人間でありながら、疑似的な九尾の火狐化と精霊化、そしてそれらと瘴(しよう)気(き)の力を組み合わせるなんて大技まで見つけた。君たちは強い、だからこそ頼りにさせてもらう」

			　シリルの言葉に、俺たちは頷く。

			　全員覚悟は決めてある。ここで尻込みするような奴は【魔剣の尻尾(しつぽ)】にはいない。

			「俺はクーナのために、そして好きになったエルシエの人たちのために全力を尽くす。エルシエが勝てない理由を教えてほしい」

			　シリルが頷き、口を開く。

			「神聖薔(ば)薇(ら)騎士団には二つの切り札がある。一つは、絶対守護領域。クヴァル・ベステと同じように、この時代では作れないオーパーツだ。俺でも貫けないような結界を作れる。小さな十字架を中心に半径二百メートルほど展開する。動く無敵要塞ってやつだ。無傷で軍隊を届けられる。遠距離攻撃は一切無効だ」

			「それだけなら、対処のしようはいくらでもある。敵は内側から攻撃できるわけじゃないでしょう」

			「その通り、それだけなら向こうが攻撃のために結界を解除した瞬間を狙えばいい。だが、もう一つが厄介だ」

			　シリルが肩をすくめて、言葉を続ける。

			「奴らは魔物を使役する。その魔物の名は精霊喰らい。名前の通り、周囲のマナを根こそぎ食らう。それだけじゃないんだ。付近の精霊を狂わせる。俺たち、エルフや火狐のような精霊に愛された存在は、【精霊化】してなくてもある程度精霊たちを体に宿している。体内の精霊を狂わされると、まともに立っていることすらできない」

			　なるほど、精霊に愛された四大種族だからこそ勝てないというわけか。

			「精霊喰らいの数は、どれぐらい？」

			「俺が知っているのは十年前の情報だけど、一〇〇と少し。だが、その倍は覚悟するべきだ」

			「なるほど、精霊喰らいの強さは？」

			「一体一体の強さはランク２相当だ。百体以上を相手にする場合、ランク４相当じゃないと話にもならない。だから、ランク３になり、それ以上の強さを発揮する切り札をもった君たちに話した」

			　厄介な相手だ。

			　精霊喰らいがいる限り、火狐とエルフというエルシエの主戦力を当てにすることは難しい。

			　今回の戦いは、いかに俺たちが精霊喰らいを始末できるかにかかっている。

			「もし、邪魔な結界がなければどうにでもなるんでしょうね」

			「ソージの言う通りだ。エルフの弓の腕は超一流だ。数百メートル先から精密射撃ができる。結界さえなければ精霊喰らいの効果範囲外からハチの巣にしてやれた。奴らの戦法はいたってシンプルだ。ランク４とランク３を含めた騎士たちと精霊喰らいを絶対守護領域で守りながら近づいてきて、精霊喰らいの能力でエルフと火狐を無力化する」

			　厄介だ。

			　最強の盾と最強の矛が両立している。

			「その状況でシリルさんが俺たちに期待しているのは二つ。まずは精霊喰いの始末。そして、アンネのクヴァル・ベステによって結界を破壊、侵入、媒体になっている十字架も破壊すること」

			「その通りだ。そこまですれば確実に勝てる」

			　かなり厳しい。

			　敵は精霊喰らいだけではなく、その護衛の高ランクの騎士たち。

			　何より……。

			「それだと、私もただのお荷物です」

			　クーナが悔しそうに手を強く握って震わせる。

			　彼女ほど火の精霊に愛された存在はいない。精霊喰らいの影響をモロに受ける。

			 

			「九尾の火狐になっていれば問題ないんだ。あれの絶対支配なら精霊喰らいに狂わされた精霊を正常に戻せる」

			「良かったです！　ソージくんと一緒に戦えます！」

			　クーナが目を輝かせる。

			「ただのエルフじゃない。ハイ・エルフの俺も少しは戦える。とはいえ、火を限界以上に極めた九尾の火狐と違って、全属性を使えて風が強化されるハイ・エルフの俺では、影響を受けてかなり弱体化するし、長くも戦えない。ランク４とランク５の間ぐらいの強さだ。護衛は俺が引き受けるから、ソージたちには結界の破壊を頼みたい」

			　頼りになる。

			　ランク４よりも強い存在というのは非常にありがたい。

			　最後の最後には、シリルの【輪廻回帰】がある。シリルは転生を繰り返しており、過去の自分に数分間だけ戻れる。

			　戦える過去のシリルとなれば、一気に状況は好転するだろう。

			　それでも、シリルが俺たちを頼ったのは【輪廻回帰】が一度きりの切り札かつ、一度使えばシリルが完全に戦えなくなるからだ。

			　そんな札が切れるのは、他の保険があるときだけ。一つの策が失敗すれば負けるという状況で戦うのは愚策だ。

			「シリルさん、状況がわかりました。俺たちはより強くならないといけない。そしてランク３になった力を使いこなせないと話にならない」

			　まだ、ランク３になりたてだ。体を慣らさないと。

			「はい、私もより本格的に【九尾の火狐化】を極めます」

			　俺も負けていられない。

			　今までも、【精霊化】と【紋章外装】の合わせ技は何度か試した。

			　だが、【精霊化】の先にある疑似的な九尾の火狐である【白銀火狐】と【紋章外装】を組み合わせた奥義、【蒼銀火狐】。クヴァル・ベステの中でだけ実現できたそれを今こそ極められる。

			　ランク２の状態では、物理的に不可能な状態だったがランク３になった今なら、挑戦できる。

			　神聖薔(ば)薇(ら)騎士団との戦いまでにマスターして見せる。

			「私も、クヴァル・ベステから力をまだまだ引き出せると思うの」

			　アンネがクヴァル・ベステの柄を握る。

			　彼女の言う通り、無意識にセーブをしてしまっている。

			　クヴァル・ベステに対する恐怖心が捨てきれていない。そこを捨てればアンネはまだまだ強くなるだろう。

			　俺もクーナもアンネもまだまだ課題が山積みだ。

			「ソージ、クーナ、アンネロッタ。期待している。強くなってくれ」

			　シリルの言葉に俺たちは力強く頷いた。

			　さあ、どんどん強くなろう。

			　もう、何も失わないために。

		

	
		
			　

			第18話　【蒼銀火狐】へ至る道

			　

			　最終通告があったらしくエルシエに神聖薔(ば)薇(ら)騎士団が攻めてくるのは三週間後だとわかった。

			　シリルから話を聞いてからすでに十日ほど経っていた。

			　もうほとんど時間がない。俺たちは残された時間で限界まで強くなるために努力していた。

			　相変わらず、三日でのローテーションを組んでいる。

			　一日目は地下迷宮に潜り、狩りをして野営。

			　二日目も地下迷宮で狩りをして日がくれるまでに戻り体を休める。

			　三日目はそれぞれの特訓。

			　強くなるには一番効率がいい方法だ。

			　それぞれに成長のあとが見えていた。

			　クーナは【九尾の火狐化】を七割の力なら解放し制御することに成功した。ときおり、七割以上の力を解放して暴走するものの戦争までに全力で解放しつつ制御できるようにがんばっている。

			　アンネはクヴァル・ベステの【第二段階解放】の力をより強く引き出すことに成功していた。そして俺は……。

			「ソージくん、またですか」

			　表面上はそっけなく、でも、どこかうれしそうにクーナが言った。

			「悪い、ちょっと練習に力を入れすぎた」

			　今日は特訓の日で、今は休憩中だ。クーナと二人、木の陰に隠れてキスをする。

			　舌を絡ませての大人のキスだ。

			　粘膜接触している部分から、クーナの変質魔力を吸い上げる。

			　純粋な九尾の火狐ではないので、クーナの変質魔力がなければ、俺は疑似の九尾の火狐化である【白銀火狐】を発動できない。

			　練習で貯めていた変質魔力を使い切った。

			　練習を続けるためにはクーナから変質魔力の補給が必要で、一番効率がいいのは粘膜接触からの魔力吸収なので、こうしてディープキスをしている。

			「ぷはっ、やっぱりソージくんのキスはえっちです」

			　クーナが頬を赤くして、顔を逸らす。

			「キスをするならお互い気持ちいいほうがいいだろう」

			「むう、そうやってすぐにごまかす。でも、ソージくんのキスは好きです」

			　こうやって可愛いことを言うから、クーナに夢中になるのだろう。

			　無自覚に男を誘ってくる。

			「……戻ろう。そろそろ休憩が終わる時間だ」

			「あっ、ソージくん。急ぎすぎです」

			　クーナが慌てて追いかけてきた。

			　危ない。これ以上二人きりでいると、また我慢しきれなくなるところだった。クーナは魔性の女だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おっ、戻って来たか」

			「しっかり、休憩できた。これで午後からもがんばれる」

			「兄様、私もばっちりです」

			　木陰で休んでいたライナが立ち上がる。

			　今日は、アンネはシリルとクヴァル・ベステの力を引き出す特訓。

			　俺とクーナはライナとソラのもとで、それぞれ【九尾の火狐化】と【蒼銀火狐】を極めるための特訓だ。

			「まずは俺からやります」

			　体の中に取り込んだクーナの変質魔力を強く意識する。

			　疑似的な九尾の火狐になる【白銀火狐】は、体の中にある【九尾の火狐】の因子を活性化した変質魔力で励起させることで実現する。

			　俺が【白銀火狐】を発動する際の要件。

			　それはクーナが隣にいて変質魔力を活性化すること。

			　どうやっても、俺では変質魔力を活性化することができなかった。

			　できたのは、クヴァル・ベステの精神世界でだけ。

			　こっちの世界ではクーナが【九尾の火狐化】するために変質魔力を活性化したときにしか使えない。

			　そして、変質魔力さえ活性化すれば、あとは俺の力で技を使える。

			　俺の体には九尾の火狐の因子なんて存在しない。

			　だが、そちらはクーナとふれあい体に取り込んだものを元に疑似因子を形成することで代用できる。

			　疑似因子の完成。これを励起していき……。

			「【白銀火狐】」

			　銀色の炎が体を包み、高密度の炎の柱が背後にたつ。

			　これが疑似、九尾の火狐化。【白銀火狐】。俺の切り札の一枚。

			「なんど見ても信じられねえな。火狐ですらないソージが、まがい物とはいえ九尾の火狐になるんだからよ」

			　ライナは目を見開き、疑似九尾の火狐となった俺を見ている。

			「愛の力だ」

			「もう、ソージくんはからかって！」

			　クーナが頬を膨らませているが、正真正銘愛の力なのだから仕方ない。

			　クーナを失いたくない。その強い想いがなければ完成できなかった魔術。

			「ここまでは、完璧にできる」

			　そう、疑似的な九尾の火狐化である【白銀火狐】だけなら、クーナさえ傍にいてくれればできる。【精霊化】を学んだことで【白銀火狐】を極めることができた。

			　問題はその先だ。

			　偽物の九尾の火狐になったところで、本物の九尾の火狐にはまったくかなわない。

			　クーナに並ぶためにはその先へと進む必要がある。

			　それこそが、瘴(しよう)気(き)を纏(まと)う力をも組み合わせた【蒼銀火狐】。

			　クヴァル・ベステの精神世界で成功させた、俺の考えうる最高の魔術。

			　それを、実現しようともがいていた。

			「続けて、【紋章外装】」

			　ポシェットの中にある瘴(しよう)気(き)の塊を取り出す。

			　ランク３の魔石を大量に【浄化】したせいで、とんでもない量の瘴(しよう)気(き)が溜まっていた。

			　体の表面をなぞるように瘴(しよう)気(き)の紋様が刻まれていく。

			　九尾の火狐の炎と瘴(しよう)気(き)の力が反発し合う。

			　ここからが俺の腕の見せ所だ。

			　俺の魔力を、瘴(しよう)気(き)と九尾の火狐の炎両方に溶け込ませつなぎにして制御する。

			　白銀の炎と瘴(しよう)気(き)が暴れる。

			　理論上はできる。あとは俺の腕の問題だけ。

			　力ずくで抑えようとしても無駄だ。一秒ごとに変わり続ける炎と瘴(しよう)気(き)を相手に、最適な魔力のバランスを計算し制御。

			　よし、混ざって来て炎の色が俺の魔力の色である蒼色に染まる。

			　あと、少しだ。

			「ぐっ、がああああああああああああああああああああああああ」

			　瘴(しよう)気(き)と炎が暴走する。

			　今、意識が飛べば死ぬ。

			【加護】の光が体から漏れ始める。傷ついた体が【加護】で癒されているのだ。

			【蒼銀火狐】の練習は中止だ。生きるために炎と瘴(しよう)気(き)を止める。

			　焼かれて、瘴(しよう)気(き)に侵されながら止めることだけに集中。

			　なんとか、収まった。

			「はあ、はあ、はあ」

			「ソージくん、大丈夫ですか!?」

			　クーナが駆け寄ってくる。

			「大丈夫だ。【加護】がなくなる前に止められた」

			　この世界では【加護】がある限り傷は癒える。

			　その総量はランク３になったことでかなり増えていた。

			　とはいえ、今の失敗で四割近くもっていかれた。

			「ソージ、その技はあきらめたほうがいいんじゃねえか？　【白銀火狐】と【紋章外装】を別々に使ってもおまえは十分に強いぞ」

			　たしかにライナの言う通り、その二つを効果的に使い分けることでランク差を覆す戦闘力を発揮できる。

			　だけど……。

			「最強を目指している男が、目の前に見えている最高をあきらめて最強になれるわけがないだろ。今日は、あと一回はチャレンジできる。死なないように見張っていてくれ」

			　男の意地がある。クーナよりも弱い現状を受け入れるわけにはいかない。

			【蒼銀火狐】を完成させて、瞬間的な力だけでもクーナを上回る必要がある。

			「ソージ、それでこそ男だ。妹が選んだだけはある。なにがあっても死なせねえから、好きにやってみろ。だが、命を賭けるんだ。意味のある賭けかたをしろよ」

			「わかっている。ちゃんと、失敗したにしても一回ごとに得るものは得ている。無駄な失敗は一度もない」

			　考えなしに、ただ同じことを繰り返しても、得るものはなく同じ失敗を繰り返すだけだ。

			　毎回、どんな意図で何を試すのか。失敗したらなぜ失敗したのか。次にうまくいくための方法を必ず考えている。

			「私も、ソージくんに負けないぐらいがんばります」

			　クーナがよりいっそう気合を入れていた。

			　俺の頑張りに当てられたのだろう。

			「応援しているよ。次はクーナの番だな」

			「はい、見ていてください！　私、少し反省したんです。七割の力を完璧に制御するなんて、そんなことを目標にしてました。でも、ソージ君を見てそれじゃ駄目だって気づきました。十割の力を完全に制御して見せます」

			「俺たちは似たものカップルだな」

			「ソージくんのせいですよ。ソージくんを近くで見ていたからうつっちゃいました。がんばるソージくんの前で妥協なんてできません！」

			　うれしいことを言ってくれる。

			　クーナが九尾の火狐化を始める。

			　それをじっと見ていた。

			【紋章外装】はともかく、【九尾の火狐化】はまだ理解が浅い。

			　クーナの練習を見ることは必ず俺のプラスにもなる。

			　長年の勘が言っていた。今回の突破口はそこにあると。

			　クーナの炎を見ながら、俺は全力で頭を回し続けていた。

		

	
		
			　

			第19話　【蒼銀火狐】の完成

			　

			　クーナの【九尾の火狐化】を穴があくほど見て、俺の【白銀火狐】との違いを分析することで自分に欠けているものを見つけた。

			　クーナは七割までの解放では非常に安定していたが、それを超えはじめると途端に不安定になり、八割を少し超えたあたりで暴走した。ソラとライナ、二人の金の火狐が全力でクーナの力を抑え込み、俺も制御を手伝うことでようやく暴走が収まった。

			　挑戦は一見、大失敗に見えるが、いい面を見れば八割に至るまでは不安定ながらも制御できたのだ。

			　七割で満足していれば絶対にたどり着けなかった。

			「やっぱり、まだまだだめです。でも、次はもっとうまくやります」

			　クーナは疲れて傷つきながら、それでも次はうまくやると前向きな言葉を発した。

			　心の中で拍手を送る。それでこそ俺が愛した女だ。

			　クーナが限界のチャレンジをしたからこそ気付けたことがある。

			　暴走する間際の火の精霊たちの動きの不規則さ。そこに俺が見落としていたものがあった。

			「次は俺の番だな。クーナのおかげで見えたものがある」

			　それを踏まえて、二度目の【蒼銀火狐】を発動。

			　残りの【加護】を考えると、今日のチャレンジはこれで最後だ。

			　……予想通り。結果はまたもや大失敗で【加護】を大幅に削る結果になった。

			　だが、手ごたえはあった。こうなることはわかっていて確認のためにやった意味のある失敗だ。

			　ゆらぎの原因は、火の精霊の個体差があるということの見落とし。

			　それも力を込めれば込めるほど、違った動きをする。

			　クーナのような極限まで炎に愛されていてもそれだ。俺が扱うのであればもっと揺らめく。

			　一つ一つの精霊を見て個別に手綱を握る。

			　それこそが、俺に足りないものだった。

			　次への道筋が見えた。あとはその足掛かりを元にいくつか試せば、いずれ確実に成功へとたどり着ける。

			　クーナのおかげで、【蒼銀火狐】の完成までに必要なものが見えた。

			「ソージくん、どうして死にかけるぐらいの大失敗したのに、そんなに楽しそうなんですか？」

			「次がある失敗だからね。今までは、こうしたら成功するんじゃないかって疑心暗鬼で片っ端から試していたんだ。正しい道を探っている段階だった。だけど、今の失敗でこの道が正しいと確信できた。あとは進むだけ。つまりは完成目前だ」

			　そう、指針さえ定まれば俺ならすぐにでも目的地へ到着する。

			　それだけの技量と経験があるのだ。

			「ソージくんの自信を見習いたいです」

			「俺の場合は、ちゃんと裏付けがあるからね。自分を客観視したうえでの冷静な判断だ。根拠のない自信はただの害悪だよ。ないほうがいい」

			　これはこの世の真理の一つ。

			　自らの能力を正しく認識し、できることはできると言い切る。

			　できないことはできないと認める。

			　その判断を正確にできるものだけが成功する。

			「それが自信満々だって言うんですよ。ソージくんのそういうところ、嫌う人も多いと思いますよ。……私は好きですけど」

			　やっぱり、クーナは可愛い。

			　だから、かっこいいところを見せよう。

			「あの、ソージ君、すごくやる気まんまんな顔をしていますが」

			「三度目の正直を試そうかと思って」

			「だめです。残りの【加護】を考えてください」

			　それを言われるときつい。

			　二回の失敗で【加護】が残り少ない。ここはリスクを負う場面じゃないだろう。

			「わかった。ここからはクーナの【九尾の火狐化】の手本を見て勉強させてもらうよ」

			「そうしてください。このクーナちゃんの本物の【九尾の火狐化】に見惚れるといいです」

			　俺は頷いた。

			　クーナの九尾の火狐になった姿は見惚れるほどきれいだ。

			「一つ相談があるんです。その、【九尾の火狐化】って響きがかっこ悪くないですか？　ソージくんの【白銀火狐】みたいに必殺技っぽい名前を付けたいです」

			「はっ？」

			　あまりにもくだらないことを言うから素の声をあげてしまった。

			「うっ、そんな言い方しないでいいじゃないですか、なんか私も必殺技っぽくしたいんですよ！」

			　とはいっても、クーナの【九尾の火狐化】は体質的なものだから必殺技ではないんだが。

			「自分で決めればいいじゃないか」

			「こういうの苦手なんです。ソージくん、名前をつけてください」

			「名前を付けるのはいいが、ださいとか言ったら怒るぞ」

			　クーナはけっこう俺をからかうのが好きだから油断できない。

			　苦労して考えた名前を、ぼろぼろに言われたら立ち直れる気がしない。

			「そんなことしません！　それに、ソージくんが名前を付けてくれたら、うまくいく気がするんです。だから、お願いします」

			　クーナが頭を下げる。

			　俺は苦笑する。

			「わかった。名前をつけてあげるよ」

			「ほんとですか！」

			「ああ、代わりに今日はしっぽ枕を頼む。クーナのしっぽ枕は最高だからな」

			「はい！　今日はしっぽを念入りに洗いますね」

			　俺的にはむしろクーナの匂いがしたほうがうれしいが、言ったら変態扱いされるので黙っておく。

			　そんな俺たちを見て、ソラとライナの二人がにやにやしているが、クーナは気付いていない。妹の恋路を見て笑うのが彼らの趣味だ。

			　圧倒的な脇の甘さ。それがクーナだ。

			「よし、決めた。クーナの【九尾の火狐化】は今日から【真炎回帰】にしよう」

			「あっ、なんかかっこいいです」

			　クーナの九尾の火狐の姿は先祖返り。

			　真の炎へと回帰する。そのままの名前にした。凝りすぎないほうがいい。

			「喜んでくれてよかったよ」

			「ソージくんの名付けてくれた【真炎回帰】、絶対に極めて見せますね！」

			　やっぱり、クーナには笑顔が似合う。

			　きっと、クーナは今の宣言通り【真炎回帰】を極めるだろう。

			　俺も負けていられない。

			　好きな女より弱いなんて絶対に許せない。それが俺のプライドだ。

			　そのためには、完璧な【蒼銀火狐】がいる。

			　絶対に極める。

			　それから、イメージトレーニングと検証をしながらクーナの特訓を見続けた。

			　次こそは、絶対にマスターして見せる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、特訓を繰り返しながら数日が経った。

			　そして、戦争ぎりぎりに、ついに【蒼銀火狐】が完成する。

			　今は平地にいた。

			　機械魔槍ヴァジュラを構えて疾(しつ)走(そう)。

			　最初から、外装を外した第二形態の両手槍。

			　目の前の相手は大振りの攻撃など、いくら早かろうが当たってくれない。

			「【蒼銀火狐】」

			　力ある言葉を紡ぎ、ついに完成した新たな切り札を発動する。

			　銀の炎が吹き上がる。

			　体に瘴(しよう)気(き)の紋章が這っていく。

			　その両方に俺の魔力が混ざり合い変質し、絶対に混ざり合わないはずの聖なる炎と穢(けが)れた黒い炎が絡み合う。

			　そして、顕現したのは俺の象徴たる蒼の炎。

			　世界で、俺だけの蒼炎。これこそが、俺だけにしか紡げない最強の魔術……【蒼銀火狐】！

			　魔力が満ち身体能力が跳ね上がる。

			　蒼炎の鎧(よろい)をまとって、炎を操り放ち、推進力にして急加速。

			「ソージ、器用だな！」

			　目の前の男が男臭い笑みを浮かべる。

			　槍で真正面から突く。

			　当然のように躱(かわ)されるが織り込み済みだ。横ステップでよけられたが、それはそうなるように誘導していたからだ。

			　だから、すれちがう前には横なぎの動きを開始していた。

			　だが、敵も一筋縄ではいかない。回避だけではなく反撃も同時。横なぎの槍と敵の振るった剣がぶつかり合う。

			　俺のほうの体勢が悪いことに加え、敵のほうは大地を踏みしめて放った一撃のため、一方的に押し流される。

			　炎をバーニアにして飛び、衝撃を受け流し、崩れた体勢を制御。

			　さらに炎の弾丸を魔術で構築し、放つ。

			「ランク５相手に力で勝負、金の火狐の俺に炎弾か！　舐めるなよ！」

			　蒼銀の炎はただの炎じゃない。俺そのもの。金の火狐であろうと無効化はできない。

			　だが、敵は無効化なんて狙っていない。

			　着弾の寸前、敵は爆発的にマナを引き出し、金炎の掌底で迎撃。

			　やるな。疑似九尾の火狐の力をもつ俺なら、たとえ金の火狐が相手だろうが、集めた炎のマナを奪える。

			　だが、相手はインパクトの瞬間を狙い、莫大な量を一瞬で叩き込んだのだ。

			　あれなら、マナを奪う暇もない。

			　しかし惜しいことにそれも想定内。これは目くらまし。炎と炎のぶつかりで生まれた閃(せん)光(こう)と爆音を利用し、急接近。

			　こうなることを見越して目をつぶり、死角に向かって超急加速していた。それもしゃがんで相手の視界から姿を消しながらだ。

			　目を開けたときには奴の視界に俺はいない。

			　光が止む。

			　目が合った。

			　敵は、俺がそこにいると読んでいた。なんという勘。

			　もう、止まるわけにはいかない。

			　必殺の一撃を放つ。殺気を放った。

			　敵は回避行動をとる。

			　それは、ただしい行動だろう。俺の全身全霊の気からフェイクはありえないとし、最善手である槍の突きを躱(かわ)すための動き。

			　必殺の一撃を放つという読みはあたりだ。フェイクでここまでの気は出せない。

			　ただ、間違いがあるとすれば……。

			「【斬月】」

			　槍の継ぎ目を指ではじいての最速の抜刀術。

			　槍を躱(かわ)すのであればその動作はただしい。だが、俺の必殺の一撃は踏み込みながらの抜刀術。

			　この不意打ちによって、俺が得た時間はコンマ数秒、回避の前段階の初動にすぎないが、致命的な隙となる。

			　敵は気付いて、引き分けに持ち込むために剣を振るうが……俺のほうが速い！

			「俺の勝ちだ」

			　首筋に、機械槍ヴァジュラの第三形態の刃を押し当て勝利を宣言する。

			「……ああ、そうだ。おまえの勝ちだよ。くそっ」

			　敵……ライナが悔しそうに舌打ちをした。

			　俺は【蒼銀火狐】を解く。

			　解いた瞬間、その場に膝をつき、空気を求めて肺が暴れ始め、心臓が悲鳴をあげ、全身から汗が噴き出る。

			「げほっ、げほっ、やった、ついに一勝だ」

			「まさか、ランク３のソージに負けるとはな」

			「まあ、【白銀火狐】で一ランク上の強さ、さらに【紋章外装】で一ランク上の強さだからな。その相乗効果こそが【蒼銀火狐】だ」

			「むちゃくちゃだな。俺も【精霊化】でランク５・５ぐらいの強さはあるはずだがな。修業しなおしだ」

			　ライナがふてくされる。

			　俺に負けたことがよっぽど悔しいらしい。

			「ありがとうライナ。たくさんのことを学べた」

			「そんなことを言うな。俺もおまえからたくさんのことを学べた。おまえは俺の最高の弟子で、ライバルだ」

			　手を握り合う。

			　大きな目標を超えられた。

			　致命傷になりえる一撃で終了という条件だが、ライナに勝った。

			「ったく、ランク３でそれだもんな。おまえはどこまで強くなるんだか」

			「世界で一番になるまでだ。超えられない目標が一人見えているからな。とりあえずは、そいつに勝つことだ」

			「それは、世界で一番難しい目標だな」

			　俺とライナは笑いあう。

			　いつか、全力のシリルを上回る。ハンデなしで風の魔術を使うシリルに勝てないと最強を名乗れない。

			「ソージくん、ついに兄様に勝ちましたね」

			「ソージ、かっこ良かったわ。最後の一撃、きれいだった。久しぶりに濡れる剣を見た。やっぱり、ソージの剣は最高よ」

			　この戦いの観客として、クーナとアンネ、そしてソラとユキナがいた。

			　クーナとアンネは俺の勝利を心から喜び、気恥ずかしくなる。

			　ふと、ライナのほうを見ると、ソラとユキナに負けた負けたとからかわれていた。

			　俺は空を見る。

			　やっと、【蒼銀火狐】をマスターした。

			　新しい力を使いこなし、ライナの実力に肉薄した。

			　この強さならクーナを守れるだろう。

			　相手が誰だろうが、絶対にクーナを守って見せる。

			　そして、戦争が終われば三人で封印都市に帰ろう。

			　アンネを貴族にするために、そろそろ帰らないといけない。

		

	
		
			　

			第20話　決意の日

			　

			　戦争が近づいているのが肌でわかる。

			　最近はエルシエに怪しい人間がよく入り込んでいる。

			　もともと、エルシエはほかの都市との交易が活発で火狐やエルフ以外の出入りも激しいのだが、スパイとおもわしき者が紛れ込みエルシエの内部を探っているのだ。

			　問題は、怪しいとわかっていても手を出せないこと。

			　表向きは、交易の相手だ。敵と決めつけて危害を加えるわけにはいかない。

			　シリルと話したが見られて困るものはないと、気にしていないようだ。

			　シリルいわく、今回はルールがある戦争らしい。

			　戦争には二種類ある。

			　一つはルールがない戦争だ。街に押し入り、軍人かどうかも気にせずに殺しつくして奪いつくす。こういう戦争は泥沼になることが多い。明確な終わりがないからだ。そのうえ、民間人や街に傷跡が刻まれる。

			　もう一つはルールがある戦争。場所と日時を決めて、終了条件を明確にしておく。その結果を踏まえて交渉を進める。こちらの場合は基本的には軍人以外は戦わない。街に被害は少ない。

			　後者のほうが勝とうが負けようがマシになる場合が多い。

			　デメリットも当然ある。本来、エルシエを戦いの場にしたほうが有利に戦える。

			　エルシエには街を包む防壁をはじめとした様々な防衛設備が用意されており、守るのに適している。お互いの同意で戦いの場所を決める以上、エルシエ側が一方的に有利な戦場が選ばれるわけがない。

			　ルール無用の戦いを選んだ際の利点もある。もともと少数精鋭のエルシエ側は精霊喰らいの襲撃を無視して、敵の街を滅ぼすなんてやりかたも可能なのだ。

			　シリルは、真正面から戦っても勝算があると踏まえて勝っても負けてもエルシエに被害が少ないルールがある戦争を選んだようだ。

			「ソージくん、また考え事ですか」

			「最近、ずっとそんな感じね」

			　クーナとアンネが俺の顔を覗き込んできた。

			　今は商店で買い物をしていた。

			　最近、根を詰めすぎたので今日は休日だ。

			　エルシエは立地的には辺境と言えるような場所だが、魅力的な商品を多く生産しており、多数の商人たちが仕入れにやってくる。商人たちは手ぶらでやってくるわけではない。エルシエで売るための商品を持ってくる。

			　そのおかげで、いろいろなものがそろっていて、なかなか買い物は楽しい。

			「今まで強くなることだけを考えてきたけど、強くなって戦う以外のことができないかを考えていたんだ」

			「たしかにそうですね。私たちはただの戦士ではいられないです」

			　エルシエの姫君と、その婚約者だ。

			　その立場に応じた責任がある。

			「だけど、悔しいことに今回はシリルさんの手駒となって動くしかないな。シリルさんの描いている絵を変にいじれない。……もし、次があるなら一緒に絵を描く。そのためにいろいろと今回の流れを頭のなかで整理しているんだ」

			　ここまでくれば、下手なアドリブはできない。

			　だが、次に同じ状況になれば見ているだけで終わらせない。そのために必要なことをしておく。

			　それが俺の考えだ。

			「めずらしく、ソージくんがかっこいいです。私もソージくんを見習います」

			　クーナが左腕に抱き着いてきた。

			「そうしてくれ。アンネ、シリルさんとの特訓はどうだ」

			「うまくいっているわ。【第二段階解放】の力を限界まで引き出せた。ソージとクーナに追いついてみせる」

			「さすがだな。アンネとクヴァル・ベステの力、楽しみにしているよ」

			「ええ、ソージが傍にいてくれるなら私は頑張れるわ」

			　アンネが笑う。

			　これで、【魔剣の尻尾(しつぽ)】のメンバー全員が力を身に付けた。

			　クーナは【真炎回帰】を極め、俺は【蒼銀火狐】を完成させ、アンネはクヴァル・ベステの【第二段階解放】の力を使いこなしている。

			　エルシエに来てよかった。ここでなければ身に付けられなかっただろう。

			　しばらく、買い物を続けた。

			　クーナは服を、アンネは小物を買っている。

			　俺のほうは、趣味の乾燥ハーブ類を仕入れていた。

			　いろいろと初めて見るものがあって面白い。

			　買い物が終わり、ライナの家に戻ろうとしたとき、ざわざわと周囲の人々が騒ぎ始めた。

			　何事かと思ってみると、シリルが帰ってきたのだ。

			　彼の配下らしきエルフと火狐があわただしく走っていく。

			　今回、彼は戦争の条件面についての交渉を行ってきたのだ。ようやく、話がまとまったと見ていい。

			　そして、その結果がすぐにでも共有されるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺の読みは正しかった。

			　シリルは夜に、エルシエの戦士たちを広場に集めた。彼はブラックボードの前に立ち、戦士たちと向かい合う。

			　戦士たちには序列がある。

			　ライナを筆頭とした、ランク５の超越者、十数名だけで構成された精鋭部隊イラクサが序列のトップ。

			　その下に軍が存在し、最低でもランク２、多くはランク３かランク４という通常では考えられないぐらいの強者が数十名も集まっている。

			　そして、ランク２に満たないものの数十人が上記の強者をサポートするという形になっていた。

			　あまりにも壮観な光景だ。

			　これだけの戦力なら、どんな国だろうが滅ぼせるだろう。

			「みんな、よく集まってくれた。これより軍議を行う。指揮官にはすでに詳細を伝えているが、改めて全員に説明しよう」

			　シリルの声は、張り詰めている。

			「戦争の日時は一週間後、早朝から日が沈むまでの戦いとなる。戦場は、五キロ南に行った、巨大な平原だ。遮(しや)蔽(へい)物はまるでない。夜が訪れる前に戦いが終わるから視界も常に良好。真正面からぶつかる以外、なにも考えられない単純な戦闘だ」

			　おそらく、この戦場を選択したのは敵だ。

			　強力な結界と、精霊喰らい。そのアドバンテージを生かすならシンプルな戦場がいい。

			　だが、それにシリルが気付かないはずがない。それでも勝てると思ったから条件を呑んだのだろう。

			「勝利条件は、大将の首をとるか、相手に降参させること。その条件が達成されなければ、日が沈んだ後、お互いの被害状況に応じての交渉だ。戦争終了後に捕虜の引き渡しを行う。そして、この戦争に勝った場合と、負けた場合の話をしよう」

			　場の空気が一段と張り詰める。

			「勝った場合には、賠償金が手に入り、今後一切、エルシエ及び、クーナには手を出さないことを約束してもらう。ただの口約束じゃない。相手側のトップを含めた数名の心臓に【誓約(ゲツシユ)】を施す」

			【誓約】は強力な呪いだ。

			　それを破れば心臓がつぶされる。約束を破ることはできない。

			「そして、俺たちが負けた場合は、賠償金を支払うと同時にクーナを差し出し、さらに俺が向こうの組織に所属することになる」

			　みんなが息をのむ。

			　戦士たちの目に決意の炎が宿った。

			　クーナはエルシエの姫であり皆に愛されている。

			　姫が連れ去られるのを指をくわえて見ているものはいない。

			「俺はクーナを失いたくない。みんなの力を貸してほしい」

			　その言葉に力強い声で返事があった。

			　頼もしい連中だ。

			「勝つための作戦を告げる。敵は【絶対守護領域】と【精霊喰らい】を過信している。そこを突く」

			　シリルは黒板に図を描き始めた。

			「今回の地形では正面衝突以外ありえない。戦争の開始時点ではお互い二キロほど離れた場所に陣を張る。戦争開始直後に一清掃射。エルフの弓なら届く」

			　一瞬、耳を疑った。

			　二キロ先を弓で狙うなんて常識の外にある。

			　だが、ランク５の精鋭をこれだけ抱えているエルシエなら常識なんてなんの参考にもならない。

			　シリルは淡々と作戦の説明を続ける。

			　その作戦では俺たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】が鍵となっていた。

			　俺たちが失敗すれば、即敗北。

			　面白い。燃えてきた。

			　さあ、シリルの期待。そしてエルシエの運命、なによりクーナの命がかかった戦争。かならず勝って見せよう。

		

	
		
			　

			第21話　それぞれの輝き

			　

			　ついに開戦の日が来た。

			　広大な平地に陣を作り、エルシエの戦士たちと神聖薔(ば)薇(ら)騎士団の面々が向かい合っていた。

			　両者の距離は、想定通り二キロ。

			　エルシエは二百人程度、神聖薔薇騎士団は兵の数は同じぐらいだが、シリルが精霊喰らいと呼んだ魔物が兵士と同数いた。

			　鳥の翼をもった黄土色の芋虫。口がでかくクーナの頭ぐらいなら丸呑みできそうな、かなり不気味な魔物だ。

			　平地の中央にエルシエと神聖薔薇騎士団の数名が向かっている。

			　戦いのためではない。戦争の条件について確認をし、戦いの開始を告げるためだ。

			　今回の戦争ではお互いに最初は陣に待機するというルールまである。

			　エルシエの戦士と神聖薔薇騎士団が改めて書面を読み上げ、頷き、そして角笛のようなものを思い切り吹き鳴らす。

			　戦いが始まった。

			　

			「一斉射撃開始！」

			　シリルの声が響き渡る。

			　エルフたちが改造クロスボウから矢を放つ。

			　どういう仕組みか、一発撃つごとに自動で矢が装填され弦がひかれる。

			　それによりとんでもない速度での連射が可能となっていた。

			「これが、エルフの弓か」

			　エルフは風と共にある種族。

			　本来、放たれた矢は風の抵抗を受けて失速する。だが、エルフたちの矢は一切風の抵抗をうけない。

			　それにとんでもない初速だ。

			　このクロスボウの弦は魔物の素材を作っており、常識外の張力。それに矢にも魔術がかかっていた。

			　信じられないことに、放たれた矢が加速している。

			　目に魔力を込めて視力を強化しているが、矢を追いきれない。

			　敵に矢が突き刺さり、【加護】の光が漏れ出る。

			　これだけの距離、とんでもない速度での連射をしながらすべてが命中。反則じみた超精密射撃だ。

			　まさか、この距離から攻撃されるとは思っていなかった敵は、ご自慢の【絶対守護領域】を発動させていない。

			　敵はあわてて、中央に集まる。その間も矢が降り注いで被害を出し続ける。

			　そして、ようやく結界が張られた。

			　結界はすべての矢をはじいていた。話に聞いていたとおりの防御力だ。

			「ソージ、アンネロッタ、クーナ。突撃部隊は前へ！　射撃部隊の半数は連射速度を落として牽(けん)制(せい)射撃へ移行。残りは突撃部隊と距離を保ちつつ前進！」

			「了解！」

			　シリルの号令と共に俺たちは飛び出した。

			　敵は矢を恐れて結界に引きこもっており、弓や魔法を使ってこないので安心して前に出られる。

			　シリルの作戦は極めて単純だ。

			　矢による牽制を続け、敵を結界内にくぎ付けにする。

			　その状況で、火狐たちを中心にした突撃部隊を護衛にして、俺とクーナ、アンネ、シリルが結界まで肉薄。

			　火狐たちは精霊喰らいの効果範囲である百メートルのぎりぎり外で待機。

			　いかに無敵の結界だろうが、クヴァル・ベステの能力。魔力も【加護】もすべてを食らう【暴食】であれば斬れる。

			　とはいえ、あの規模の結界であれば完全に結界を破壊することは不可能だ。

			　だが、一時的にほころびは作れる。

			　そのほころびから、俺とクーナとシリルが結界内に侵入。

			　二百の兵士と二百の精霊喰らいの密集地帯を突き抜けて、結界の起点である十字架を破壊し撤退。待機していたエルフたちが結界を失い無防備になった敵軍に対し、矢の飽(ほう)和(わ)射撃を開始する。

			　精霊喰らいを優先して処理、精霊喰らいが壊滅すれば火狐たちが突撃し、炎も交えて殲(せん)滅(めつ)。

			　つまるところ、結界の起点となる十字架の破壊を失敗した時点で負けであり、俺たち【魔剣の尻尾(しつぽ)】にすべてがかかっていた。

			「ソージくん、ちょっと緊張してきました」

			　隣を走るクーナの顔が心なしか青い。

			　修羅場をいくつもくぐって来たクーナも、今回ばかりはかなりプレッシャーを感じているようだ。

			「私も少しだけ、不安ね」

			　アンネもそうだ。

			　二人とも、まだ少女だ。この極限状態で心細くなるのも無理はない。

			　ここは経験豊富な俺が二人の緊張を解かないと。

			「安心しろ。俺がいる。二人が失敗しても俺がなんとかするから、失敗を恐れる必要はない」

			　精一杯の明るい笑顔と声で二人を励ました。

			　おかしい、二人は俺の顔を見てきょとんとした顔を浮かべていた。俺は何か変なことを言ったのだろうか？

			「ソージくんだって緊張でがちがちじゃないですか」

			「そうね、声が少し上ずっているわ」

			　二人がくすくすと笑った。

			　……実は俺も緊張していた。背負った命の数が多すぎる。

			　だが、二人と話していると体が軽くなった。

			　クーナもアンネも同じだ。良かった、何にしろ緊張が解けた。

			「三人とも、そろそろ接敵する。準備をしておけ」

			　火狐たちが足を止めた。

			　これ以上進めば、精霊喰らいの影響を受けかねない。

			　ここから先に行けるのは、俺たち四人だけ。

			　シリルの【翡(ひ)翠(すい)眼】が輝きを増す。まとう風が翡(ひ)翠(すい)色に染まった。

			　ハイ・エルフというエルフの超越種が持つ、世界最高の魔眼の一つ。すべての属性の精霊を従える存在。その圧倒的な力で、精霊喰らいに狂わされそうになる精霊たちを正常に保つ。

			　だが、完全に正気に引き戻すことは難しいらしく、シリルの話では、体内の精霊を乱されるせいでランク５以下程度まで能力は落ちるらしい。

			「俺たちも始めよう」

			「はい、ソージくん……【真炎回帰】」

			　クーナの全身に金の炎がまとわりつき、密度がどこまでもあがる。そして半ば物質化した炎の柱が八本クーナの背後に現れた。

			　もとの尻尾(しつぽ)と合わせて、九本の尻尾(しつぽ)。

			　クーナの目が紅色に輝く。

			　火狐という種の先祖返り、炎の絶対支配者、九尾の火狐。

			　伝説にしか存在しない姿にクーナはたどり着いた。

			　いつ見ても魂(たましい)が震えるほど美しいクーナの真の姿。

			「俺も始める。【白銀火狐】」

			　クーナが九尾化したことにより、体内に取り込んだクーナの変質魔力が活性化した。

			　クーナとのキスで取り込んだ因子を魔術で加工して疑似因子に。

			　そして、変質魔力で励起。

			　銀の炎が吹き荒れる。そして、クーナの炎のように密度を増し、一本の銀の柱となり背後に顕現。

			　これこそが、クーナの【真炎回帰】を真似た疑似九尾の火狐化【白銀火狐】。

			　この状態ではただのクーナの劣化に過ぎない。

			　だから、重ねる。

			「続いて、【紋章外装】」

			　瘴(しよう)気(き)の紋様が体に刻まれる。

			　瘴(しよう)気(き)を纏(まと)って鎧(よろい)にする。俺が造り上げた切り札を発動させた。

			　白銀の炎と瘴(しよう)気(き)が反発する。

			　瘴(しよう)気(き)と白銀の炎の双方に俺のマナを溶け込ませ性質を変え、二つを交じり合わせる。

			　二つのまったく異質で、交わるはずのない力が一つになり、さらにお互いの力を高め合いまったく新たな炎を生み出す。蒼く染まった炎。俺の魔力の色に染まった世界で俺だけに許された炎。

			　その名は……

			「【蒼銀火狐】」

			　クーナを守るため、そして誰よりも強くなることを願って生み出した最強にして最高の魔術だ。

			「私も負けてられないわね……【第二段階解放】」

			　クヴァル・ベステが脈動し、触手のように緑色の紋様が湧き出てアンネの肌に侵食していき、脈打つ。

			　そして、優しい光を放った。

			　すべてを食らう【暴食】の力で、クヴァル・ベステにありとあらゆるものを食らわせ断ち切るのが【第一段階解放】。

			　だが、第二段階では、クヴァル・ベステが【暴食】で喰らい続けた力を術者に与える。

			　クヴァル・ベステを従え、己の限界を超えたものだけがたどり着ける境地。

			　三人が三人、ランクを超えた力を発動した。

			　俺は、機械魔槍ヴァジュラを構える。

			　今は第一形態の巨大な機械鎧を取り付けた姿だ。

			　もう、数秒で結界に到着する。神聖薔(ば)薇(ら)騎士団の面々の表情まで見える距離。

			　アンネがクヴァル・ベステを納刀した。

			　クヴァル・ベステの輝きがいっそう強まる。限界まで力を引き出しているのだ。

			　ついに結界にたどり着いた。

			「アンネ！」

			「わかっているわ」

			　アンネが俺たちより若干、先行して、最強の一撃を放つために強く踏み込み、溜めを作った。

			　そして、必殺の一撃を放つ。

			「【斬月】！」

			　俺が教え、気が遠くなるほどの修練と想いを重ねて、今や俺を超え、アンネの代名詞になりつつある技。

			　数千、数万。同じ型を繰り返した先にしかたどり着けない、アンネの魂(たましい)の一撃。

			　一(いつ)閃(せん)。刀身が目に映らないほどの速さ。【暴食】による緑の光だけが余韻のように広がる。

			　無敵だった結界が喰われたことで綻ぶ。

			　アンネは、振り切った剣を手首を返して、引き戻す。

			「【重(かさね)斬(ざん)月(げつ)】」

			　斬月の派生技、刃を二つ重ねる二連撃。

			　二つ目の技は、【暴食】を使わない。

			　むしろ刀身から魔力を立ち昇らせていた。

			【暴食】でできた綻びを広げるために内側から魔力を爆発させたのだ。

			　これで人ひとり、ぎりぎり通れるだけの隙間ができた。

			　見事だ。アンネは自らの役目を果たしてくれた。

			　彼女は振り向かずに口を開く。

			「あとは任せたわ」

			「任された！」

			　アンネが汗びっしょりで、その場に立ち尽くす。

			　この二連撃で魔力も気力も軒並み使いはたしたうえ、クヴァル・ベステの力を引き出しすぎた。その反動でアンネはぼろぼろだ。

			　もう彼女は戦えない。文字通りこの一瞬で己のすべてを使い果たした。

			　シリルがアンネの首根っこをつかんで後ろに放り投げた。

			　アンネの体が風に乗り、後方に待機する火狐たちに受け止められた。

			　乱暴だが、精根尽きたアンネを最前線に置き去りにするよりはずっと安全だ。

			　俺たち三人はアンネが作った隙間から結界内に入った。

			　四百の視線が俺たちに集まる。

			　三人で予定していたフォーメーションを展開する。

			　俺が頂点となる逆三角形。巨大な機械魔槍をまっすぐに構える。

			　向けた先は、結界の起点となる十字架を持った男性。これだけの規模の結界、魔力の流れをみれば結界の発生個所の特定はたやすい。

			　今、相手は動揺している。この一瞬を逃せば終わりだ。

			　シリルの右手に翡(ひ)翠(すい)色の風がとんでもない勢いで集まり、小さな風の球ができた。そのサイズでありながら巨大な台風にも匹敵するエネルギー。

			　クーナの左手に黄金の炎が集い燃え盛る。粘度をどんどん増していき、半ば物質化してきた。それはまるで黄金の太陽。

			「行きます。【九尾金炎】！」

			　黄金の太陽、そしてクーナの背後に展開していた八本の金の柱がまとめて放たれ、弾け、金の炎が吹き荒れる、金の炎はすべてを焼き尽くしながらまっすぐに進む。

			【加護】なんて関係ない。一瞬ですべてを灰にする地球上で最強の炎。

			　数十人を燃やしたが、優秀な何十人かの兵士たちが死力を尽くして防御魔術を発動し受け止める。

			　あれを止めるか。なんて奴らだ。

			「いい炎だ。合わせがいがある【翡(ひ)翠(すい)騒嵐】！」

			　その炎を追いかけるようにして、シリルの翡(ひ)翠(すい)の嵐が吹き荒れる。

			　シリルの風はクーナの炎と一つになり、炎の嵐となった。

			　シリルの風でクーナの炎はより強く激しく燃え盛る。

			　黄金の炎と翡(ひ)翠(すい)の風。その二つはまるではじめから一つの存在だったかのように、お互いを求めあい高めあっていく。

			　炎の嵐は、敵の放った防御魔術ごと術者を飲み込み、そのまますべてを蹴(け)散(ち)らしていく。

			「はああああああああああああ！」

			「うおおおおおおおおおおおお！」

			　シリルとクーナの親子は風と炎を限界まで絞りだす。

			　それは、今まで見たどんな魔術よりも美しかった。

			　炎と風が止んだ。

			　俺の目の前には花道ができていた。

			　一人の男が十字架をこちらに向かって突き付けている。あれが結界の起点だ。その男と俺たちの間にいた兵士たちはすべて燃え尽きたか吹き飛ばされた。

			　おそらく、あの十字架には結界を周囲に展開するだけではなく、シリルとクーナの合体魔術を受け止めるだけのとんでもない能力があるのだろう。

			　だが、あまりにも今の一撃は強すぎた。

			　十字架の核となっている宝石に罅(ひび)が入っていた。

			　あの状態なら砕ける。

			　そして、そのために俺がいる！

			「お膳立てはしました。出番です。ソージくん」

			「行ってこい。おまえにおいしいところはくれてやる」

			　二人が言葉を発したのと、俺が飛び出したのは同時だった。

			　二人が魔術を放っている間、ずっと魔力を機械魔槍に注ぎ続けた。

			　ほんの一瞬で消えてしまう花道を駆け抜けるために。

			　兵士たちが慌てて俺と十字架の男の間を防ごうとしている。

			　だが、遅い。そんな速度じゃ間に合わない。

			「【突撃(チヤージ)】！」

			　機械魔槍の四つのブースターが全力で展開する。

			　前面に風よけのための流線形の結界を形成。

			　音速を超えた。

			　槍の先の魔術付与(エンチヤント)【穿孔】を発動。

			　着地、そして全力で槍を前に突き出す。

			　限界の加速に、限界まで手を伸ばして、そして……結界の起点となる十字架に届いた。

			　十字架の宝石が紫色に光る。

			　俺の一撃を受け止めた。

			　受け止められたせいで、反動が手首にくる。一瞬で骨が粉砕され【加護】の光が立ち昇る。

			　それでも手は離さない。

			　さらに、魔力を機械魔槍に注入【穿孔】により穂先が震え、バーニアがさらに押し込む。

			　俺のすべてをこの一撃に込める。

			「つ、ら、ぬ、け、ええええええええええええええええ！」

			　叫ぶ。

			　すべてを出し尽くすように。

			　魔力も、気力も、なにもかもくれてやる。

			　だから、砕けろ！

			　パリンッ。

			　そんな軽い音が鳴った。
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			　あまりの過負荷に機械魔槍にひびが入った。バーニアの燐(りん)光(こう)が途切れる。打ち止めだ。……男が笑う。

			　俺の攻撃はこれで終わりだと思ったのだろう。

			　まだだ、まだ絞り切っていない。

			　ここから先がある！

			　外装をパージ、第二形態へ。俺がもっとも得意とする両手槍へ姿を変える。

			　すでに槍を突き立てたゼロ距離。槍を放つための、ためが作れない。万事休す。

			　だが、それは並みの使い手の話だ。

			　ゼロ距離だろうと、俺の槍はその威力を発揮する。ここでもっとも信頼する切り札を放つ。俺が開発した槍術にして魔術。

			　全身の筋肉を完全に制御下に置き、螺旋の動きを連動させて、人体が生み出しうるすべてのエネルギーを一つの突きに込める技の極致。その一突きを、今使用している筋肉だけを全魔力で身体能力強化するという超々効率の魔術で後押しする。

			　全身の筋肉がねじれ、過剰な強化で壊れた筋肉から加護の光がたちのぼる。

			　放たれるは、至高の一撃。

			　小細工など存在しない。ただ、まっすぐに槍と肉体の極限にたどり着いただけ。

			　それゆえに、すべてを貫く。距離など関係ない。必殺の絶技。

			　その名は……。

			「【神槍】!!」

			　俺のもっとも信頼する技が放たれた。俺のすべてを乗せた一撃は十字架ごと男を貫いた。

			　十字架が作っていた結界が砕ける。

			「これが俺の力だ」

			　結界が消失すると同時に矢が降り注いできた。

			　その矢は俺の退路を作り、周囲の敵の動きを止める。

			　エルフたちの長遠距離精密射撃による援護。

			　……あきれるな。ここまでの芸当ができるとは。

			　それを無駄にしないように槍を引き抜き、全力で後退する。

			　魔力が搾りかすぐらいにしか残っていないが、これなら、なんとか逃げられそうだ。

			「掴まれ！」

			　クーナとシリルの間を通るときに叫ぶ。

			　二人が俺に捕まった。

			　二人とも、さっきの一撃で精根尽きているうえに、力を使い切ったことにより、精霊喰らいが精霊たちを狂わせる影響をもろに受けて、ぼろぼろだった。

			　こうなるとわかっていて、二人はすべてを込めた一撃を放った。見捨ててなるものか。

			　クーナとシリルが最後の力で俺をつかんだ。

			　俺のほうも余力がない。全部絞り切ったあとだ。脳のリミッターを外す。あとで後遺症が残る覚悟で限界の先にある魔力を引き出し走る。火事場の馬鹿力だ。

			　視界が暗く暗転し、意識が落ちる寸前、火狐たちが俺たちを受け止めた。

			　そして、敵の集団へ矢がさきほどまでの三倍ぐらいの勢いで降り注ぎ始める。

			　どうやら、俺たちがいたせいで、かなり遠慮をしていたようだ。

			　精霊喰らいが次々に矢の餌食になる。

			　神聖薔(ば)薇(ら)騎士団は精霊喰らいを守ろうとするが、エルフの矢のほうが一枚も二枚も上手だ。

			　そして、ついに精霊喰らいが全滅した。

			　天敵がいなくなった火狐たちが叫び、突撃。

			　炎の魔術の攻撃を浴びせるように放つ。

			　当然、矢もやまない。

			　数分後、白旗が敵からあがった。

			　遅すぎるぐらいだ。精霊喰らいが全滅した時点で……いや、十字架を砕いた時点で戦争は終わっていた。

			「クーナ、アンネ、がんばったな」

			　もはや、立つこともできないぐらいに消耗した彼女たちに声をかける。

			「ううう、きもちわるいです。精霊喰らい、もう、見たくないです」

			　体の中の火の精霊を狂わされたクーナはほんとうにつらそうだ。

			　自慢の尻尾(しつぽ)はしぼみ、キツネ耳はぺたんと倒れている。

			「クヴァル・ベステ、本当に容(よう)赦(しや)ないわね……でも、感謝しないと」

			　アンネはアンネで限界を引き出した反動が相当厳しいようで、乱れた髪を直す余裕もない。

			「ほら、肩をかしてやるから立ち上がれ」

			　俺も相当弱っているが、ここは意地の張りどころだ。

			「ソージくんだってぼろぼろじゃないですか」

			「無理はしないで」

			　二人が心配して声をかけてくれるが、それは聞けない。

			「肩を貸しているだけとわかっていても、ほかの男が二人に触れるのが許せない。だから俺がやる」

			「……ソージくん、どれだけ嫉(しつ)妬(と)深いんですか」

			「ソージってそういうところがあるわよね」

			　二人があきれたような声音でそう言って、でもうれしそうに微(ほほ)笑(え)んで俺の肩に手を伸ばす。

			　さあ、帰ろう。

			　俺たちは勝ったんだ。

		

	
		
			　

			エピローグ　さよならエルシエ

			　

			　戦争から三日が経った。

			　戦争が終わってからすぐに戦後交渉に入り、エルシエは賠償金を得て、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団の幹部たちはクーナとエルシエに二度と手を出さないという、【誓約(ゲツシユ)】を結んだらしい。

			　そして、すべてが終わるとシリルは倒れ、丸一日目を覚まさなかった。

			　精霊喰らいによって体内の精霊たちを狂わされてぼろぼろになってしまっており、これまで意識を保っていたほうが不思議なぐらいだと医者は語ったらしい。

			　その状況で最後まで仕事をやり遂げたシリルはすごい男だ。

			　昨晩は、シリルが目を覚まし大規模な宴会が開かれた。

			　そして今日は……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　歓声が響き渡る。

			　エルシエの訓練場で決闘が行われており、それを見守る観客たちが声をあげたのだ。

			　一つの戦いの決着がついた。

			　戦いを称えるように拍手が鳴り響く。

			「やっぱり、勝てなかったか」

			　俺は大の字になって倒れていた。

			　精根尽き果て空を見上げる。

			「まだ、負けてやるわけにはいかないな」

			　シリルが俺を見下ろしていた。

			　目を覚まして、体調がよくなったシリルは俺たちに「褒美を出す。ほしいものを教えてくれ」と言った。

			　何から何まで恩を受けっぱなしだから辞退をしようとしたが、シリルは、俺たちには受け取る資格があると言って譲らなかった。

			　だから、どうしても前から欲しいと思っていたものを頼んだ。

			　それはシリルとの決闘の機会。

			　前回は、シリルのもっとも得意とする風の魔術を封印した状態かつ、俺の有利な土俵に引き込んでの戦いだった。

			　だが、今回は正真正銘のガチンコの戦い。

			　さすがに、ランク差が大きいので、そこだけは拘束具をつけて同等の条件にしてもらった。

			　そして結果は、惨敗。

			　シリルの引き出しは無数にあり、すべてにおいて紙一重で俺の上を行っていた。

			　ここまでやられると逆に気持ちいいぐらいだ。

			「今日は負けましたが次は勝ちます。また、戦ってください」

			「ああ、楽しみにしている。君はずいぶん成長した。クーナが選んだ男が君でよかった」

			　シリルが俺に手を差し出してきて、その手をつかみ立ち上がる。

			「父様もソージくんも、すごかったです！」

			「ええ、見惚れてしまったわ。これが達人同士の戦いなのね」

			　クーナとアンネが駆け寄ってきた。

			　二人は褒めてくれたが、彼女たちの前で負けたのはショックだ。

			　この悔しさをばねに精進しよう。

			　この一戦で俺はさらに強くなった。俺以上に技量をもった相手との戦い。

			　それは、今の俺にとって何よりも得難いものだ。

			　ランクが上で俺より強い奴はそれなりにいるだろうが、技量で俺に勝る相手なんてシリル以外は存在しない。

			　俺だってただ負けたわけじゃない。

			　シリルと戦って、俺が強くならないわけがないのだ。

			　紙一重で上の世界を学ばせてもらった。なら、そのさらに上に至ってやる。

			　負けたとはいえ、シリルの動きのすべてを脳裏に刻んだ。絶対に自分のものにし、先へ行く。

			「三人とも、今日の昼には帰るんだったね」

			　俺たちは頷いた。

			　明日の馬車で封印都市の騎士学校へ帰る。

			　当初の目的である、俺の治療とシリルの鍛冶技術の習得は終わっていた。

			　さらに、神聖薔(ば)薇(ら)騎士団の脅(きよう)威(い)がなくなった。

			　もう、ここにいる意味はない。

			「はい、そろそろ戻らないと留年してしまいますから」

			　俺たちは夏休みのタイミングでエルシエに来ていた。

			　そろそろ夏休みも終わる。これ以上エルシエに滞在すれば、出席日数が足りなくなってしまうのだ。

			　そうなれば留年。

			　留年すれば、卒業時にランク３に到達していれば貴族になれる、という特典も逃してしまう。

			　アンネの夢のためにも、これ以上エルシエにとどまることはできない。

			「そうか、残念だ。ソージ、改めて礼を言う。クーナを連れ帰ってくれてありがとう。クーナを守ってくれてありがとう。……クーナを幸せにしてくれてありがとう。これからもクーナを頼む」

			　シリルが頭を下げた。

			　俺よりも圧倒的な強者であり、立場があるにも拘(かか)わらず真(しん)摯(し)な態度。

			　これこそが、シリルが民から愛されている理由だろう。

			「こちらこそ、ありがとうございました。俺もクーナもアンネもエルシエに来てよかった。たくさんのものを得られました」

			　ここでの日々を思い出す。

			　一か月と少しという短い時間だったが、とてつもなく密度の濃い時間を過ごせた。

			　ゲーム時代にも経験したことがない新しい発見がいくつもあった。

			「また、遊びに来てくれ。いや、帰ってきてくれ。ここはもう、君の故郷でもある。俺もみんなも待っているから」

			　温かな視線を感じる。

			　ライナ、ソラ、ユキナ、クーナ親衛隊の面々、ほかにもお世話になった多数の人たち。

			　そうか、ここはもう俺の帰る場所になっていたのか。

			「必ず、また帰ってきます。シリル……義父(とう)さん」

			　シリルがにやりと笑った。

			　そして、急に真剣な目になる。

			「クーナとアンネ、二人と共にいるならこれからも、君の行き先には困難が待ち受けるだろう。気を抜くな、強くなれ。女神が言った【破滅】が来る日は近い」

			　俺がこの世界に呼ばれたとき、女神は世界を救えといった。

			　シリルはその日が近いと言い切った。

			　面白い。なにが来ても俺はひるまない。

			「たとえ、どんな運命が襲ってこようと……俺たちの魔術(ちから)でねじ伏せていきます」

			　これまでそうして来たように。

			　クーナとアンネ、三人で。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、お世話になった人たちに挨拶をしてお土産を買いこんで、馬車に乗り込む。

			「クーナ、顔をふけ」

			　馬車の中でクーナは泣いていた。

			　きっと、エルシエを出る段階になって名残惜しくなってきたのだろう。

			「ソージくん、遅くなりましたがありがとうございました。ソージくんに背中を押してもらわないと帰ってこれませんでした」

			　クーナはいじっぱりだ。本当にきっかけがなければ、ずっとエルシエに戻ってこなかっただろう。

			「俺も連れてきてもらえてよかった。ここはいい場所だ」

			「私も感謝しているわ」

			　こんな素敵な場所はほかにないだろう。

			　クーナが涙をふく。そして……。

			「はい！　私の自慢の故郷です！」

			　屈託のない笑顔で言い切った。

			　エルシエに来る前では考えられなかった言葉と表情だ。
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			　馬車が走りだす。

			　エルシエの門を出て山道を走り始める。

			　窓を見ると、目を丸くする。

			「本当に、ここは温かいな」

			　クーナの肩をたたいて窓のほうを指さす。

			　クーナは窓を見て、口元を押さえ、泣き止んでいたはずなのに、また涙を流し始めた。

			「みんな……」

			　大勢の、本当に大勢の人たちが見送りに来て、手を振ってくれていた。

			　俺たちは手を振り返す。

			「ソージくん、アンネ。帰ったら、がんばりましょうね。今までよりずっと、こんなにたくさんの応援をもらったんですから！」

			「当然だ」

			「ええ、誰よりも強くなるわ」

			　エルシエのみんなが見えなくなる。

			　ここで得たものを噛みしめ、そして封印都市でさらに強くなることを俺たちは誓った。

		

	
		
			　

			番外編　星降る夜と懐かしの学び舎

			　

			　エルシエを出発した俺たちは、馬車で封印都市に向かっていた。

			　道中、封印都市を少し懐かしく思う。

			　あそこで過ごしたのは三か月ほどだが、不思議と愛着があった。

			　クラスメイトたちはどうしているだろうか？　きっと、彼らは彼らで成長しているだろう。

			　とくに、クーナにぞっこんのライルなどは下手をしたらランク２になっているかもしれない。彼はいったいクーナがランク３になったと聞いたら、どんな顔をするだろうか？

			　夏休みが明けたら、俺が講師となり勉強会を開催しよう。

			　初めは同情で始めたが、あれはあれで楽しい。

			　そんな感傷に浸りながら、クーナがさぼっていないかどうかを確認する。

			　彼女には今、やるべきことがあった。

			「クーナ、手が止まっている」

			「ううう、もう少し感傷に浸る時間をくれてもいいじゃないですか！　生まれ故郷を出発したばかりなんですよ!?」

			「そんな余裕があるとでも？　自業自得だよ。クーナが今までさぼってきたから大変なことになっているんだろうに」

			「うっ。あっ、あの、ソージくんの写させてくれると、すごくうれしいな、なんて」

			「却下。クーナには騎士学校のお勉強が必要だ。案外、ためになる内容が多い。クーナは頭がいいし、いろんな知識を持っているが偏っている。しっかりとこの課題をこなして広い知識を身に付けるといい」

			「そんな～」

			　クーナが涙目になってうなだれる。

			　クーナがやっているのは、騎士学校で出された課題だ。

			　俺たちは夏休みの少し前に封印都市を出発し、エルシエに向かった。

			　謎の権力を持つユーリ先輩の手回しのおかげで、夏休みに入るまでの授業は課題を後日提出することで免除になったし、夏休みの課題も、ご丁寧にシリルのところに届けてもらっていた。

			　その課題を夏休み明けにはまとめて提出しないといけない。

			　ちなみに、夏休みは残り五日。

			　移動だけで三日潰れる。最終日は新学期の準備がいろいろあり課題どころではない。

			　つまるところ、馬車の中の三日と封印都市についての一日しか課題を仕上げる時間はない。

			　クーナに休んでいる暇はないのだ。

			　俺の見立てでは、三日間徹夜してようやく終わるぐらいの課題が残っているので、ぎりぎりだ。

			「なんで、ソージくんとアンネはそんなに余裕があるんですか!?　おかしいですよね!?　一緒にエルシエで特訓してたのに」

			　クーナの課題はほぼ手つかずで残っているが、アンネと俺はしっかり終わらせていた。

			　課題をこなせないとまずいことになる。留年がほぼ確定。そうなれば、ランク３の特典は当然もらえないし、特待生資格は剥奪となり授業料や教材費を自腹で払わないといけなくなる。

			　なにより、クーナだって俺やアンネの後輩になるのは嫌だろう。

			「逆に聞きたいが、なんでこうなることが想像できたのに、今まで手をつけていなかったんだ」

			「そうね。計画的にこなしていれば、なんの問題もなかったはずよ」

			　俺とアンネはこれまでに少しずつ課題を片づけており、もうすべて終わっている。

			　クーナだけが、こうして夏休みの宿題が終わってない子供状態だ。

			「だって、毎日特訓漬けで、すっごい疲れてましたし、心配ごとも多くて、山ほど事件もあって、それどころじゃなかったんですよ」

			　クーナが泣き言を漏らす。

			　その気持ちはわかるが、甘やかすわけにはいかない。

			「それはそれ、これはこれ。時間は自分で作るものだ」

			「体が疲れていても頭は動いたはずよ」

			　俺とアンネのツッコミに、クーナは納得いってない表情だ。

			「絶対、おかしいのはソージくんとアンネです」

			　だが、やらないといけないということはわかっているようで必死にペンを動かしている。

			　もともと、クーナは頭も要領もいい。

			　本気になれば、普通の学生の二、三倍の速度で片づけられる。

			　さらに、クーナには少しでも悩む箇所はとばせと言っている。

			　とばしたところは、後で俺が手早く教える。

			「まず、一冊です」

			「がんばれ、残り三十七冊だ」

			「あああああああ、現実を、現実を見せないでくださいぃぃぃぃぃ」

			　遠い遠いゴールを聞いてクーナが頭を抱える。

			　見ていてなかなか飽きない。

			　クーナが片づけた課題の一冊目を、さっと見る。

			　二割は空欄、一割間違い。

			　適当に参考になる教材をチョイスし、二冊目が終わったら教えてあげよう。

			　たぶん、これが最速だろう。

			「クーナ、疲れたら言ってくれ。疲れが吹き飛んで頭が妙にすっきりして、集中力が高まる素敵なポーションをあげよう」

			「なんか、それ、ものすごくやばそうですね」

			「やばくないわけがないだろう。依存性が強いし、副作用もある。だけど月に一回、健康状態のときに使うぐらいなら問題ない。でも、常用すると薬のこと以外考えられなくなるな。内臓に深刻なダメージを受けて、脳細胞が死滅する。大丈夫だよ、用法用量を守れば」

			　毒と薬は紙一重。

			　適量を守れば、ヤバイお薬も時には役立つ。

			　俺のお手製のドラッグまがいのポーションは大事な切り札の一枚。

			　精根尽き果て、それでも動かないといけない極限状態に陥ったときのために、常にポシェットに人数分入れている。ゲーム時代にはこれがあったおかげで九死に一生を得たこともあった。

			「そんなの、勧めないでください！　……いえ、やっぱり、ちょっと、やばそうになったら、一回だけ、一回だけ使わせてください。普通にやったら、絶対、終わる前に力つきちゃいます」

			　まあ、そうだろう。

			　いかにクーナといえども、集中し続けるのは限界がある。

			　自分でがんばるならこれぐらいの手助けはしよう。

			　問題は、クーナの自制心が紙なことだろう。今回の件で味をしめて、今後、気軽に特製ポーションを使おうとしないようにきつく言わないと。

			　さて、一冊目用に何を教えるべきかの取捨選択は終わった。

			　あとは、クーナが二冊目を終えるのを待つだけ。少し退屈だ。

			　外の景色を見るのにも、ちょっと飽きてきた。

			　アンネも同じようで、彼女と雑談を始める。

			「ソージ、封印都市に戻ったら、あのお店に行きましょう。久しぶりに、あそこの料理を食べたいわ」

			　アンネがあそこと言っているのは、騎士学校の入学試験に合格した際にお祝いで使ったお店だ。

			　安くてうまくて量がある。何より、酒の品ぞろえがいいし、店主の目利きではずれがない。俺たちのいきつけの店になっている。

			「そうだな。俺は寮母さんの飯が懐かしいな」

			「寮の食堂もいいわね。とびっきり美味しいってわけじゃないけど、安心する味だわ」

			「寮生の健康を考えて味付けを控えめにしているから、とくべつ美味しいってわけじゃないけど、一品一品しっかり手の込んだ仕込みをしていて品がある。栄養バランスも考えてくれてるしね」

			　特待生の寮には無料の食堂がある。

			　バイキング形式でたくさんの料理が並べられており朝と夕食は食べ放題、そしてどれもこれも美味しい。

			　金欠だった頃のクーナとアンネはずいぶんと助けられていた。

			「そうね、お金がたくさん手に入って、選択肢ができても、近くて便利で美味しいから結局食堂で食べることが一番多かったわ」

			　今、俺たちの懐はかなり潤っている。

			　ランク２は一流の冒険者の称号であり、高価な値段で取引される魔物の素材を手に入れることができる。

			　俺の目利きもあり、効率よく高い素材だけを持ち帰れることも大きい。

			　山分けしてもそれなりの金になる。

			　だというのに……。

			「クーナ、金利以外まったく払っていないよな。その金利もしばらく払ってないし、借金が愉快なことになってるぞ」

			　クーナとアンネは、騎士学校に入学するまでの間の生活費や、その他いろいろな費用を俺に借金していた。

			　毎回、地下迷宮から帰還した際に金利を払ってもらい、任意で元金を返してもらっている。

			　クーナは、何かに金を相当つぎ込んでいるらしく、いつも金利だけ払う。その金利すら、エルシエにいる間は稼ぎがないから払えず、借金は雪だるま式に膨らんでいた。

			　逆にアンネのほうは元金のほうがだいぶ減っていた。

			「そ、ソージくん、今は、その、勉強に集中したいかなって」

			　クーナの手がぶるぶる震えている。

			　クーナはきっと、しばらく借金について何も言わなかったのは、借金のことを俺が忘れているからと思い込んでいたのだろう。

			　アンネが苦笑して口を開く。

			「安心しなさい。封印都市についたら、エルシエでため込んだ高ランクの魔物の素材を換金できる。そしたらそれを山分けして、だいぶ借金も返せるんじゃないかしら？」

			　エルシエの地下迷宮では定期的な駆除を行っており、高ランクの魔物の素材が大量に出回っているため、換金してもろくな値段にならない。

			　そのため、持ち帰った素材はエルシエでは売らずに、封印都市で売ると三人で決めていた。封印都市で良い値が付きそうなものをしっかり選んでいる。俺たちはちょっとした小金もちになるだろう。

			「そう、それです！　お金が手に入れば、借金なんて一気に。いえ、やっぱり金利だけ払います」

			「いったい、クーナは何にそんなに金を使っているんだ？」

			　それがずっと不思議だった。

			　服やアクセサリーといったものを無駄にそろえている気配もないし、食べ歩きは好きだが屋台や下町の食堂といった安くて美味しいものを好む。高価なものを食べるときは俺にたかる。

			　ギャンブルに狂っている様子もないし、外から見ていて金を使っている様子がない。

			　そして、その使い道はずっと秘密だ。

			「趣味に使っています。……笑わないと約束するなら教えますけど」

			「笑わないと約束しよう」

			「実はですね。私は星が大好きなんです。父様に話を聞いた、望遠鏡っていうのを、いろいろと試行錯誤しながら作っていまして、結構、高価な材料とか使いますし、材料はすぐに買わないと店頭から消えちゃうんです。だから、いつ材料を見かけてもいいように、大金を持っていないといけないし、仮に材料が手に入っても失敗が多くて買い直しになったり、とにかくお金が要るんです！」

			　あまりにも意外だったのできょとんとしてしまった。

			　そういえば、クーナはよく星を見つめていた気がする。

			　シリルからいろいろな技術を叩き込まれているクーナなら、原理さえ理解していれば、それなりなものを作れそうだ。

			「最近、やっと形になってきたんです。私の部屋にあるので、今度ソージくんにも見せてあげます。すごいんですよ。それを使うと、目じゃ見えない星まで見えるんです！」

			　……想像していたよりずっと健全だ。

			　てっきり、尻尾(しつぽ)の毛並みがよくなる怪しげな石鹸とかを騙されて売りつけられているのかと思った。

			「楽しみにしているよ。実は、望遠鏡の構造には俺も詳しくてな。ちょこちょこ弄(いじ)らせてもらえば、いい感じにできると思うよ」

			　そこまで言うとクーナが首を振った。

			「だめです。これは私の趣味です。ちょっとずつ弄(いじ)って、どんどん見えないものが見えるようになるのが楽しいんじゃないですか。ソージくんならすごいのが作れるでしょうけど、それだと意味がないんです」

			　いい心構えだ。

			　めんどくさがりのクーナがこんなことを言うなんて。本当に星が好きなんだろう。

			「その殊勝な心掛けを課題に向けてくれたら、言うことないんだけどな」

			「うっ、それは言わない約束ですよ。おじいさん」

			「誰がおじいさんだ!?」

			　クーナはさっと顔を逸らして、課題に向き直る。

			　カタカタとペンの音が響く。

			　星か、いいことを思いついた。

			「俺の故郷だとね。新しい星を見つけた人には、星の名前を付ける権利があるんだ」

			　天体観測が趣味な奴は、だからこそ必死になって新しい星を探す。

			「それなら、私は名前を付け放題です！　ふふふ、望遠鏡なんて私以外に作っている人はいませんからね。私しか知らない星がたっぷりありますよ」

			　クーナは手を動かしながら、いろいろな星に想いをめぐらせる。

			　クーナのことだから、きっと楽しい名前を付けるだろう。

			「こんど、クーナが知っている星を教えてくれ」

			「私も興味があるわね。望遠鏡というのが何かはわからないけど、素敵なものだというのはわかったわ」

			　三人で星空を見つめる。

			　それは楽しそうだ。

			　クーナが、怪しげな笑みを浮かべる。

			「ふふふ、いいことを思いつきました。アンネはただでいいですけど、ソージくんからはお金を取ります。そうすれば借金がどんどん減っていきます」

			「ほう、なら今は善意でやってる武器と防具のメンテナンスや、迷宮での食料調達と調理、探索道具の手配、クーナからは金を取ろうか」

			「ソージくんの、鬼、悪魔！」

			「その言葉、そっくり返してやる」

			　お互い言いあいを始めると、なぜかおかしくて笑い合う。

			　言い合いを終えるとクーナが窓の外を見た。

			「がんばって望遠鏡、もっとすごくして、大きくて眩しい星を見つけるようにしないと」

			「なんのために？」

			「【魔剣の尻尾(しつぽ)】って名前を星につけたいんです。【魔剣の尻尾(しつぽ)】って名前を付けるなら、すっごい星じゃないと嫌じゃないですか！　見るだけで心が震えるような。だから、がんばっちゃいますよ」

			　普段は俺のことを意外にロマンチックと言ってからかうくせに、クーナのほうがよっぽどロマンチックじゃないか。

			　ただ、悪い気持ちじゃない。

			　いい話を聞かせてもらった。だから、ちょっぴりご褒美を上げよう。

			「クーナ、もし封印都市につくまでに課題を全部終わらせたら、この前クーナが行きたいと言っていた、牛肉のコース料理を出す店にみんなで行こう。俺のおごりだ」

			　その店で出す牛肉はなんと食べるためだけに丹精込めて育てられた牛だという。

			　ふつう、平民が口にする牛肉は農業に活用していたが、怪我をしたり高齢になり処分された牛の肉なので、筋肉が無駄について硬いし、そもそも栄養不足でやせ細っている。

			　だが、俺が提案した店では別次元の美味しい牛が食べられるらしい。少し前にクーナに行きたいとおねだりされたことがあったのを覚えていた。

			「あっ、あの、美味しそうだけど、無駄に高くて、食べたいけど、自分のお金じゃ、ちょっとためらっちゃう……あの店ですか!?」

			　クーナが目を輝かす。

			　クーナも、アンネもよく食べる。この二人を連れて高級店に行くのは少し勇気がいるが、たまにはいいだろう。

			「そうだ、その店だ。だからがんばれ。アンネもそれでいいか？」

			「ええ、そのお店のことは気になっていたの。それなら、私もクーナを本気でサポートしないといけないわね。街に着くまでに終わらせるなら、クーナが血反吐を吐くほどがんばってぎりぎりかしら」

			　さすがはアンネ。

			　するどい読みだ。

			　クーナのほうも、どこから取り出したのか鉢巻を頭に巻き、自慢のキツネ耳をピンと伸ばして、猛スピードでペンを動かし始めた。

			　封印都市までの三日間。

			　本気でやればなんとか終わるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふっ、ふふっ、ぎっりぎり終わりました!!」

			　三日後の夕方、封印都市に馬車が到着した。

			　ここ数日、クーナは一日三時間ぐらいしか眠っていない。三時間というのは、ぎりぎりパフォーマンスを維持できる睡眠時間。

			　それ以下の睡眠時間になると逆に効率が悪くなる。

			　最終日は、さすがのクーナも心が折れかけていたが、最終手段である特製ポーションに手を出してなんとか乗り切った。

			　教師役の俺とアンネは交代でしっかり眠っている。

			　クーナは寝不足なのに、まだ見ぬ高級料理への期待ですさまじいテンションだ。

			　馬車を飛び出して、こっちに向かって手を振っている。

			「アンネ、もう店が開いている時間だし、寮にもどらず直接いこうか」

			「そうね。荷物は御者さんに追加料金を払って寮まで届けてもらいましょう」

			　アンネと今後のことを相談し、もろもろ手続きをする。

			　待ちきれなくなったのかクーナが戻って来た。

			　そして、俺とアンネの手を握り、ひっぱる。

			「さあ、いきますよ。ソージくん、アンネ、今日はぱーっとやりましょう。封印都市に帰って来た記念です！　たくさん食べて飲みますよ！」

			　まったく、人の金だと思って。

			　いや、クーナとアンネが楽しんでくれるなら安い買い物だろう。

			「そうだな。アンネも遠慮しなくてもいいぞ。クーナには遠慮するななんて言う必要はないな」

			「もちろんです！　今を全力で楽しむ。それがクーナちゃんです。遠慮なんてしませんよ」

			　自信満々に傍若無人なことを言うクーナを見て、俺とアンネは苦笑する。

			　そして、三人で封印都市のなつかしい道を歩き始めた。

			　ここからまた、封印都市での日々が始まる。

			　俺たちはエルシエですさまじい力を身に着けた。

			　その力は、封印都市でも存分にふるえる。これからは「学生としてはすごいパーティ」ではなく、「誰が見てもすごいパーティとして」名を馳せていく。【魔剣の尻尾(しつぽ)】の快進撃はここから始まるのだ。
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			　七月一日に角川スニーカー文庫さんから『回復術士のやり直し　～即死魔法とスキルコピーの超越ヒール～』という本を出版しております。

			　二度目の世界、最強の【回復(ヒール)】で全てを掴む！
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